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６月５日（月） 
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令和５年第２回大崎町議会定例会会議録（第１号） 

 

令 和 ５ 年 ６ 月 ５ 日 

午前１０時００分開会 

於 会 議 議 場 

１．議事日程 

日程第 １ 会議録署名議員の指名（３番，４番） 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４  行政報告 

日程第 ５ 報告第 １号 令和４年度大崎町一般会計繰越明許費繰越計算書の

報告について 

日程第 ６ 承認第 １号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和４年度大崎町一般会計補正予算（第９号）） 

日程第 ７ 承認第 ２号 専決処分の承認を求めることについて 

（大崎町町税条例の一部を改正する条例の制定につ

いて） 

日程第 ８ 承認第 ３号 専決処分の承認を求めることについて 

（大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

の制定について） 

(特) 日程第 ９ 議案第２４号 令和５年度大崎町一般会計補正予算（第３号） 

(総) 日程第１０ 議案第２５号 令和５年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算 

（第１号） 

日程第１１ 議案第２６号 大崎町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について 

日程第１２ 議案第２７号 大崎町水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術

管理者に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

   １番 藤 田 香 澄            ７番 神 﨑 文 男 

   ２番 草 原 正 和            ８番 宮 本 昭 一 

   ３番 岡 元 修 一            ９番 吉 原 信 雄 

   ４番 平 田 慎 一           １０番 中 山 美 幸 
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   ５番 児 玉 孝 德           １１番 中 倉 広 文 

   ６番 稲 留 光 晴           １２番 富 重 幸 博 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 東   靖 弘 農林振興課長 上 野 明 仁 

副 町 長 千 歳 史 郎 建 設 課 長 時 見 和 久 

教 育 長 穗 園 正 幸 農委事務局長 相 星 永 悟 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） これより、令和５年第２回大崎町議会定例会を開会いたします。 

これより、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（富重幸博君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、３番、岡元修一君及び４

番、平田慎一君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（富重幸博君） 日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

今期定例会の会期は、お手元に配付してある日程案のとおり、本日から６月２０

日まで１６日間といたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、会期は本日から６月２０日までの１６日間と決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 諸般の報告 

○議長（富重幸博君） 日程第３「諸般の報告」を行います。 

諸般の報告。５月２３日に開催されました令和５年度町村議会議長・副議長研修

会につきまして報告をいたします。 

この研修会は、東京国際フォーラムホールＡを会場に、日本全国から約１,８０

０人の参加を得て、全国町村議会議長会の主催により開催され、本町からは、私と

副議長、議会事務局長の３名が出席いたしました。研修会は、最初に、大正大学社

会共生学部教授の江藤俊昭氏による「町村議会の課題と今後の展望について」と題

した講演で、政治の劣化とその脱却の方途についての講演がありました。現在の町

村議会の現状は、なり手不足問題だけではなく、高年齢、少ない女性議員といった

特徴があることや、なり手不足の原因には、ならない要因となれない要因があり、

ならない要因については、身近に議員がいないなど、議会議員の魅力が伝わらない

こと、議員報酬が低いなど条件の悪さが要因とのことでありました。また、なれな

い要因については、若手が少ないなど地域力の低下、兼業禁止など法律の縛りがあ

るためで、この解消法としては、住民福祉の向上により地域力の向上につなげると
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ともに、議会議員の魅力の周知を行うことや、報酬増額等の条件整備を行うことで

あるとのことでありました。 

また、議員報酬が低水準であることが議員のなり手不足の要因であるとともに、

議員のなり手不足に直面する市町村は議員報酬の水準の検討に当たっては、議員の

活動量と町の活動量を比較し、住民と向き合い、適正な水準について議論するなど

の対応を講じることが重要であること、現在の議員報酬の水準が議会における人材

確保の観点から、適正な水準を下回る場合は、住民の理解を得ながら、地域の実情

や議員活動の状況、物価の動向等に応じ議員報酬の水準の在り方を検討し、その待

遇が議会や議員の活動に見合うものであることについての住民の理解と信頼が前提

になることに留意する必要があるとのことでありました。 

なお、政務活動費については、議員の活動の実績を踏まえて検討することも重要

であると結んでいました。 

次に、ＮＰＯ法人ブロードバンドスクール協会理事の若宮正子氏の「町村こそデ

ジタルを」と題した講演は、住民のためのデジタル活用法についてのものでありま

した。はじめに、ＩＴ先進国のデンマークとエストニアの実状についての講演の中

で、デンマークの取組の紹介がありました。デンマークにおいては、官公庁、自治

体で紙を一切使わないことに決めているとのことで、役所と国民の間での紙のやり

とりを廃止し、郵送は行わず、紙の通知や報告などは全くなく、電子政府化されて

いるとのことでありました。この電子政府の推進は、国民の個人データを扱う政府

への信頼感とデータを悪用しないという社会への信頼感から来るもので、この電子

政府化によって行政手続の時間は約３０％短縮され、年間約３７０億円の経費が削

減されているとのことでありました。また、デンマークも６５歳以上の高齢者の割

合が世界で１１番目に高い国で、それでこの仕組みが機能していることの背景には、

政府と個人の信頼に基づいた社会への貢献意識があることが要因であり、日本の各

自治体においても早急にＤＸ化を進める取組が求められているとの講演内容であり

ました。 

最後に、朝日新聞社コンテンツ編成本部次長、三島あずさ氏の「町村議会とハラ

スメント」と題した講演で、ジェンダー問題についてのものでございました。ジェ

ンダー平等を訴える中で明らかになったことが、女性議員の約６割が議員活動や選

挙活動中にハラスメント行為を受けたことがあると回答し、女性の政治参画への障

壁になっていることと、初当選した女性議員のアンケート調査において、議員活動

の中でセクハラ被害を受けたことがある方が２５％で、うち議員からが５０％、有

権者から４０％あったとのことでありました。ジェンダー平等や多様性に対する社

会の関心は着実に高まり、ジェンダー不平等で多様性に欠ける組織や地域は生き残
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りが困難になってきており、多様な意見と取り入れ、バランスのとれた政策決定を

する議会は民主主義の根幹を支えるものであり、人権意識に欠けるセクハラが横行

している現状は変えていかなければいけないと訴えておられました。男性優位で多

様性に欠けるとハラスメントが起きやすく、女性を増やすなど多様性を確保し、ハ

ラスメントが起きにくい組織になるためには、ジェンダー平等宣言やハラスメント

防止条例の取組が寛容であると講演を結ばれました。 

今回の研修会に出席して多くの町村議会の課題や問題点について触れることがで

きました。本町においても、議会の機能を十分に発揮し、議員間の活発な議論、町

政の監視評価や政策立案、政策提言等、議員としての資質をさらに向上させること

により、議会の活性化が図られるのではないかと感じました。 

なお、議員派遣の報告につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 行政報告 

○議長（富重幸博君） 日程第４「行政報告」を行います。 

これを許可します。 

○町長（東 靖弘君） 令和５年第２回大崎町議会定例会に当たり、諸般の行政報告を

いたします。 

はじめに、総務課関係でございます。５月３１日に、ＤＸフェローとして陳内裕

樹氏と小出泰久氏を委嘱いたしました。ＤＸフェローとは、デジタル技術を活用し

た住民サービスの強化や業務の効率化を図るため、専門的立場から支援・助言する

役職のことでございます。陳内氏は、内閣府クールジャパン地域プロデューサーで、

鹿児島県デジタルＤＸ戦略アドバイザーを務めており、総合政策ＤＸを担当してい

ただきます。また、小出氏は、大阪教育大学客員教授で、教育ＤＸを担当していた

だきます。本町での任期は令和６年３月３１日までとなります。委嘱式と同時に、

管理職向けＤＸ研修会を開催し、陳内氏からＤＸサポートの一環として講話をいた

だきました。今後、両氏には、ＤＸ推進により住民サービスや教育及び行政運営を

進めていく上で課題を抽出し、解決のためのアドバイスをいただく予定です。 

次に、町民課関係でございます。マイナンバーカードの交付状況について御報告

いたします。令和４年４月末時点では、交付者数４,０１１人で、交付率は３１.４

４％で、県内ワースト５位という状況でした。そこで、令和４年度は、マイナンバ

ーカードの交付率向上策として、国の施策と合わせ町独自の商品券発行事業に取り

組むとともに、平日、夜間、土日における申請窓口の開設や地区公民館やイベント

会場などへの出張申請などあらゆる手段を講じてマイナンバーカードの普及に取り
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組んでまいりました。その結果、令和５年４月末日現在で、本町におけるマイナン

バーカードの交付者数は１万１３８人で、交付率は８１.４４％となっており、全

国及び県の平均を上回り、県内でも上位に位置しております。今後も、引き続き出

張申請を行いますとともに、コンビニでの住民票の写しの交付や健康保険証と一体

化したマイナ保険証の導入など、便利さを身近に感じられるよう周知いたしまして

カードの普及に努めてまいります。 

また、マイナンバーカードを巡っては、他人の公金の受取口座が登録されたり、

コンビニ交付システムで住民票等が誤交付されるなど、トラブルが相次いでいると

ころでございますが、本町におきましては現段階でいずれの事案も確認していない

ところでございます。 

次に、企画政策課関係でございます。令和５年３月２７日に締結いたしました鹿

児島大学との包括連携協定について御報告いたします。これは、本町及び鹿児島大

学がそれぞれに持つ資源や機能等の活用を図りながら、幅広い分野で相互に協力し、

地域社会の発展に寄与することを目的に締結したものです。これまで、鹿児島大学

には大崎活性化センターを拠点に、法文学部による多文化共生事業や工学部による

ロボットプログラミング教室、共同獣医学部による産業動物の臨床教育など、個々

の連携で協力をいただいておりましたが、今回の包括連携協定締結を機に、さらな

る連携協力の強化が期待されるところであります。 

以上で、報告を終わります。 

○議長（富重幸博君） これで、行政報告は終わりました。 

ここで、中山美幸君から、１２月９日の会議における発言について不適当な発言

があったため、その部分を取り消したいとの申出がありましたので、会議規則第６

４条の規定を準用し、議長において許可します。 

○１０番（中山美幸君） 貴重な時間をありがとうございます。 

令和４年大崎町一般会計補正予算審査特別委員会中、町長との議論の中で、衛生

自治会の総会報告のなかった収支について、「盗んだと一緒」との発言をいたしま

した。この発言、この言葉について撤回し、関係各位にお詫びを申し上げます。 

ありがとうございます。 

○議長（富重幸博君） お諮りします。これを許可することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、中山美幸君からの発言取り消しの申出を許可することに決定いたしまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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 日程第５ 報告第１号 令和４年度大崎町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につ

いて 

○議長（富重幸博君） 日程第５、報告第１号「令和４年度大崎町一般会計繰越明許費

繰越計算書の報告について」を議題といたします。 

町長より報告を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、地方自治法施行令１４６条第２項の規定に基づき、令和４年度大崎町一

般会計繰越明許費繰越計算書を報告するものでございます。 

これは、令和４年度大崎町一般会計補正予算（第８号）で議決をいただいており

ます繰越明許費のほか、令和５年３月３１日付けで専決処分いたしました一般会計

補正予算（第９号）における繰越明許費の移住・定住対策事業など５つの事業に係

るものでございます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたしますので、繰越明許費繰越計算書

をお願いいたします。 

この報告第１号は、ただいま町長から説明がございましたとおり、令和４年度内

に事業が完了しないために令和５年度に繰り越すことを報告するものでございます。 

まず、款２総務費の移住・定住対策事業でございますが、翌年度繰越額は１８０

万円でございます。本事業は、野方地区における宅地分譲地造成工事において、年

度内に電柱の移転作業が完了しなかったため繰り越すものでございます。 

款５農林水産業費の産地パワーアップ事業は、農業用施設を整備する農業法人へ

の助成事業でございますが、翌年度繰越額は２,８６５万円でございます。次の、

中心経営体等施設整備事業は、営農者に対し農業用機械の導入費用を助成する事業

でございますが、翌年度繰越額は９３万５,０００円でございます。いずれの事業

も、準備から完了までの期間が短く、年度内示に事業を完了できなかったため繰り

越すものでございます。 

款１０災害復旧費の農林水産施設災害復旧事業でございますが、翌年度繰越額は

２,３８３万８,０００円でございます。次の、公共土木施設災害復旧事業の翌年度

繰越額は１,４３０万円でございます。いずれも、国の災害査定に期間を要し、事

業進捗に遅れが生じたため、翌年度へ繰り越すものでございます。 

以上で、報告を終わります。 

○議長（富重幸博君） これで報告は終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて 
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            （令和４年度大崎町一般会計補正予算（第９号）） 

○議長（富重幸博君） 日程第６、承認第１号「専決処分の承認を求めることについて

（令和４年度大崎町一般会計補正予算（第９号））」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。令和４年度大崎町一般会計補正予算（第９

号）は、地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和５年３月３１日付で専決

処分いたしましたので、同条第３項の規定により報告するものでございますが、歳

入歳出予算の総額に２億６,５２０万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を

１２４億３,６５６万７,０００円にするものでございます。 

補正の内容は、地方消費税交付金、国庫支出金、県支出金、繰入金及び寄附金等

が確定したことによる財源調整及びふるさと応援基金等の基金積立金が主なもので

ございます。 

よろしく御審議賜り、御承認くださいますようお願い申し上げます。なお、詳細

につきましては、担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） 御説明いたします。今回の補正予算は、事業実施に係る

国・県支出金や交付金等の確定に伴う財源変更が主なものでございますので、それ

以外の主なものについて御説明いたします。 

それでは、歳出から御説明いたしますので、補正予算書の１６ページをお願いい

たします。 

款２総務費、項１総務管理費、目４財政管理費、節２４積立金は、今後の公共施

設整備等に備えるための施設整備事業基金積立金４億８,０００万円でございます。

目１０企画費、節１８負担金，補助及び交付金は、合計で２,０５１万３,０００円

の減でございますが、これは事業実績に伴うもので、主なものは環境配慮型定住住

宅取得補助金１,９６０万円の減でございます。目１３地方創生費は、合計で２,１

３７万５,０００円の減でございますが、企業版ふるさと納税の実績に伴い、節１

２企業版ふるさと納税業務委託料と節１８大崎町ＳＤＧｓ推進協議会負担金を補正

するものでございます。 

項３戸籍住民基本台帳費、目１戸籍住民基本台帳費、節１８負担金，補助及び交

付金５５７万７,０００円の減は、地方公共団体情報システム機構へ支払う通知カ

ード・個人番号カード関連事務交付金でございますが、関連経費の一部を国が直接

支払うようになったことから、当該経費を減額するものでございます。 

１７ページをお願いいたします。款３民生費、項１社会福祉費、目１０新型コロ

ナウイルス感染症対策事業費、節１８負担金，補助及び交付金１,１８５万円の減

は、非課税世帯に対し、１世帯当たり５万円を給付する価格高騰緊急支援給付金を
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実績に基づき減額するものでございます。 

１９ページをお願いいたします。款４衛生費、項１保健衛生費、目１０新型コロ

ナウイルス感染症対策事業費は、合計で２,８６７万７,０００円の減でございます。

これは、ワクチン接種に係る関連経費を、実績に基づき減額するものでございます。 

２０ページをお願いいたします。款５農林水産業費、項２林業費、目１林業振興

費は、合計で１９万４,０００円の増でございます。これは、森林環境譲与税を活

用した事業の執行実績に伴う事業費の調整が主なものでございます。 

次の２１ページをお願いいたします。款６商工費、項１商工費、目２商工業振興

費は、合計で１億２,１６９万６,０００円の減でございます。主なものは、ふるさ

と納税寄附金及びふるさと納税促進事業の実績に伴う調整でございます。 

２２ページをお願いいたします。款７土木費、項５住宅費、目３特定優良賃貸住

宅管理費、節２４積立金１３０万１,０００円は、事業費の確定に伴う地域優良賃

貸住宅基金積立金の増でございます。 

２３ページをお願いいたします。款９教育費、項１教育総務費、目５新型コロナ

ウイルス感染症対策事業費、節１８負担金，補助及び交付金１７１万９,０００円

の減は、給食の質と量を保つために、給食食材費の値上がり分を助成する学校給食

物資高騰分補助金を、実績に伴い補正するものでございます。 

次に歳入について御説明いたしますので、９ページをお願いいたします。 

款２地方譲与税から、次の１０ページの、款１０地方特例交付金までは、譲与税

や交付金の額が確定したことに伴い補正するものでございます。 

１１ページの国庫支出金から１４ページの県支出金までは、それぞれ説明欄に記

載してございます負担金や補助金などを、事業費の確定や国・県の決定に基づきそ

れぞれ増減するものでございます。 

１４ページをお願いいたします。款１８寄附金、項１寄附金、目１一般寄附金１

億４,１９４万１,０００円の減は、ふるさと納税寄附金と企業版ふるさと納税寄附

金を実績に伴い補正するものでございます。なお、ふるさと納税の実績でございま

すが、寄附件数は２４万８,８９５件で、金額は４１億７,９４３万４,２００円で

ございます。また、企業版ふるさと納税寄附金でございますが、１０の企業から合

計で７,８６２万５,０００円の寄附をいただいております。 

款１９繰入金、項１基金繰入金、目５ふるさと応援基金繰入金３,８１８万円の

減は、事業実績に伴い繰入金を減額するものでございます。 

１５ページをお願いいたします。款２１諸収入、項４雑入、目１雑入は、合計で

２４８万１,０００円の減でございます。いずれも、実績に伴う補正でございます

が、主なものは交付確定に伴う再生可能エネルギー導入目標策定事業補助金の減で



 

－ 12 － 

ございます。 

以上で、歳入の説明を終わりまして、次に繰越明許費補正について御説明いたし

ますので、６ページをお願いいたします。第２表繰越明許費補正（１）廃止でござ

います。款４衛生費、項１保健衛生費、新型コロナウイルスワクチン接種に係る体

制確保事業及び実施事業につきましては、新型コロナウイルス感染症に係る特例臨

時接種の期間が令和５年度まで延長されたことを受けまして、関連経費を令和４年

度予算から令和５年度予算に組み替えたことにより、繰越明許費を廃止するもので

ございます。 

次に、（２）変更でございます。款１０災害復旧費、公共土木施設災害復旧事業

は、事業費の確定見込みにより、補正後の額に減額するものでございます。 

次に、第３表地方債補正でございます。これは、起債の目的欄の過疎対策事業及

び災害復旧事業の限度額を、事業費の確定等に基づく同意見込みによりまして、補

正後の額に変更するものでございます。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております承認第１号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。承認第１号「専決処分の承認を求めることについて（令和４年度

大崎町一般会計補正予算（第９号））」は、承認することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、承認第１号「専決処分の承認を求めることについて（令和４年度大崎町
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一般会計補正予算（第９号））」は承認することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 承認第２号 専決処分の承認を求めることについて 

            （大崎町町税条例等の一部を改正する条例の制定について） 

○議長（富重幸博君） 日程第７、承認第２号「専決処分の承認を求めることについて

（大崎町町税条例等の一部を改正する条例の制定について）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、地方税法等の一部改正に伴い、町

税条例の一部を改正するものであります。 

改正する主な内容といたしましては、個人町民税では森林環境税の導入に伴う改

正と肉用牛の免税の特例の延長、固定資産税では特例措置の新設、軽自動車税では

特定小型原動機付自転車の新設とグリーン化特例の延長、見直しに係る改正でござ

います。 

なお、今回の改正につきましては、地方自治法第１７９条第１項の規定によりま

して、令和５年３月３１日をもって専決処分いたしましたので、同条第３項の規定

により報告し、議会の承認を求めるものでございます。 

よろしく御審議賜り、御承認くださいますようお願い申し上げます。なお、詳細

につきましては、担当課長が説明いたします。 

○税務課長（川越龍一君） それでは、大崎町町税条例等の一部を改正する条例の制定

について御説明いたします。今回の改正は、先ほど町長からもありましたとおり、

上位法の地方税法等の一部改正により、個人住民税では令和６年度からの森林環境

税の導入と肉用牛の免税の特例の延長に伴う改正、固定資産税では特例措置の新設

及び改正、軽自動車税では特定小型原動機付自転車の新設とグリーン化特例の延長、

見直しに係る改正、それらと併せ、地方税の納付環境の整備に係る改正に伴い、町

税条例の規定の整備を行うものでございます。また、今回の改正の中で、「によっ

て」を「により」に改める改正や、「においては」を「には」に改める改正など、

表現の改正が度々出てまいりますが、これは、上位法の地方税法の書きぶりと併せ、

規定の適正化を図るための改正でございますのであらかじめ御承知ください。 

なお、附則で定める施行期日が条項ごとに異なるため、その都度、御説明させて

いただきます。 

それでは、条例案と併せて配付してございます新旧対照表で説明させていただき

ますので新旧対照表を御覧ください。アンダーライン部分が、今回の改正箇所でご

ざいます。 

１ページでございます。条例第３４条の９、第２項配当割額または株式等譲渡取
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得割額の控除につきましては、上位法の森林環境税及び森林環境譲与税に関する法

律施行令第４８条の９の３の一部改正に伴い、地方税である町県民税の配当割額及

び株式等譲渡所得割の控除に係る控除不足分の充当について、国税である森林環境

税への充当を可能とする改正がされたため、規定の整備を行うものでございます。 

令和６年１月１日施行でございます。 

次に、１ページ下段から２ページ中段頃までに記載してございます第３６条の３

の２、個人の町民税に係る給与所得者の扶養親族等申告書につきましては、第２項

は上位法の地方税法第３１７条の３の２第２項の一部改正に伴う新設で、給与所得

者の扶養親族等申告書の簡素化による改正でございます。給与所得者の扶養親族等

申告書について、前年に提出した申告書から移動がない場合には、給与所得者を経

由して提出した場合に限り、当該申告書に記載すべき事項に変えて当該移動がない

旨を記載した申告書を提出することができることとした改正がされたため、規定の

整備を行うものでございます。 

令和７年１月１日施行でございます。 

次に、２ページを御覧ください。２ページ中段から３ページ中段の第３６条の３

の２第３項から第６項についてでございますが、今説明しました第３６条の３の２

第２項が新設されたことによる項ずれに対応するための規定の改正でございます。 

令和７年１月１日施行でございます。 

次に、３ページを御覧ください。中段の第３８条第１項及び第３項、個人の町民

税の徴収の方法等についてでございますが、森林環境税及び森林環境譲与税に関す

る法律の施行に伴う森林環境税の賦課徴収の方法についての改正でございますが、

個人の町民税の均等割を賦課徴収する場合に併せて賦課徴収し、特別徴収または普

通徴収により徴収することとされたこと対応するための規定の整備でございます。 

令和６年１月１日施行でございます。 

次に、３ページの最下段から４ページ上段までの第４１条個人の町民税の納税通

知書についてでございますが、森林環境税の導入により個人の町県民税の納税通知

書に記載すべき納付額に森林環境税額及び個人の町県民税との合算額を追加する改

正に対応するための規定の整備でございます。 

令和６年１月１日施行でございます。 

次に、４ページを御覧ください。中段にあります第４４条第１項から、７ページ

上段にあります第６項までの給与所得に係る個人の町民税の特別徴収につきまして

は、森林環境税の導入により、特別徴収により徴収する給与所得に係る所得割額及

び均等割額に森林環境税を含むこととされた改正に対応するための規定の整備でご

ざいます。 
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令和６年１月１日施行でございます。 

次に、７ページを御覧ください。中段にあります第４６条給与所得に係る特別徴

収税額の納入の義務等についてでございますが、令和５年４月１日から、地方税統

一ＱＲコード等を活用した地方税の納付が開始されることを踏まえ、給与所得に係

る特別徴収の納付書にＱＲコード付きの様式が追加されたことに対応するための規

定の整備でございますが、少し飛びますが１１ページを御覧ください、１１ページ

から１２ページにかけての第４８条と第５０条の法人の町民税と、１４ページを御

覧ください、１４ページから１５ページにかけての第９８条と第１０１条のたばこ

税につきましても、同じ内容での様式の追加に伴う改正でございます。 

これらはすべて令和５年４月１日施行でございます。 

前後して申し訳ありませんが、再度７ページにお戻りください。７ページ中段頃

から８ページ中段にあります第４７条第１項及び第２項、給与所得に係る特別徴収

額の普通徴収額への繰り入れについてでございますが、給与所得者が特別徴収から

普通徴収に変更した場合、還付充当がある場合に、国税である森林環境税を地方税

の未納額に充当することができることとした改正に対応するための規定の整備でご

ざいます。 

令和６年１月１日施行でございます。 

次に、８ページを御覧ください。８ページ中段から９ページ下段にあります第４

７条の２第１項及び第２項、公的年金等に係る所得に係る個人の町民税の特別徴収

につきましては、年金からの特別徴収の方法により徴収する公的年金等の所得に係

る所得割額及び均等割額に、森林環境税額を含む改正に対応するための規定の整備

でございます。 

令和６年１月１日施行でございます。 

次に、９ページを御覧ください。最下段から１１ページ上段にあります第４７条

の６第１項及び第２項、年金所得に係る特別徴収税額等の普通徴収税額への繰り入

れについてでございますが、年金所得に係る個人の町民税の年金からの特別徴収税

額について、特別徴収から普通徴収に変更した場合で還付充当がある場合に、国税

である森林環境税を地方税の未納金に充当できることとした改正に対応するための

規定の整備でございます。 

令和６年１月１日施行でございます。 

次に、１３ページを御覧ください。１３ページ上段から１４ページ上段にありま

す第８２条種別割の税率についてでございますが、道路交通法の一部改正により、

軽自動車の区分に一定の電動キックボードが新たに特定小型原動機付自転車として

区分されたことにより、原動機付自転車の種別割の標準税率が適用される車両のう
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ち、ミニカー及び特定小型原動機付自転車のいずれの要件にも該当するものについ

てはミニカーに係る税率区分から除くこととし、すべての特定小型原動機付自転車

の税率を２,０００円とする改正に対応するための規定の改正でございます。 

令和５年７月１日施行でございます。 

次に、１５ページを御覧ください。１５ページ下段から１６ページ中段にありま

す附則第６条第１項、肉用牛の売却に係る事業所得に係る町民税の課税の特例につ

いてでございますが、上位法の地方税法附則第６条第４項の一部改正により、租税

特別法第２５条に定める肉用牛の売却による事業所得のうち、免税対象飼育牛に係

るものについては、昭和５７年度から令和６年度まで個人住民税所得割を課さない

こととする特例が講じられておりますが、この適用期間が令和９年度までに延長さ

れた改正に伴う規定の整備でございます。 

令和５年４月１日施行でございます。 

次に、１６ページを御覧ください。１６ページ中段にあります附則第８条読み替

え規定についてでございますが、固定資産税の課税標準については、この規定によ

って読み替えを講じることで課税標準の特例が適用されていましたが、このうち令

和３年度改正における第６４条の新型コロナウイルス感染症等に係る先進設備等の

特例が令和５年３月３１日で終了し、地方税法附則第６４条を削る改正規定の施行

日が令和５年４月１日であることに伴い、町税条例でも削除するものでございます。 

令和５年４月１日施行でございます。 

次に、１６ページ下段から１９ページ最上段にあります附則第８条の２、法附則

第１５条第２項第１号等の条例で定める割合についてでございますが、第３項から

第１８項までと第２２項は、上位法の地方税法附則第１５条関係の一部改正による

項ずれに伴う規定の整備であり、第２０条は先ほど説明しました地方税法附則第６

４条の削除による規定の削除を行い、新たに第２０項として大規模の修繕マンショ

ンに対する減額措置の特例割合が追加されたことに伴う規定の整備でございます。 

令和５年４月１日施行でございます。 

次に、１９ページを御覧ください。１９ページ中段頃から２０ページ下段にあり

ます附則第８条の３第１１項から第１３項、新築住宅等に対する固定資産税の減額

の規定の適用を受けようとする者がすべき申告についてでございますが、先ほど説

明しました大規模の修繕マンションに対する減額措置を受けようとする者がすべき

申告が追加されたことに伴う改正と項ずれ、及び上位法の改正による項ずれに対応

するための規定の整備でございます。 

令和５年４月１日施行でございます。 

次に、２０ページを御覧ください。２０ページ下段にあります第８条の４、平成
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３０年７月豪雨に係る固定資産税の特例の適用を受けようとする者がすべき申告等

と、２１ページ上段から２３ページ下段に記載してあります第８条の５、令和２年

７月豪雨に係る固定資産税の特例の適用を受けようとする者がすべき申告等につい

てでございますが、平成３０年７月豪雨から４年、令和２年７月豪雨から２年が経

過し、豪雨災害に係る固定資産税の特例が適用期限を迎えることから、引き続き２

年間適用が延長されたことに併せ、第８条の５では令和２年７月豪雨に係る特例を

受けようとする者がすべき申告が追加されたことに伴う規定の整備でございます。 

令和５年４月１日施行でございます。 

次に、２３ページを御覧ください。２３ページ下段から２４ページ上段にありま

す附則第１３条の２の７、軽自動車税の環境性能割の非課税についてでございます

が、消費税率１０％への引き上げに伴う臨時的特例措置として、令和元年１０月か

ら令和２年９月末までに購入された軽自動車につき、環境性能割の税率を１％軽減

するという特例措置が、新型コロナウイルス感染拡大によりその適用期間が令和３

年１２月末まで延長されておりましたが、今回の税制改正により、この特例措置が

削除されたことに伴う規定の整備でございます。 

令和５年４月１日施行でございます。 

次に、２４ページを御覧ください。２４ページ上段から２８ページ上段の附則第

１４条軽自動車税の種別割の税率の特例についてでございますが、現在、種別割の

税率の特例として、初回新規登録から１３年を経過した軽自動車に対する増税、い

わゆる重課と呼ばれる特例と、燃費基準の達成度により減税される軽課、いわゆる

グリーン化特例と呼ばれる特例があり、グリーン化特例には燃費基準達成率により

おおむね７５％、５０％、２５％の軽減がありますが、より環境性能のよい車両の

普及を後押ししていく観点から、グリーン化特例の適用期限が３年延長、ただし、

２５％軽減対象者につきましては２年間延長されることにより、現行の特例の削除

と併せ、軽減率ごとの新たな期限と税の金額を規定するほか、項ずれが反映されて

おります。 

第１４条はすべて令和５年４月１日施行でございます。 

次に、２８ページを御覧ください。２８ページから２９ページ上段の附則第１４

条の２、軽自動車税の種別割の賦課徴収の特例についてでございますが、燃費基準

の達成度を基準としているグリーン化特例で燃費性能の不正があった場合、不正を

行った自動車メーカーを納税義務者と見なして納税不足分を徴収することができる

ことを定めた規定であり、２９ページ上段の第３項には、不足分を徴収する際に加

算する額として、不足額の１００分の１０が定められたことによる規定の整備でご

ざいます。 
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令和５年４月１日施行でございます。 

なお、第３項の加算額１００分の１０は、令和６年１月１日施行で１００分の３

５に改正され、罰則が強化されることになっております。 

次に、２９ページを御覧ください。２９ページ中段頃から３０ページ中段に記載

してあります附則第１５条の２、優良住宅地の造成等のために土地等を譲渡した場

合の長期譲渡所得に係る町民税の課税の特例についてでございますが、優良な住宅

地の供給と公的な土地の取得の円滑に資する一定の要件に該当する土地等の譲渡に

対する税負担の軽減で、長期譲渡所得金額が２,０００万円以下の税率は本来５％

でありますが、令和５年度までは４％とされている特例が、令和８年度まで３年間

延長されたことによる規定の整備でございます。 

令和５年４月１日施行でございます。 

次に、３０ページを御覧ください。中段の附則第２１条、新型コロナウイルス感

染症に係る寄附金税額控除の特例についてでございますが、新型コロナウイルス感

染症等に係る寄附金税額控除の特例は、令和４年度末が適用期限であったために削

除し、規定の適正化を図るものでございます。 

令和５年４月１日施行でございます。 

以上で、新旧対照表による条例改正の説明を終わりまして、次に、施行期日等に

ついて御説明いたしますので、条例案の７ページを御覧ください。７ページ下段頃

から８ページ上段の附則の第１条、施行期日でございますが、この条例は、原則令

和５年４月１日から施行されますが、先ほど新旧対照表の中で説明いたしました施

行日について、第１項から第３号までの規定の中で条項ごとにまとめて定めている

ものでございます。 

次に、経過措置といたしまして、第２条は町民税に関するもの、第３条は固定資

産税に関するもの、９ページの第４条、第５条は軽自動車税に関するものが規定さ

れてありますが、施行日前に適用されたものは、なお、従前の例によることと、軽

自動車税のグリーン化特例に係る不正についての加算額の割合を定めております。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○１０番（中山美幸君） ちょっとお示しをいただきたいと思います。 

まず、１９ページ、８条の３から、その次のページ、８条の４にかけてですが、

これに対する住民の方はいらっしゃるのかどうか。もし、それに当たる住民がいら

っしゃった場合に、この条例をそのまま見ていただいてもわかりにくいと思います。

どうやって住民にこのことについて、親切にわかりやすく説明をしようとしている

のかお示しをください。 
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○税務課長（川越龍一君） お答えいたします。 

我が町特例の部分に関する質疑だと思いますが、申し訳ございません、今の段階

でこれに該当する者がどれぐらいあるかというのは、今把握ができておりません。 

この特例の内容についての町民への周知でございますが、恐らくうちのホームペ

ージ上を見ても余り詳しく掲載はないかなと思っておりますし、文書等についても、

町民の方への広報というのはこれまで十分ではなかったかなというふうに、今、質

問を受けて反省をしているところでございます。 

この先、また課内で検討いたしまして、我が町特例の部分につきましては周知方

法等を十分に検討をいたしたいと思っております。 

以上でございます。 

○１０番（中山美幸君） 今、担当課長からも答弁がありましたように、条例だけを掲

載しても住民の方々はなかなか理解できない。そして、自分がそのものに当たって

も、なかなか理解できないというような状況が私は出てくるのかなというふうに思

いますので、やはりこういったところはしっかりと住民にわかりやすい言葉でわか

りやすく説明をするような努力をしていただきたい。 

また、環境税の取り扱いについても、住民税なんかと一緒に今度は徴収するとい

うようなことであろうと思います、以前は別でしたので。それについてもお伺いし

たいと思いますが、金額については、たばこ税も一緒ですが、現状の評価の方法、

そういったものと相違ないということで、徴収方法が変わったということだけで理

解してよろしいのか。 

○税務課長（川越龍一君） 金額については、控除の１,０００円でございます。賦課

徴収が６年度から始まります。それを住民税の均等割がかかっている方から徴収を

しようと、それを特別徴収であったり普通徴収で併せて徴収をしようとするもので

ございます。 

以上でございます。 

○議長（富重幸博君） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております承認第２号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 
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よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。承認第２号「専決処分の承認を求めることについて（大崎町町税

条例の一部を改正する条例の制定について）」は、承認することに御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、承認第２号「専決処分の承認を求めることについて（大崎町町税条例の

一部を改正する条例の制定について）」は承認することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて 

            （大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に

ついて） 

○議長（富重幸博君） 日程第８、承認第３号「専決処分の承認を求めることについて

（大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）」を議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、国民健康保険法施行令の一部改正

する政令が令和５年４月１日に施行されたことに伴い、国民健康保険税条例の規定

を対応する上位法の書きぶりと併せ、規定の適正化を図る改正が行われたことに伴

う改正でございます。 

なお、今回の改正につきましては、地方自治法第１７９条第１項の規定によりま

して、令和５年３月３１日をもって専決処分いたしましたので、同条第３項の規定

により報告し、議会の承認を求めるものでございます。 

よろしく御審議賜り、御承認くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては、担当課長が説明いたします。 

○税務課長（川越龍一君） それでは、大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例の制定について御説明いたします。 

今回の改正は、国民健康保険法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、大崎

町国民健康保険税条例の条文を、上位法であります地方税法、租税条約等の実施に
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伴う所得税法、法人税法及び地方税法の特例等に関する法律、及び国民健康保険条

例３項令の規定の書きぶりと併せ、規定の適正化を図るための条例の整備をするも

のでございます。 

条例案の次にあります新旧対照表で御説明いたしますので、新旧対照表を御覧く

ださい。アンダーラインの部分が、今回の改正箇所でございます。 

１ページを御覧ください。第２３条の２、特例対象被保険者等に係る国民健康保

険税の課税の特例及び、１ページ最下段から２ページ上段部の第２４条の２第２項、

特例対象被保険者等に係る申告の改正には関連がございますので、一緒に説明いた

します。１ページの第２３条の２の規定は、非自発的失業者の課税の特例で、非自

発的失業者の国保税の所得割の算出及び軽減判定の所得割の算出において、前年に

給与所得がある場合に、その給与所得を１００分の３０として計算する特例につい

ての規定でございますが、２ページ上段部の第２４条の２第２項が改正されたこと

により、特例を受ける申告に必要な特例対象被保険者等であることの事実を証明す

る書類が、国民健康保険条例３項令の規定に併せ、雇用保険受給資格通知と具体的

に定められたことにより「特例対象被保険者等」という記載がなくなったため、該

当する規定が第２４条の２第１項のみとなったことによる改正でございます。 

次に、２ページの附則第２条、公的年金等に係る所得に係る国民健康保険税の課

税の特例から、最後のページの９ページ、第１３条、条約適用配当等に係る国民健

康保険税の課税の特例についてでございますが、国民健康保険税の算出や軽減判定

を行う際に地方税法の総所得金額及び山林取得金額を使用しますが、所得割や町県

民税ではほかの所得とは区別した税率を用いて所得を算出する分離課税であっても、

国保税では他の所得と合わせて計算し、所得割の基礎となる所得を算出することと

する規定でありますが、この中の改正部分であるアンダーライン部分の第２３条に

は、国保税の減額、均等割、平等割の７割・５割・２割の軽減についての規定でご

ざいますが、それぞれの条文に対する上位法の書きぶりと併せ、規定の適正化を図

るものでございます。 

それぞれ対応する上位法は、２ページの附則第２条から、７ページ中段にかけて

の附則第９条までは地方税法附則に対応し、附則第１２条と、８ページから９ペー

ジにかけての附則第１３条は、租税条例等の実施に伴う所得税法、法人税法、地方

税法の特例等に関する法律に対応するものであり、それぞれ対応条文の書きぶりに

併せた改正でございます。 

以上で、新旧対照表による説明を終わりまして、次に、今回の改正による施行期

日等について説明いたしますので、条例案を御覧ください。 

附則の第１項、施行期日でございますが、この条例は、令和５年４月１日施行で
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ございます。第２項は、改正前、改正後のそれぞれの適用区分について規定してい

るものでございます。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております承認第３号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。承認第３号「専決処分の承認を求めることについて（大崎町国民

健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）」は、承認することに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、承認第３号「専決処分の承認を求めることについて（大崎町国民健康保

険税条例の一部を改正する条例の制定について）」は承認することに決定いたしま

した。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第９ 議案第２４号 令和５年度大崎町一般会計補正予算（第３号） 

○議長（富重幸博君） 日程第９、議案第２４号「令和５年度大崎町一般会計補正予算

（第３号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ２億３,０３３万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１２２億７４

２万４,０００円にするものでございます。 
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歳出の主なものは、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金に係る経費、環

境拠点整備事業補助金、くにの松原キャンプ場バンガロー建設工事、農業機械セン

ター改修工事及び配合飼料価格高騰対策事業補助金などでございます。歳入は、

国・県支出金、繰入金及び繰越金の増が主なものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

まず、歳出から御説明いたしますので、補正予算書の８ページをお願いいたしま

す。 

款２総務費、項１総務管理費、目１一般管理費、節１２委託料４９万５,０００

円は、行政訴訟や行政への不当要求、債権管理など法律上の助言を求めるための顧

問弁護士委託料でございます。 

目１０企画費、節１８負担金，補助及び交付金４２０万円は、一般社団法人自治

総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として行うコミュニティ助成事業補助金

でございますが、下益丸自治公民館と正坂自治公民館が交付決定を受けたことから

補正するものでございます。 

目１３諸費、節２２償還金、利子及び割引料７４８万２,０００円は、子育て世

帯等臨時特別支援事業事業費補助金返還金６６０万円のほか、過年度分の国・県支

出金の返還金でございます。 

款３民生費、項１社会福祉費、目１０新型コロナウイルス感染症対策事業費は、

合計で８,５３４万万４,０００円でございますが、これは、国の経済対策としてエ

ネルギーや食料品等の物価高騰の影響を受けている住民税非課税世帯等へ、１世帯

当たり３万円を支給する事業費でございます。節１報酬から、９ページをお願いい

たしまして、節１１役務費までは、事業に要する事務的経費でございます。節１８

負担金，補助及び交付金８,３３４万円は、住民税非課税世帯等に対する臨時特別

給付金と総合行政システムの改修費用に係る負担金でございます。 

項２児童福祉費、目１児童福祉総務費、節１８負担金，補助及び交付金２４５万

円は、保育所や放課後児童クラブが運行する送迎用バスに安全装置を設置する費用

を助成する保育所等送迎用車両安全装置設置補助金でございます。 

款４衛生費、項１保健衛生費、目３環境衛生費、節１８負担金，補助及び交付金

１,５０６万５,０００円は、環境施策に係る拠点を整備することを目的として、実

行委員会方式によりその在り方や運営を検討するための費用や拠点の整備費を助成

する環境拠点整備事業補助金でございます。 

１０ページをお願いいたします。款５農林水産業費、項１農業費、目５農業振興
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費、節１２委託料１５０万円と、節１４工事請負費４,５００万円は、農業公社の

拠点としての大崎町農業機械センターを改修するための工事請負費と管理業務委託

料でございます。 

目７園芸振興費、節１８負担金，補助及び交付金５２２万２,０００円は、活動

火山の降灰による農作物被害を防ぐため、農業用施設の更新等を助成する活動火山

周辺地域防災営農対策事業補助金でございます。 

目１５新型コロナウイルス感染症対策事業費、節１８負担金，補助及び交付金２,

９００万円は、配合飼料の価格高騰により畜産経営に影響を受ける個人や事業者を

支援するための配合飼料価格高騰対策事業補助金でございます。 

項２林業費、目１林業振興費、節１２委託料２５万８,０００円は、薬剤等の物

価高騰の影響に伴い、松くい虫の防除事業に係る委託料を増額するものでございま

す。節１８負担金，補助及び交付金３０万円は、今後の執行見込みにより有害鳥獣

電気柵等設置事業補助金を増額するものでございます。 

款６商工費、項１商工費、目３観光費、節１４工事請負費１,９７０万円と、次

の１１ページをお願いいたしまして、節１７備品購入費２４万円は、くにの松原キ

ャンプ場におけるバンガロー４号棟の建設工事費と施設用備品の購入費でございま

す。節１８負担金，補助及び交付金、スポーツ合宿等誘致促進事業補助金１,００

０円は、スポーツを通じて地域活性化を図ることを目的に設立したスポーツ観光お

おさきの担い手育成や広報活動等に対し助成するものでございます。 

款８消防費、項１消防費、目２非常備消防費、節１８負担金，補助及び交付金１

５５万５,０００円は、団員の退団に伴う消防団員退団慰労金補助金１０名分でご

ざいます。 

款９教育費、項４社会教育費、目４文化振興費は、合計で３００万円でございま

すが、これは、Ｂ＆Ｇ財団の助成を受けて大崎町ゆかりの偉人漫画を制作するため

の委託料及び印刷製本費が主なものでございます。 

最後に予備費を載せてございますが、これは財源の調整によるものでございます。 

次に、歳入について御説明いたしますので、６ページをお願いいたします。 

款１５国庫支出金、項２国庫補助金、目１総務費国庫補助金１億１,４３４万４,

０００円は、電力・ガス・食料品等の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に対

し支援するための新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金でございます。

目２民生費国庫補助金２２８万５,０００円は、子ども食堂の運営を支援するため

の地域子どもの未来応援交付金２７万円と、事業所が運行する送迎バスに対し、置

き去り防止などの安全装置の設置費を支援する子どもの安心・安全対策支援事業補

助金２０１万５,０００円でございます。目８商工費国庫補助金１,０００円は、ス
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ポーツによる地域活性化やまちづくり担い手の育成支援として実施するスポーツ合

宿等誘致促進事業に係る地方スポーツ振興費補助金でございます。 

款１６県支出金、項２県補助金、目４農林水産業費補助金５２２万２,０００円

は、降灰による農作物被害を防止するための活動火山周辺地域防災営農対策事業補

助金でございます。目５商工費補助金８２９万８,０００円は、くにの松原キャン

プ場におけるバンガロー４号等の建設工事に係る県地域振興推進事業補助金でござ

います。 

款１９繰入金、項１基金繰入金、目４ふるさと応援基金繰入金２,４７３万円は、

環境拠点整備事業補助金などの財源として予定しているところでございます。 

款２０繰越金、項１繰越金、目１繰越金５,８００万円は、財源の調整でござい

ます。 

７ページをお願いいたします。 

款２１諸収入、項４雑入、目１雑入７２０万円は、コミュニティ助成事業に係る

助成金４２０万円と、ふるさとゆかりの偉人漫画の作成と活用事業助成金３００万

円でございます。 

以上で説明を終わりますが、１２ページ以降に給与費明細書を添付してございま

すので御参照いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。議案第２４号「令和５年度大崎町一

般会計補正予算（第３号）」について、質疑はありませんか。 

○１０番（中山美幸君） 町長にお答えいただきたいと思います。今回、さらに環境拠

点の整備事業として１,５００万円計上してあります。計上された金額の見積もり、

積算根拠を示していただきたいということと、現在、この施設については、まだ大

崎町衛生自治会の借権の部分であろうと思いますが、先般の説明の中で大崎町に帰

属させるというような説明の文書もいただいておりますが、それがまだ完了してい

ない時点で本予算を計上されたということになろうかと思いますが、それはいつぐ

らいまでにそれが完了するのか、もう既に完了しているのか。相互信用金庫との賃

貸契約は完了しているのかどうか。そして、１階部分はどのような形でなるのか。

多分、１階、２階、すべて建物については同一の賃貸になろうと思っているんです

が、どういった形を取られるのか。 

それと、歳入の部分でもう１点ありましたけども、歳入の部分の民生費国庫補助

金の部分、２７万円、地域未来応援交付金２７万円について、これは子ども食堂等

について支援するということで現在答弁があったと思うんですが、この支援の方法

はどういうことを考えているのか。まず、その点についてお示しをいただきたいと

思います。 
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○町長（東 靖弘君） 昨年の１２月議会にマルおおさきの整備につきまして予算を計

上したところでありましたけども、実際、内容としましていろいろ皆様方から指摘

を受けました。そういったことから取り下げたいきさつがあります。整備について

は十分検討していく必要があるということでございましたので、内部でも検討いた

しまして、そしてまた議員の皆様方にも、２２日から２５日までの間にこういった

ことで整備していきたいということで事業の内容の説明等をさせていただいたとこ

ろでございます。 

御質問にありました金額の積算根拠ということでございますので、こちらはこの

後、担当課長のほうに答弁をしていただく、もしくは副町長のほうで答弁をしてい

ただきたいと考えております。 

賃貸契約におきましては、衛生自治会でなく町が借り受けをするということも考

えてまいりました。今回、いろいろ検討する中で実行委員会方式をつくって、それ

で検討しながら利用方法等についての協議を重ねていく、結論を出していくという

考え方でありますので、現段階では相互信用金庫には、今までのいきさつと、これ

からの在り方ということでお詫びもし、また、借り受けることについての御相談も

しております。まだ、それが成就しているというわけではありませんが、相互信用

金庫としては前向きに町の意見に協力するという形のお返事はいただいているとこ

ろでございます。 

それから、１階部分につきましてでありますが、私が考えていたのはＳＤＧｓ関

係、リサイクル関係、子どもたちから高齢者まで、あるいは住民の方々が集うよう

なそういった場所の中で勉強の機会をつくっていければと思っておりました。ある

いは、展示の機会をつくっていければと思っておりましたが、そこもまた、実行委

員会等でいろいろ審議されるのかもしれませんけど、活用については、環境政策に

ついて十分活用できるようにやっていきたいと思いますが、ここらについても具体

的な考え方がまとまっているとすれば、担当課長、あるいは副町長のほうに答弁を

させていただきたいと思います。 

子ども食堂への応援ということでありますので、こちらの答弁につきましても担

当課長のほうで答弁させてもらいます。 

○環境政策課長（松元昭二君） 積算根拠につきまして、私のほうから説明させていた

だきます。 

２２日から２５日に御説明させていただきましたマルおおさきの現地で見ていた

だいた部分で、改修工事としての費用と、それに付随する電気工事等の費用、あと

少しデザイン等の費用を含めまして１,５０６万５,０００円のうち１,４７６万５,

０００円がそれに係る費用という形になっております。あと、実行委員会の運営に
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ついて、運営委員会の出会謝礼等で３０万円という形で積算をしております。 

以上です。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 地域の子どもの未来応援交付金についてでございます

が、これは国の地域子どもの未来応援交付金事業のうちの食の提供重点支援事業と

いうことで新たに新設された事業なんですが、これは既存の事業、子ども食堂等な

んですが、の事業に対して市町村が補助をしている場合に対して交付金という形で

支給されるわけなんですが、今回２事業所の実績があるということで申請させてい

ただきまして、その分の実際補助をしている９割に当たる部分が交付金として支給

されますが、現在、支給している２事業所の補助金についてはふるさと応援基金を

充当しておりましたが、今回、この交付金を財源の変更という形でさせていただき

ますのでよろしくお願いいたします。 

○１０番（中山美幸君） 町長、ちょっとくどいようですけれども、この予算を上げら

れたときにしっかりとこの施設の権利者といいましょうか、そこは既に確定して予

算を上げてこないと、委員会任せということでは若干私は疑義が残るんじゃないの

かなというふうに思うんですが。なぜ委員会にこだわっていらっしゃるのか。先ほ

どの話ではまとまってないというような話をされました。まとまっていないところ

で予算を計上されている。これは町民のお金をどうやって使っているかということ

についてはものすごく私は疑義があると思うんですね。もう少ししっかりとした計

画を立てて、このようにやりたいのでこの予算を計上しましたという私は答弁がほ

しいなというふうに考えているんですが。なぜそこまでできないのか。非常に私は

そこに疑問を持ちます。しっかりとやろうということであるんであれば、もう既に

賃貸契約もできあがっていて、こういう予算でこういうことをやりたいということ

でないといけないと思うんですね。 

そして、１,４７６万５,０００円についても、ただ改修費であるということだけ

なんですね。それから、委員会についても、費用について３０万持ってきますとい

うことだけなんですよ。どういった委員会構成をされて、どういった方向で話し合

いをされて、基本的な構想というのは町長お持ちでないと、大きな１,５００万も

の予算についてどのような運営をしていくかということもありますし、その後の運

営の費用、こういったところもやはり考えていかないといけない部分ではないんで

しょうかね。私はそこはしっかりと考えていただきたいなというふうに思うんです

が。町長、再度そこについて、自分の考え、はっきりと私はこういうことをやりた

いんだと、こういうことをやりたいのでこの予算を計上しているんですと。その予

算についてもしっかりと答えてくださいよ。 

それから、先ほど説明ありました子どもの応援金、９０％の国庫補助金だという
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ことでありますが、財源の振替ということなんですが、じゃあ本町としてそういっ

た団体には本町から出していた部分について、新設であれば、ほかに今まであった

部分についてはもう助成しないと、国・県の補助事業があるので国・県の補助事業

で満たしていくということでよろしいのか。しかし、それよりももうちょっと手厚

く子どもたちのことを、町長もよく言っていらっしゃいますね、子どもたちの教育

問題、環境問題のことについては力を入れていくと、子どもたちのことについては

今後力を入れていくんだということをおっしゃっているんです、日々。そういった

中で本町の予算を削りながら、国・県の補助事業があるから本町のやつは振り替え

ましたということ、ちょっとおかしいんじゃないでしょうか。町長、もう一回、そ

の２点についてお答えをお願いいたします。 

○町長（東 靖弘君） マルおおさきの今回の提案が非常に具体性に欠けているという

ことであります。１２月議会でいろいろ御審議いただいたところでありますが、そ

の時点において事前着工ということも指摘されました。ＳＤＧｓ推進協議会との間

でそういった協定のもとで着工しておりましたので、ただ、一般会計を計上してお

りましたので、それと同時でなければならないだろうという判断、私もそういう判

断をしたところで工事を中断したいきさつがあります。 

その後、マルおおさきで内情を視察して、２階の部分がまだ中を整備されていな

い状況でありましたので、これについてはちゃんとした姿に戻していくべきだとい

うことを考えてきました。それで、現地で副町長を交えながらいろいろ検討もした

ところであります。相互信用金庫の所有でありますので、御指摘は町が借り受けに

なるということの御指摘を受けておりましたけれども、まず、ここだけはどうして

も修復していくべき必要があるということは、自分自身で反省しながら、その旨、

相互信用金庫の理事長のほうにもお伝えをいたしました。そして今回の予算という

形でつながったわけでありますけれども、事業をしていきたいという思いは最初の

段階で説明もしておりますが、リサイクルの拠点として環境教育、あるいは滞在型

の研修等における研修の場所、また、子どもたちが施設を利用することによって環

境指導や支援もできる、あるいは町民の皆さん方のＳＤＧｓということに対するお

伝え、あるいは相談があったらお答えする、やはりマルおおさきをそういう形に持

っていきたい。また、多文化共生の形で外国の方々も利用できるような環境として

整備していきたい、私の考えはそういったことで、２０３０年までとされているＳ

ＤＧｓの理念に基づいて、ごみの分別から社会形態、環境といったところまでつな

がるような、そういった説明できる、勉強できる場所に持っていきたい。また、と

きによっては学生の勉強の場にも持っていきたいという考え方で、今もその理念は

変わらないところであります。 
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先般、ＳＤＧｓ推進協議会の１,４００万円という助成を受けての一部改修に入

ったところでありますけれども、ここについては町のほうでちゃんと責任を持って

予算化して改修して、ちゃんと運営等についても関与していくべきであると考えの

もとで、今回、ストレートでそういう表現ができるようにという思いで予算措置を

させていただいたところであります。 

設備の内容、１階部分との共有、そういった具体的なところにつきましては副町

長のほうで答弁をさせていただきたいと思います。 

○副町長（千歳史郎君） マルおおさきについては、非常に議員の皆さんからもいろい

ろ意見をいただきました。そしてまた、丁寧な説明がないということで、５月２２

日から４日間かけて説明をさせていただきましたけども、町長のほうからもありま

した、相信の理事もＳＤＧｓ推進協議会の理事でもありますけども、先般もこの話

をさせていただいて、相信としてはこの三文字地区にぎわいづくりのために活用し

ていただきたいと、当初の思いはそういうことだったということで、町が借りるの

はいいんじゃないでしょうかという、その承諾は得ているんですけれども、また改

めて本部のほうにはお伺いさせていただきますと話はされましたけども。やはり大

崎のリサイクル、大崎システムは非常に、ここ２５年間、住民の力を借りながらや

っているわけですので、そこは国内外からもいろんな研修視察も来られております。 

そういうメリットの部分はあるんですけれども、またそれによって、今度は住民

のごみ出しの負担が非常にいわれておりますので、そういうことを援助するといい

ましょうか、そういうことをまた新しい法人をつくっていただいて、中間支援組織

をつくっていただいて、少しでも住民の皆さんの負担が減るように、大崎システム

はこれからもずっと続けていこうという、これは誰もが、町長もそう思われており

ますので、そこを今度は楽な分別の方法のもまた、これから考えていかなければな

らないんじゃないかということで、このシステムを後退させるのではなくて、前向

きにまた考えて、議員の皆さんと一緒になって考えていただければと思っておりま

すので御協力をよろしくお願いしたいと思います。 

以上でございます。 

○町長（東 靖弘君） お話をまた、させていただきます。実行委員会方式ということ

でありました。これまで衛生自治会一本で助成金を出しておりましたので、やはり

そういうことでは多様な意見を取り入れられないだろうということで、議員の皆様

の代表、住民組織の代表、そういった方々を交えながらマルおおさきをどういうふ

うに活用していくか、環境中心でありますけれども、そういった意見等をもとにし

て結論が出て、その後、相信さんから町が借りるとなったときに、こういう計画を

提示して、そこから契約を進めていくという形が望ましいかなということで、今回
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そういった契約が整っていないとお答えいたしましたけれども、根拠にあるのはそ

ういったことでありますので、そこは御理解をいただきたいと思います。 

それから、子ども食堂に対してですが、大崎町に、今３つの子ども食堂があると

思います。今回、国の方針で２７万円の助成金があったということで、残りの３万

円を町が追加したということで、そこについて子ども食堂においてはもっと手厚く

支援すべきではないかという中山議員の質問でございます。 

今回はそういう形を取らせていただいたところでありますが、今回のコロナ禍の

中で低所得世帯が多かったり、生活困窮者が多かったり、諸物価が上がってきたり、

いろんなことが社会の中で起きておりますので、今回はこの予算となりましたけれ

ども、そういう状況を把握したときには、また支援するような予算化をしていくこ

とは考えてるべきだと思っております。 

○１０番（中山美幸君） 町長、もうちょっとしっかりしましょうよ。改修をしてもと

の形に返していかないといけない、これは町の責任ですか。私はこれはちょっと異

なっているんじゃないのかなと、町長の発言としては異なっているんじゃないのか

なと思いますよ。前の１,７００万、それから１,４００万の１２月の一般会計補正

予算についての予算審議の中では、これは助成金でしたよね、会に対する助成金と

いうことでした。そして、それが事前着工されたということなんですよ。これをも

との形に町の責任で返していくというのは私はちょっとどうかなというふうに考え

たりもするんですね。 

まだ、委員会方式ということをおっしゃっているんですね。委員会方式の内容の

やり方ですよ、構成委員もそうです。今、副町長のほうからすばらしい発言もあり

ました。私感動したんです。今までのやり方を少し変えて、皆さんに負担のかから

ないような方法も検討していく、これはすばらしいことですよ。本当の日本一を目

指すんであれば、そこなんですよ。私は前からこのことは言っているはずです。本

当の日本一を目指すんであればそういったところも考えて、住民に負担のかからな

い、住民が納得してそういった不平不満が出ないようなやり方というのを模索しま

しょうよということを何回も私はこの議会でも答弁しているはずです。それだった

ら大賛成なんですよ。環境問題について、私は反対しているわけではないです。や

り方自体がおかしいから語気を強くしたりしているんです。そこをもう少し考えて

いただかないと、住民はものが言えない状況になっているんですよ。住民の小さな

意見も採り上げていって、すばらしい日本一にしましょうよ。前の一般質問でも私

はそれを言ったはずです。それを検討していかないと、お互いに。町長、じゃない

ですか。今の若い人たちが年を取ったとき、高齢化率が上がったときにどのような

思いをするのか。今、身体が自由に動くような状況だったらいいです、高齢化率が
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上がらないんだったらいいです。そして、大崎町は環境がいいから大崎町に住んで

みたいという人が増えているんだったらいいです。実際はどうですか。私は、そこ

はほとんどないんじゃないかなと思っています。外に出る人のほうが多いんじゃな

いですか。そういったところも考えながらやらないと、いろんな部分に出てくるん

じゃないでしょうか。その部分については住民に負担がかかってくると思いますよ。

人口増を考える、私はそこが一番の目的だと思っています。そうすることが大崎町

の長い時間をつくってきた大崎町なんですよ、それを持続していく、私はそこにつ

ながってくるんじゃないのかなと思います。副町長はすばらしいことをおっしゃい

ましたよ。やはりそういったことを共に考えていくべきです。 

それと、子ども食堂に対する補助金、町からの収支は３万円ということでしたけ

ども、これは担当課長にお伺いしますが、国・県の補助事業２７万について、市町

村からの助成金がある場合に出さないようなというような要項があるのかどうか。

やはり、要項がないのであれば、今まで補填した部分を合わせてやっていくことが、

それを充実させる、子どもたちのためになるんじゃないですか。私はそう思ってい

ますけども、町長、いかがですか。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 子ども食堂の件ですけれども、今回の補助金につきま

しては、現在の実績に対してということでしたものですからこの金額になりました

けれども、また検討させていただいて、町からの補助金を上げていくことによって

は国からの補助も上がりますでしょうし、町独自で補助することも検討することは

可能だと思いますので、今後検討したいと思います。 

○町長（東 靖弘君） 非常に答えが明快でないという御指摘を受けておりますが、お

っしゃったように高齢化が進んでいく、子どもたちは少ない中で社会がだんだん高

齢化していく。本町の場合に捉えてみるとごみ出し困難者が出てきたり、ごみの集

積場のことについても新たな開設ということがありましたが、いろんな面で身体的

に不便を感じるようになってくるほうに向かっていくだろうということは考えてお

ります。今回、マルおおさきを整備してということは、そういったことも含んでい

るところでありますが、議員さん方からかねてから指摘がありますように、そうい

った搬入してくるところをちゃんと設けるべきじゃないかという御指摘もありまし

た。 

当初、マルおおさきがこういうふうに進んだら、そこで通常のごみの回収以外に

そういったところを開設していこうという考え方を持っておりました。しかしなが

ら、協議するときに場所の問題等もありまして、実行委員会の皆さん方に検討しな

がら、集積場は開設するという方向での検討をしていただくということも考えなが

らごみ出しに対して不便を強いられない形でやっていこうということでそういう形
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の中で協議していくという方向であります。また、これから高齢者がどんどん、ど

んどん進んでいく、そして家庭で分別が難しかったり、あるいはその地域地域で搬

入することが難しかったりということがありますので、そういったところも各地域

で日にちを設けながら所定の回収以外にそういう日にちを設けて回収したり持って

きていただいたり、各校区においてそういったことを協議していって実行すべきじ

ゃないかということも考えておりますので、御指摘がありましたように住みやすい

環境をつくる中でごみ出しが非常に不便を強いられているという改善を委員会等で

多くの意見を聴取しながら、前向きにここは改善していきたい。そしてまた、マル

おおさきが拠点となるようにしていきたいという考え方で上げております。 

また、なぜ、建物が壊されているのを町がしなければならないかということであ

りましたけれども、ＳＤＧｓ推進協議会に町が助成金としてお金を８,０００万円

ほど交付しております。その中で改修資金が１,４００万円ほど出ているわけであ

りますが、当初予算でこういった仕組みについては担当課長から説明はされていて

御理解はいただいているものと思っております。ただ、やり方がちょっと不十分で

あったと認識しているところであります。回りくどいやり方じゃなくて、やはり町

が直で支援していきながら改善をしていくということが必要だということで、ここ

は私が認識しているところであります。ここのところは、是非御理解をしていただ

いて、そして前向きに進めていければ、御協力いただければと思っておりますので

よろしくお願いいたします。 

子ども食堂でありますけれども、さっきもお答えしたところでありますが、子育

て環境、教育環境は非常に大切なことでありますので、こういう意見をいただきな

がら改善すべきところはしながら、前向きに進めていきたいと思います。 

以上です。 

○１０番（中山美幸君） 町長、最終的にお伺いします。いつ、町が相互信用金庫と契

約されるんですか。それと、今、本部に問い合わせをしているという副町長の答弁

でございましたけども、それは相互信用金庫の答弁が遅れているのか、本町の契約

の条項が委員会任せになっているのか、その点、はっきりとお答えください。 

それから、もう１点は、先ほどの子どもの助成の２７万円について、了解ですの

で、しっかりとそこは町長の施政方針の中にもありましたから、ちゃんと子どもた

ちのためには予算を使う、ふるさと納税もあるじゃないですか、そういったものに

使っていくということも考えていただくことが必要じゃないのかなというふうに思

います。 

さらに、委員会、委員会ということをおっしゃっていらっしゃいますがすべて委

員会に任せるのかどうか。そうであれば、今までどおりと一緒じゃないですか。行



 

－ 33 － 

政でやるんだったら行政がしっかりとやる。そして、行政の予算を使っていく。Ｓ

ＤＧｓに８,０００万ということをおっしゃいましたけども、五千幾らでしょう、

本年度は、５,６００万じゃないですか。そして、合作が１,５００万ぐらいでしょ

う。私はそんなふうに理解したんですが、さっきの専決のそういったところではそ

ういうふうに予測しているんですが、ちがいますかね。ちゃんと、そこは本町が責

任を持つところと、ほかの団体が責任を持つところ、それはしっかり特別をしてい

ただかないと、皆さんのお金ですよ、住民のお金。私はそうだと思っていますので

質問しているんですが。見解が違うんであれば違うということで御指摘をいただい

て結構です。 

まず、先ほど質問しましたその点についてお答えをください。 

○町長（東 靖弘君） 先般、相互信用金庫の理事長にお会いいたしまして経過も報告

いたしました。相信としてはその方向で、そういった申し込みがあればちゃんと応

じますということでありますので、この議案を可決していただければ、その後、十

分協議して、なるべく早い段階でこの契約が整うように進めていきたいと思ってお

ります。 

○議長（富重幸博君） ほかにございませんか。 

○８番（宮本昭一君） 私は２点ほどお聞きいたしたいと思います。 

まず、１０ページの園芸振興費と新型コロナウイルスのところの負担金、補助金

の関係ですが、活動火山周辺地域防災対策事業補助金が５２２万２,０００円とい

うふうに上がっております。活動周辺のこれが機械類なのか、それとも補助金の出

し方、何件なのか、内容をちょっと詳しく説明いただきたいと思います。 

それから、もう１点です。同じく、負担金，補助及び交付金ですが、２,９００

万円、配合飼料価格高騰対策事業補助金、これも畜産については和牛あるいは乳牛、

豚、鶏というふうに、今幅広くありますけれども、これも法人と個人もあります。

これの補助金の出し方の内容ですね、これをもうちょっと詳しくお聞かせください。 

○農林振興課長（上野明仁君） まず園芸振興費です。こちらに対しては、まず、２法

人に対しまして、降灰によりハウスの採光性が低下したハウスに対して被覆資材を

更新して光線量を十分に確保し、収量、品質を向上させることを目的としたもので、

先ほど申しました２法人に対しまして補助するものでございます。補助率につきま

しては５０％、残りについては農業者負担となっております。 

次の配合飼料の関係ですが、こちらにつきましては、交付対象者が町内に住所が

あって、かつ大崎町の住民基本台帳に登録されていること、ただし、法人にあって

は、町内に事業所または営業所を有する、資本金が１,０００万円未満の法人を対

象としております。交付の対象につきましては、交付対象となる畜種がブロイラー、
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養豚、酪農、肉用牛の肥育、それから子牛の５畜種となっております。 

補助金の単価につきましては、それぞれ違うんですが、ブロイラーについては肉

用鶏の出荷１キロ当たり４円、養豚につきましては、出荷１頭当たり１,０００円、

子豚については５００円、酪農につきましては、生乳出荷１キログラム当たり３円、

肉用牛の肥育につきましては、肉用牛出荷１頭当たり１万６,０００円、肉用牛の

子牛につきましては子牛１頭当たり１万円を交付するという計画で予算を計上して

おります。 

以上です。 

○議長（富重幸博君） ほかに質疑ありませんか。 

○１番（藤田香澄君） 商工費のところのスポーツ合宿等誘致促進事業補助について、

３点ほどお伺いしたいと思います。 

まず、１,０００万円ということで当初予算でも１,３００万円計上されていると

思うんですけれども、そことの使途の違い等があればお伺いできればと思います。 

あと、広報費等にも活用していくというところなんですけれども、今回、スポー

ツ合宿誘致ということで、具体的にどういったところをターゲットとされていて今

回の広報費を充てていって、具体的な獲得の目標値みたいなところはどういったと

ころを目指しているのかをお伺いできればと思います。よろしくお願いします。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましては、担当課長のほうで答弁をさ

せます。 

○商工観光課長（竹本忠行君） 令和５年度当初予算の１,３００万円との関係という

ことでございます。まず、この１,３００万円につきましては、同じくスポーツ合

宿促進事業補助金という名称でございますので、報償費といたしまして合宿に来ら

れる方々への奨励金といった部分の支給でございます。それとスポーツ観光おおさ

きの旅費関係でございます。それから、委託料といたしましてスポーツ観光おおさ

きの専門職員を募集いたします。その分については有料サイト、無料サイトがござ

いますが、今回については有料サイトを全国的に利用しまして募集する委託料でご

ざいます。それから会計年度任用職員についての経費等でございまして、今回の補

正の部分につきましては１,０００万円計上しておりますけれども、スポーツ観光

おおさきの職員の人材育成部分、それから商品開発です。スポーツ選手関係の商品

です。職員を活用した商品開発関係です。それから広報戦略アドバイザー事業とい

うことで、ここについてはスポーツ観光おおさきというところを知っていただく、

大崎のいいところも知っていただくということでそういった広報戦略を担っていた

だくものと、そういったものの広報誌を含めて補助としてやっていくということで

ございますので、どういった方々をターゲットにされているかということですが、
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全国、大崎町というところを知っていただくために大崎町の魅力、特産品がござい

ます、そういったものを活用してスポーツと関連して大崎町について、スポーツと

特産品を絡めて大崎町をＰＲしていくことですので、これは全国に発信していきた

いと考えております。 

以上でございます。 

○１番（藤田香澄君） 最後の質問の、広報しての具体的な目標値というところをお伺

いできればと思います。 

○商工観光課長（竹本忠行君） 昨年からスポーツ観光合宿関係については取り組んで

おりまして、ようやく３月にスポーツ観光おおさきが設立できました。現在のとこ

ろ、陸上の部分、そういったところの選手関係を、今、台湾の選手も来られており

ますけれども、そういった方々。それから大崎町にはいろいろとスポーツ施設がご

ざいます、グランドもございます、体育館もございます。陸上以外のスポーツとい

うところも見い出していかないといけませんので、目標値につきましては今年１年

の部分について協議していきながら、また、最終的には法人化していく予定でござ

いますので、より具体的にしていきたいと思いますので、現在のところ、目標値に

つきましてはできるだけ高い確率でやっていきたいと思いますので。これでよろし

いでしょうか。 

○議長（富重幸博君） １２時が近くなっておりますが、会議終了までにそれほど時間

を要しないと想定されますがいかが取り計らいましょうか。このまま続行でよけれ

ばそういう形でいきますけれども。 

一旦１２時ということで、昼からという声でございます。そのように取り計らっ

てよろしいでしょうか。それでは、午前の部はこれで１２時で一旦終了いたしまし

て、午後１時から再開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５６分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

議案第２４号令和５年度大崎町一般会計補正予算（第３号）について、ほかに質

疑はありませんか。 

○４番（平田慎一君） まず、２点ほど質問させていただきます。 

９ページの款３民生費、目１児童福祉総務費、保育所送迎用車両安全装置補助金

２,４５０万についてなんですが、これは国からの補助事業も含んだ部分なのか。

全国一律で行う事業なのか、それとも町単の事業なのかを含めた部分と、保育園、
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幼稚園によって車両台数は多分違うと思うんですが、１台もあれば２台もある、大

きさも多分違うと思うんですが。そのすべての対してこの装置を付けられるのかと

いう部分も合わせてお答えください。装置の内容については、また委員会のほうで

お聞きしますので、そこはお聞きいたしません。 

もう１点につきましては、１０ページです、款、農林水産業費、目、農業振興費

の農業機械センター改修工事についてなんですけれども、４,５００万円ですね。

この工事につきましては全体工事だと思うんですが、ＪＡの施設も含んでいると思

うんですが。前、一回質問したことがあるんですが、関連でですね入り口の部分が

民有地になっていますよね、道路にくっついた部分。あそこの部分まで買い取った

方がいいんじゃないかと、前、御指摘をしたと思うんですが、あの部分は町として

は買い取りの部分を含めて考えていらっしゃらないのか。そこの部分を含めてお答

えください。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 保育所等送迎用車両安全装置設置補助金についてです

が、これは国の補助金を活用するものでございまして、各幼稚園、保育園１台当た

りの金額が上限等決まっているところなんですが、もう既に一旦調査をさせていた

だいて、各保育所等と、放課後児童クラブまで含めまして調査をさせていただいて

おりまして、それに対する補助額を上げたところでございます。 

台数につきましては、持っているところ、持っていないところあるところなんで

すが、保育所等が９台、放課後児童クラブが５台の、合わせて１４台分を計上して

おります。 

予算につきましては、国のほうでガイドラインが設置されておりまして、機器が

ガイドラインで決まっているところなんですけれども、それ以上のものを整備した

場合について、補助額が３５万円が基準で、その２分の１が助成されるような形に

なっております。 

○町長（東 靖弘君） 農業機械センターの入り口部分の土地の買収の件についてであ

ります。実際事業を推進するに当たって、民有地を買収できたらいいなと思って、

担当課にもそういった話をいたしました。今回、鳥インフルエンザが発生したとき

に、消毒ポイントがあそこになっていて、ちょうど十文字で機械センターより１メ

ートルちょっと高い畑地でありますので、そういった活用方法も、今回は改めてそ

ういったことに活用されているならということと、それと買収したらという中で入

り口に何か支障があるかということを検討しておりますけども、そこの部分は支障

は特にないという感じでありました。段差が非常にありすぎて、幅は狭いんですけ

ど、それを造成をする過程の中で何か問題があるような話も聞いたところでありま

すが、公社事業に伴う事務所等の設置については今のままで対応していきたいと担
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当課と話をしているところであります。 

進めていく段階でいろんな事情等があって、ここは是非となったときは、また地

主さんにはそういう相談も申し上げたいと思います。 

○４番（平田慎一君） 今、町長が言われたようにですね入り口に支障はないというこ

となんですが、やっぱり入り口に面したところ、高速に近いも近い部分で場所的に

はやっぱりあったほうが、後々のことを考えるとですねやはり持っていたほうがい

いんじゃないかなというふうには思います。 

それと併せて、ＪＡの持ち物と本町の持ち物と別々になっておりますが、やっぱ

り後々はＪＡの部分も買い取って、同じ公社として１つとしてですねまとめていく

方向で考えていくことも、やはり考えていくべきだろうなというふうには、これは

前にも御指摘した部分ではございますが、それも考えていっていただきたいなとい

うふうに思っております。これは要望として伝えておきますので、よろしくお願い

します。 

もう１つ、先ほど保健福祉課長のほうから答弁がございましたが、国からの補助

ということですね、２分の１の補助ということだったんですが、全国一律で一斉に

この事業は多分行われるということで認識させていただきます。全部で１４台。最

初、各保育園、１台ずつという認識でよろしかったですか。全国一律で行うという

ことと、各保育園、幼稚園１台ずつのバスの工事という部分だけでという認識でよ

ろしかったですか。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 済みません。先ほどの答弁の説明の訂正もさせていた

だきます。 

補助単価については、保育園、幼稚園等は１０分の１０で、放課後児童クラブが

２分の１でした。済みません、そこは私のほうの間違いでした。 

１台当たりが、保育園、幼稚園等が１７万５,０００円が上限で、放課後児童ク

ラブも同じく１７万５,０００円が上限で２分の１なんですが、これは所有してい

る送迎バスすべてが対象になるものですから、例えばどこかの保育所が２台持って

いれば２台とも対象になるというもので、国が、今、一斉に全国に発信している補

助金でございます。 

以上です。 

○４番（平田慎一君） わかりました。本事業はですねやっぱりいい事業であると思い

ます。やっぱり子どもたちの安心・安全を考える上ではですね必要不可欠であるの

かなと。早期に実施していただきたいなというふうにも思いましたので、よろしく

お願いいたします。 

以上でございます。 
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○議長（富重幸博君） ほかに質疑ございませんか。 

○２番（草原正和君） ９ページの環境拠点整備事業補助金についてお伺いします。こ

の事業自体は町の動きとか自治衛生会、また町民の意見をいろんなところを取り込

んで、先ほど副町長がおっしゃったように、負担の少ないごみの在り方というのを

進めていくという形でつくるんだろうなというふうに認識しております。ただし、

先ほどから説明があるように、まだ方向性も特に決まっていない、今後、事業の進

め方とかが今から話されるということなので、これをつくること自体はいいことだ

と思います、ただ、進めていく中で、あそこの説明もあったと思うんですけども、

階段が狭いとか、ちょっと傾斜がきついという部分で、実行委員会の中で外階段を

広いのを付けたほうがいいとか、例えばそういう話になった場合に、また改修のレ

イアウト等も変わってくると思いますし、そもそも１階のほうがいいんじゃないか

という話になったときには、また事前着工と同じで無駄になってはいけないので、

あらかた実行委員会で方向性が決まってから着手をするという考えはないのかとい

う点が１点ですね。まず、そこについてお願いします。 

○町長（東 靖弘君） 草原議員から御質問がありました、実行委員会で方向性が決ま

ってから着手するのかということであります。そこは、そのとおりにしていきたい

と思っております。 

確かに我々も上がるときに２階への階段はちょっと頭打ちになったり非常に危な

い、高齢者等は上れない状況もあったりしますので、そこらをどのようにか改善も

する必要があったり、また１階部分を有効に活用するためにはどういう手立てがあ

るか、多種多様な人たちに入っていただきながら実行委員会でそこを検討してまい

りますので、それをもとにして進めていくという方向で考えております。 

○２番（草原正和君） それでは、予算計上はするけども、これが認められたとしても、

方向性が決まってこうするというのが終わるまでは工事は進まないという認識でよ

ろしいですか。手は付けないという解釈でよろしいでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） はい。御意見のとおりであります。 

○議長（富重幸博君） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ここで、審査方法についてお諮りします。ただいま議題となっております議案第

２４号は、令和５年度大崎町一般会計補正予算(第３号)審査特別委員会を設置し、

これに付託して審査いたしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

したがって、議案第２４号、令和５年度大崎町一般会計補正予算（第３号）審査

特別委員会を設置して審査することに決定いたしました。 

さらにお諮りいたします。特別委員会委員の選任については、委員会条例第７条

第４項の規定により、議長を除く１１名の諸君を指名いたしたいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、ただいま指名した１１名の諸君を令和５年度大崎町一般会計補正予算

（第３号）審査特別委員会委員に選任することに決定いたしました。 

これより、特別委員会の委員長及び副委員長の互選をしていただきます。委員会

条例第８条第２項の規定により、特別委員会の委員長及び副委員長は特別委員会に

おいて互選することになっております。さらに、同条例第９条第１項の規定により、

委員長及び副委員長がともにいないときは、議長が委員会招集日時及び場所を定め

てその互選を行わせることになっておりますので、これより特別委員会の委員長及

び副委員長の互選を議員控室でしていただきます。 

これより暫時休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後１時１３分 

再開 午後１時１６分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

ただいま、特別委員会において互選されました委員長及び副委員長の氏名を報告

いたします。 

委員長に１１番、中倉広文君、副委員長に７番、神﨑文男君が選任されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 議案第２５号 令和５年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算 

（第１号） 

○議長（富重幸博君） 日程第１０、議案第２５号「令和５年度大崎町介護保険事業特

別会計補正予算（第１号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出

それぞれ１,０６４万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１９億５,５３

９万９,０００円とするものでございます。 
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補正の主なものは、令和４年度の地域支援事業国庫交付金等の精算に伴います補

正増でございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 御説明いたします。補正予算書の６ページ、７ページ

をお開きください。 

はじめに、７ページの歳出から御説明いたします。 

款７諸支出金、目２償還金、節２２償還金，利子及び割引料１,０６４万３,００

０円でございますが、令和４年度分の介護給付費確定によります精算に伴う地域支

援事業交付金や、介護給付費負担金等の国及び県などからの超過交付分を返還する

ものでございます。 

次に、６ページの歳入を御説明いたします。 

款３国庫支出金、目１介護給付費負担金、節２過年度分２０６万４,０００円、

及び、次の款４支払基金交付金、目１介護給付費交付金、節２過年度分１０２万８,

０００円の増額は、令和４年度分の介護給付費確定により追加交付されます国庫負

担金並びに、社会保険診療報酬支払基金交付金でございます。 

款８繰越金、目１繰越金、節１繰越金７５５万１,０００円の増額でございます

が、歳出で説明いたしました返還金の財源調整のために補正するものでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第２５号は、会議規則第３９条第１項の規定

により、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 議案第２６号 大崎町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

日程第１２ 議案第２７号 大崎町水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理

者に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（富重幸博君） 日程第１１、議案第２６号「大崎町水道事業の設置等に関する

条例の一部を改正する条例の制定について」、日程第１２、議案第２７号「大崎町

水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正する

条例の制定について」、以上２件を一括議題といたします。 
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提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、厚生労働省医薬生活衛生局水道課が進める公営企業会計一元化による管

理及び料金体系を含む事務の効率化等の強化推進を受けて、令和５年３月７日付で、

水道法第１０条第３項の規定により、大崎町上水道事業の上水道に簡易水道を一元

化する変更認可の変更届出書を、設計書等を含む関係書類を添えて県生活衛生課水

道係及び大隅地域振興局にそれぞれ提出し、受理されたことに伴い、一部を改正す

るものであります。 

改正する内容は、本町上水道事業は施設統合を伴わないソフト統合ではあります

が、簡易水道事業の廃止等に伴う譲り受け等の一部を改正するものであります。 

続きまして、大崎町水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に関する

条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。本案は、大崎町水道事業

の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定に伴い、布設工事監督者及び水

道技術管理者に関する条例の一部を改正するものであります。 

改正する内容は、布設工事監督者の資格及び水道技術管理者の資格に関する一部

改正と簡易水道事業に係る文言の改正をするものであります。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○水道課長（本松健一郎君） それでは、議案第２６号、大崎町水道事業の設置等に関

する条例の一部を改正する条例の制定についてを御説明いたします。 

まず、はじめに、大崎町水道事業の経緯について若干御説明いたします。大崎町

の水道事業は、上水道事業と簡易水道事業で運営をされ、この中で昭和３２年、野

方地区簡易水道事業が一番早く創設され、翌年、昭和３３年度に上水道事業、昭和

５３年度に水ノ谷地区簡易水道が創設されております。平成２０年度時点で普及率

９７.７％になりまして、多面的な整備はこの時点でほぼ達成状況でございます。 

この水道事業の定義といたしましては、水道法第３条第２項及び同条第３項の規

定におきまして、計画給水人口５,００１名以上が上水道事業、１０１名以上から

５,０００名以下、これが簡易水道事業の位置づけとなっております。 

今回の改正は、先ほど町長の説明のとおり、国が進める公営企業会計一元化によ

る管理及び料金体系を含む事務の効率化等の運営基盤強化の必要性から、令和４年

４月１日付で総務省自治財政局公営企業経営室第４６号におきまして、簡易水道事

業統合推進要領の一部改訂等の通知に伴いまして、令和５年３月７日付で水道法第

１０条第３項の規定によりまして、大崎町水道事業の一般の水道地区と野方、水ノ

谷、２地区の簡易水道を一元化する変更認可の変更届出書を、設計書等を含む関係
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書類を添えまして県の生活衛生水道係と保健所が属する大隅地域振興局にそれぞれ

提出し、受理されたことに伴いまして一部改正をするものであります。 

改正する内容は、本町の上水道事業は、運営上、料金体系を含む事務等について、

当初から統一されていたことから、施設統合を伴わないソフト統合での国の認可で

ございまして、その中で簡易水道事業の廃止と、廃止等に伴う譲り受け等の一部改

正をするものでございます。 

本日、議案の後ろのほうに新旧対照表を付けてございますが、１ページを御覧に

なっていただきたいと思います。 

認可前の右側の項でございますが、上水道事業の計画給水人口１万４,５７０人、

簡易水道事業、内訳としまして、野方簡易水道事業３,０００人、水ノ谷簡易水道

４００人、この合計が１万７,９７０人でございました。今回、変更認可をいたし

まして、旧上水道地区の給水人口が９,８５０人、旧野方簡易水道地域が１,６００

人、旧水ノ谷簡易水道地区が１３０人、この合計が１万１,５８０名ということで、

今回、一元化の改正をするものでございます。 

議案書のほうに戻っていただきまして、なお、施行年月日でございますが、議案

書２ページの最後のほうにございます附則にありますとおり、この条例は公布の日

から施行するということになりますが、決算等の運用上、使用量の納付書等につい

ては、今年度、令和５年５月から、旧野方簡易水道地区の野方、水ノ谷地区におか

れましては、簡易水道から上水道の記載に変えて発送がしてございます。 

続きまして、議案第２７号、大崎町水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術

管理者に関する条例の一部を改正する条例の制定について、御説明いたします。 

今回の改正につきましては、先ほど町長の説明のとおりでございますが、さきの

大崎町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定に伴いまして、

本町の上水道事業一元化に係る簡易水道の廃止等が影響する箇所に対して、布設工

事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正するものでございます。 

改正する内容は、水道法施行令など上位法の参酌すべき基準の見直しによりまし

て、布設工事監督者を配置する工事内容及びその資格、水道技術管理者の資格に関

する基準の見直し、及び簡易水道事業廃止等に係るものでございます。 

なお、施行年月日につきましては、議案書の２ページ目の最後にございますが、

附則のとおり、この条例は公布の日から施行するということでございます。 

以上で、２件の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。まず、議案第２６号「大崎町水道事

業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について」、何か質疑はあり

ませんか。 
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○１０番（中山美幸君） 今説明がございましたが、簡易水道の一元化については、以

前の議会でも議論をしたとおりであるというふうに理解をしておりますが、ところ

が、今回、改正案の中の給水人口１万１,５８０人とするということでございます

が、私の調べたところで５月１日現在１万２,２２０人、大崎町の人口がございま

す、これは間違いないと思うんですが。その差異はどういうことなのか。そうしま

すと、先ほど、野方簡易水道事業については上水道の請求書発送ということでござ

いますけども。簡単なことをお伺いしますが、現在でもその２つの簡易水道からの

給水は行われているというふうに私は理解しているんですが、料金体系について、

そういった一元化をなされたというふうに理解しているんですが、この人口がこれ

だけ差違があるのはどういったところか。また、給水量もかなり減少した計画にな

っておりますが、これはどういった意図があるのか。その点についてお示しをくだ

さい。 

○水道課長（本松健一郎君） 今御質問いただきました給水人口の実際の人口との差は

何かということで御質問をいただいた件でございます。これにつきましては、先ほ

ど説明いたしましたとおり、５年間の人口推計等を含めて私どもが人口の変動を積

み上げた分析データもございます。その中で、今回国が示している設計書に基づい

て、一応コンサルを実際お願いいたしました。私どもでは到底設計書等のほうは作

成ができませんので、それについて専門のコンサルに頼みまして、過去５年もしく

は１０年間の水道ビジョンに伴う人口の衰退とか、一応その辺の推計をしていただ

いて、その公式に当てはめた結果がこの給水人口ということで御理解をしていただ

きたいと思います。よろしくお願いします。 

○１０番（中山美幸君） そうした場合に上水道以外で、自分のうちで地下水を使用さ

れている部分については、その計算の中に入っているのか、入っていないのかとい

うことを再度お知らせください。 

○水道課長（本松健一郎君） 今御質問がありました地下水の件でございますが、ここ

で事業認可を届出をしたというものは、あくまでも計画給水人口でございます。で

すので、おっしゃるとおり、今、地下水の方も若干名やはりいらっしゃいます。そ

の方々につきましては、水道に変更がしたいということで申出があれば、随時、こ

ちらのほうで工事をしまして、野方であろうが、もともとの上水地域であっても上

水道につないで給水するということでございます。あくまでも、これは計画給水人

口ということで御理解をしていただきたいと思います。 

○議長（富重幸博君） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 次に、議案第２７号「大崎町水道事業に係る布設工事監督者及
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び水道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例の制定について」、何か質疑

はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第２６号及び議案第２７号は、

会議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。議案第２６号「大崎町水道事業の設置等に関する条例

の一部を改正する条例の制定について」討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第２６号「大崎町水道事業の設置等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について」は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２６号「大崎町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について」は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第２７号「大崎町水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者

に関する条例の一部を改正する条例の制定について」討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第２７号「大崎町水道事業に係る布設工事監督者及び水道技

術管理者に関する条例の一部を改正する条例の制定について」は原案のとおり可決

することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 
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よって、議案第２７号「大崎町水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理

者に関する条例の一部を改正する条例の制定について」は原案のとおり可決されま

した。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 以上をもって、本日の日程の全部を終了いたしましたので、本

日はこれをもって散会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後１時３７分 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） これより、本日の会を開き、直ちに会議いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（富重幸博君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、５番、児玉孝德君及び６

番、稲留光晴君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 一般質問 

○議長（富重幸博君） 日程第２「一般質問」を行います。 

一般質問は、通告順により許可いたします。 

まず、５番、児玉孝德君の質問を許可いたします。 

○５番（児玉孝德君） 皆さん、おはようございます。 

私は、今回通告いたしました、防災行政と自転車のヘルメットについての２点を

質問いたします。 

まず、今まで毎年のように質問している防災行政についてですが、防災対策の基

本的な考え方は、住民の生命、身体及び財産を災害から保護し、社会秩序の維持と

公共の福祉の確保を図ることであります。本町の地域防災計画の基本理念は、「健

やかで安心して暮らせる元気なまちづくり」とされています。近年、地球温暖化に

よる線状降水帯の発生や、台風が海面水温の高い地域を通る時間が長くなるため勢

力の強い台風が多くなる傾向があり、警戒が必要です。また、地震など災害の発生

が多く見られます。さらに、南海トラフの大地震も３０年以内に起こると言われ始

めてから１０年ぐらいがたとうとしています。 

そこで、本町の災害対策の現状をお聞きし、１回目の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） 現在の災害対策を問うという御質問でございます。 

町内の避難所数につきましては、災害の危険があり、避難した住民等が災害の危

険がなくなるまで必要な期間、滞在する施設である指定避難所は、１０箇所ありま

す。災害の危険が切迫した状況で、命を守るために緊急的に避難する施設である指

定緊急避難場所が、１８箇所あります。また、地震による津波の際の一時避難場所

は、１５箇所を指定しております。 

以上でございます。 

○５番（児玉孝德君） ただいま、避難所の数をお答えいただいたんですけど、台風や

大雨、地震などの災害時の備えはどのように計画されているのかお答えください。 



 

－ 52 － 

○町長（東 靖弘君） 災害時の備えということでございます。災害時の避難所の備え

につきましては、気象庁の情報をもとに町内に災害の発生が予想される場合は、避

難所を開設し、防災行政無線等により住民の方々へ早めの避難を呼びかけておりま

す。また、大雨や台風など、災害の規模や種類によって開設する数や箇所を決定し、

事前に職員を配置いたしますが、避難される方々が利用しやすく、また、避難者の

安心・安全を確保するためにも、災害の規模や種類によっては、体育館ではなく、

各校区にあります改善センターなどを避難場所に指定するなど、状況に応じて対応

しているところでございます。 

○５番（児玉孝德君） これまで、私、議員になってから、津波避難タワーや防災セン

ターなど、８年ぐらい前ぐらいからですね何度も要望しています。しかし、いまだ

にできていません。この場で、再度、要望しておきますので検討してください。 

では、南海トラフによる大地震、大津波などの今期的な災害、大規模災害発生時

の備えは、どのように計画されているのかお答えください。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

大規模広域災害が発生した場合は、被害が拡大し、被災した自治体のみでは対応

することが困難な自体が想定されることから、大崎町地域防災計画に基づいて、あ

らかじめ国・県、関係機関とは平素から協議を行っており、相互応援が円滑に行わ

れるよう、情報共有や体制整備を確認しているところでございます。 

また、大規模災害など有事の際には、町境を越えての避難所の利用をはじめ、物

資供給や人的支援なども行う災害時における応援協定も、国・県、県内市町村及び

関係機関と締結しており、広域での応援態勢を整備しているところでございます。 

以上でございます。 

○５番（児玉孝德君） ただいま、公益的な応援態勢を整備していくとのことでした。 

先月の町村議会議員研修の中で、「住民の自助・共助による避難所運営、熊本地

震から学ぶ地域のつながり」の題で、熊本県西原村議会議員の堀田さんの講演がご

ざいました。西原村では熊本地震による震度７の２回の地震時に震源となった断層

の上に位置しながら、人的被害を最小限に抑えることができた奇跡の集落と呼ばれ

ております。これは、偶然の奇跡ではなく、普段からの備えがあったからこそであ

り、住民の自助で起こした奇跡である。地震は必ず起こりえると想定し、訓練する

ことにより想定外を想定内にして、適切な避難行動や人命救助ができた。災害が起

きたとき、公的支援が本格的に始まるまでは三日ほどかかる。いかに住民の自助・

共助で生き残るかが大切である。避難所では、欲の抑制、存在感、感謝、挨拶を全

員で実践することで奇跡の避難所と呼ばれるようになったとのことでした。 

本町の避難訓練のときに、ただ避難所に逃げる訓練、これだけではなく、まさか
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起きないだろうを、もしも大地震が起きたら、津波が来たら、想定外を想定内にす

る、自助・共助による普段からの備え、訓練の大切さを、是非生かした訓練にして

ほしいと思いますが、いかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 大規模災害が発生した場合には、救助対象が広域の範囲で多数

発生することが想定されるため、自衛隊や消防、警察などの公的支援が遅れること

が想定されます。阪神淡路大震災では、倒壊家屋の下から救助された全体の約８割

の方々は、地域の近隣住民の方々により救助されています。すぐに現場に駆けつけ

られるのは、御近所の方々です。自衛隊の公助が早急に届かない場合は、地域コミ

ュニティレベルでの助け合い、共助による救済活動が必要不可欠であります。 

２０１６年４月に熊本地震が発生しております。身近なところで発生しておりま

したので、我々も大隅地域の市町村が連携しながら救援体制に入りました。職員も、

そこに災害派遣をしているところであります。誰しも地震が発生することは予測し

難いことでありますので、そういった中で、かねてからの備えが大切であるという

ことは、これまでも児玉議員が再三、再三、質問されたし、我々もそういう思いを

持っております。 

自助・共助・公助ということがよく使われますけれども、なかなか災害が発生し

たとき、職員も、消防署も警察もすべて住民ですので、その方々も災害に遭ってい

ることを考えると、すぐさま救助に駆けつけることは到底できないことであります

ので、ただいまおっしゃいましたように、三日間は待っておかなければならない。

そこで大切なのは、近所であったり、共助であったりということでありますので、

私どもがこれからやっていかなければならないのは、長年その地域に住んでいらっ

しゃる方々が、地震が来る、津波が来るという事態になれば慌てるんでしょうけれ

ども、平素の訓練といったところにはなかなか参加していただけない状況もありま

すので、そういったところを、よりよく地域の住民の皆さん方にお伝えしながら、

災害訓練の必要性を伝えていくことはとても大切であるし、今、非常に言われてお

るマイタイムライン、あるいは地域のタイムライン、個々で立てるマイタイムライ

ン、あるいは家族で語り合ってつくるマイタイムラインがありますので、そういっ

たことを進めていくことが非常に必要だと思いますので、今年はそういったことも

含めながら、沿岸沿いの複数の集落はありますけれども、そういった特定の地域を

指定しながら、そういうことを進めていくことの理解を促すような行動をとってい

きたい、体制をとっていきたいと思っています。 

○５番（児玉孝德君） 今、町長が言われましたとおり、公助は三日ほどかかるかもし

れないということでですね、その辺は日頃の訓練で共助のほうを是非進めていただ

いて、災害が及ばないように、最小限で済むように、是非そのような御指導を計画



 

－ 54 － 

をしてください。 

それでは、昨年の１月に、奄美群島とトカラ列島、岩手県に津波警報が出された

ときに、奄美は高台を目指す車で渋滞して混乱しました。ある住民は、警報を受け

て車で高台へ向かおうとしたものの、１キロ進むのに約１時間半かかり、その後は

３時間ほど立ち往生し、一睡もせず運転席に座りっぱなしでくたびれたということ

がありました。基本的に歩いての避難とされますが、一刻も早くと慌てて考えると、

車を使う方が多くいると思います。 

そこで、災害により大規模な車の渋滞が起こったときの対策はあるのかお答えく

ださい。 

○町長（東 靖弘君） 津波警報、大津波警報時には、自動車運行に関する適切な行動

が求められており、避難行動は徒歩による避難を原則としていて、早めの避難を要

請することとしております。町民の皆様には、いつ起こるかわからない災害に備え、

まずは自分自身の身の安全を守ることが大切であると考えておりますので、日頃か

ら避難場所や避難経路の確認をお願いしたいと思います。 

しかしながら、避難場所までの距離や要支援者の方々など、やむを得ず自動車に

より避難せざるを得ない避難者もいることから、地域の実情に合った避難経路や個

別避難計画の作成、警察と連携した交通規制の在り方など、想定外の事態に備えた

地域防災計画の見直しも検討していかなければならないと思っています。 

先ほども若干御説明いたしましたが、やはりマイタイムラインや集落のタイムラ

インが必要でありますので、こういったところを認識していただきながら、災害が

発生する段階で、早くどの場所に逃げていくこととか、まずは認識を高めるための

行動をとってまいりたいと思います。 

○５番（児玉孝德君） マイタイムラインですね、以前質問いたしましたら、早速取り

入れていただきました。地域の実情に合った避難経路など防災の見直しの検討をし

ていかなければならないということですが、その際ですね分散避難など車を使って

も渋滞しにくい適切な計画を進めていただきたいと思います。 

では、災害時に通信障害に陥ったときの対策は大丈夫なのかお伺いいたします。

大規模災害時にはですね固定電話ばかりではなく、携帯電話なども使えなくなった

りします。その際、避難情報が適切に届けられなかったり、混乱したりする可能性

があります。そのような場合の対策をどのように計画されているのかお答えくださ

い。 

○町長（東 靖弘君） 大規模災害時には、住民の生活する上で重要なライフラインで

ある情報通信インフラも被害を受ける可能性があります。通信回線の途絶えや停電

等により情報通信機器が使用できないということが想定されます。 
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このような事態が起こった場合に、本町では防災行政無線や消防団が所有する緊

急無線、都道府県や市町村及び防災会関係機関等を結ぶ衛星電話等により情報連絡

を行うことが考えられます。 

また、町民の皆様においては、災害発生により携帯電話等の通信が遮断された場

合は、地域の方々と情報共有など、地域コミュニティによる連携が重要になると考

えております。今後は、大規模災害時にも通信を確実に確保できるよう、国・県・

市町村、関係機関と連携して取り組んでいかなければならないと感じております。 

以上でございます。 

○５番（児玉孝德君） 衛星電話などもあるということですが、アマチュア無線をされ

ている方でポータブルとか持っていらっしゃる方がいます。そういった方々ともで

すね、私の知り合いの方で以前、役場に行ってお話をしたことがあるということが

ありました。そういった方々ともですね協定を結ぶなどして正しい情報を遅滞なく

届けられるような取組を要望しておきます。 

次に、防災ＤＸをどのように進めているのかについて、本町はＤＸ推進に向けて

政策への支援や助言をもらう大崎町フェローを、専門家２人に委嘱し、住民サービ

スの向上や教育環境の整備を目指しています。ＤＸ推進の中で防災面では、要支援

者名簿の作成などにより避難態勢計画の整備が進められているのか、そのほかの現

状などをお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 本町の防災ＤＸの状況につきましては、Ｊ－アラート、全国瞬

時警報システムにより緊急地震速報や大津波警報などを伝達し、大規模災害時の被

害を最小限に抑えるとともに、災害により住宅等が被害を受けた場合に発行する罹

災証明書の申請手続をオンライン化にするなど、取組を進めているところでござい

ます。 

今後は、避難行動支援システムの導入による要支援者名簿の最新化、避難態勢の

整備、個別避難計画の策定などを行う予定でございます。 

○５番（児玉孝德君） ＤＸによる早急な整備を要望しておきます。 

次に、避難路に停電保障付誘導灯の設置はできないかについて。いわゆる避難誘

導灯です。これまでも要望してまいりました。災害が夜間に発生し停電した場合は、

避難に支障を及ぼし、逃げ遅れやけがなどを負うことが懸念されます。町内でも設

置されているところがございますが、まだ整備されてないところへの設置はできな

いかお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） これまでの避難誘導灯の設置につきましては、平成２７年度に

大丸小学校から東干草公民館への町道木入道新地線と、平成２８年度に国道４４８

号から大崎中学校への町道三本松文化通り線など、幹線道路に面している町道をメ
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インに整備を進めてまいりました。 

御質問の、避難路への停電保障付誘導灯の設置につきましては、必要性は十分認

識しておりますので、毎年実施しております津波避難訓練に参加された方々や、地

域住民、地元消防団の意見も踏まえ、また、道路状況など誘導灯の設置条件等も考

慮する必要がありますが、設置が可能な場所から設置する方向で前向きに考えてま

いりたいと思います。 

以上です。 

○５番（児玉孝德君） ただいま、平成２７年と平成２８年に整備されていると、７年

前と８年前に整備されているということでありますが、そのほかやっていないとい

うことですが、同じ町民であり、同じように税金も払っているのに、なぜ命に差を

付けていらっしゃるのでしょうか。その後、放っておかれている経緯と、なぜ整備

に差があるのかをお答えください。 

○町長（東 靖弘君） 放っているということは全くなくて、児玉議員から再三要望も

されておりました。それで、菱田のほうから、現在、避難所の一番高いところの方

にどう誘導できるかということを、職員もその現場等を踏まえながら点検もしてき

ております。 

今２つ設置しているところは町道沿いにずっと設置しておりますので、町道の設

置していくときに道路の横に付けていくということになりますと、当然そこに支柱

が立っていくわけですから周りを固めていきますので、幅員が狭くなるということ

がありまして、なかなか適当な場所を見つけられないということが１つの課題です。

しかしながら、そういうことを言っておれる時期でもありませんので、やはり用地

を確保するということから入らないといけないと思いますので、先ほども、地域の

方々にそういった説明会をするときなどにとお話をいたしましたけれども、ここが

いいんじゃないかと誘導する方向で、そういったことがお分かりでしたらそういっ

たことも是非教えていただきたいし、それをもとにして地権者の方と協議したり、

あるいは地域の方々にここで支障はないかということを考えながらやっていきたい

と思いますので、誘導灯は本当に必要だと思います。点々とつくっていくときに適

当な場所がなかなかつくれなかったという課題を克服していきたいと思っておりま

す。 

○５番（児玉孝德君） 今、菱田地区に限って言われましたけど、菱田の旧道のところ

はですね、あそこは以前、商工会の街路灯がずっと設置されていたんです。という

ことは、用地はあるということです。それをないとおっしゃるのは、ちょっとおか

しいんじゃないかと思いますけど。 

○町長（東 靖弘君） 用地がないということではなくして、交通上の支障が出てくる
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のではないかと、そういう形での報告も受けておりましたので、設置していくこと

は前向きに捉えていくべきだと思いますから、今お話ししましたような適地を、こ

こがいいということで御指示いただければと思います。 

○５番（児玉孝德君） 先ほど言いましたとおりですね商工会の街路灯をですね協賛す

る商店街がずっと菱田通り会という名前で立てていたんですね、今お店が少なくな

って撤去されていますけど。ということは、交通にも支障なく、ずっと付いていた

ということなんですよ。だから、そういうところを、もう七、八年前から要望して

いるのに放っておかれているというところがですねどうも納得いかないんですけど。

再度お答えください。 

○町長（東 靖弘君） 道路は、町道であれ、農道であれ、大型車両が通っていくわけ

ですので、既存、そこにつくられているとそこを下げていくということがあります

が、現在、商工会が設置されている、菱田のところにつくられているものについて

は撤去されているということでしたが。現時点で考えたときに、そういう判断はさ

れていたということもありますので、進めていくということは確実にやっていきた

いと思っております、財源も確保しながらということになりますけれども。 

今、なぜやらなかったかということの御指摘でありますが、そういったことも踏

まえながらちゃんとやっていくと考えていきたいと思います。 

○５番（児玉孝德君） 今、町長のほうから、やっていくということでお答えをいただ

きました。菱田だけではなくてですね、ほかにもいろいろ避難誘導灯が必要な場所

があると思います。そういったところの早急な整備を強く要望しておきます。 

では、避難所の設備の現状はどうなっているのか、お答えください。 

○町長（東 靖弘君） 大規模災害時においてはライフラインの途絶などや住居の浸水

及び消失等により多数の避難所が必要となることが予想され、中でも避難が長期化

した場合の避難場所の持つ役割は大変重要と考えております。 

避難所の運営、ライフライン、食料、生活必需品の供給など多岐にわたりますが、

本町の備蓄状況につきましては、パーティション１３８台、段ボールベッド３１台、

簡易ベッド５２台、寝具等の毛布が１２０枚、食料については、缶入りの乾パンが

４７５個、アルファ米が１,６７０食、飲料水５００ミリリットル７７１本となっ

ております。そのほか、おむつやウエットティッシュなどの生活用品等を備蓄して

いる状況です。 

次に、停電時の電源確保につきましては、非常用電源として地元消防団と役場で

共有しております可搬型の自家発電機も整備しており、夏場の停電時は大型扇風機

を配備し、熱中対策を行っているところでございます。また、冬場の防寒対策とし

ましては、毛布を配布する予定でございます。 
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以上でございます。 

○５番（児玉孝德君） 以前ですね避難所の設備で何回か災害対応、ＬＰガスバルク供

給システムの設置について質問をしたんですが、その後、検討はどのようになって

いるのかお聞かせください。 

また、避難所となる体育館では、３分の２の国の補助があり、停電時にも使え、

大規模な受電設備が要らず、ランニングコストが安いＧＨＰ、いわゆるガスエンジ

ン空調設備についてもお答えください。 

○町長（東 靖弘君） 災害対応型ＬＰガスバルク供給システムの設置等についての御

質問でございます。その後の検討結果はどうだったのかということでございますの

でお答えいたします。 

災害対応型ＬＰガスバルク供給システムについては、これまでも御質問をいただ

いており、そのときの答弁といたしましては、必要性は認識しておりますが、イニ

シャルコストやランニングコスト、使用頻度、費用対効果などを総合的に検証した

上で判断させていただきたいとお答えをいたしました。 

現在、総合体育館の大規模改修工事に係る空調設備の仕様について、設計事業者

と協議中でございますが、空調システムの熱源をガスにするのか、電気にするのか、

総合的に検証した上で判断したいと考えております。 

以上でございます。 

○５番（児玉孝德君） 大規模な電気の空調ですね、これは停電時に止まってしまいま

す。あと、受電設備というのがですね、いわゆるキュービクルですね、あれが必要

になってくるんですよ。非常に高い設備で、毎年点検も必要です。そういったのが

要らない、ランニングコストが安いＧＨＰ、ガスエンジン空調設備ですね、これを

是非導入していただくように検討してください。要望しておきます。 

それではですね、防災行政について、今回の質問も踏まえた今後の安全・安心な

防止対策をお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 防災対策の基本的な考え方は、日頃から災害に備えることや早

めの避難を行う自助、地域で協力し助け合う共助、行政や消防、警察等による公助

の３助でございますが、大規模災害発生時には、まず自助・共助の力が重要である

と考えております。私たちは、自分の命は自分で守ることを念頭に、地域における

被害の拡大防止や軽減を図るため、平時から災害の備えを行うとともに、災害時に

は自主的な防災活動に努める必要があります。また、近年、自然災害は多様化して

おり、その発生頻度が増すとともに被害も甚大化しています。 

このような中、本町の防災危機管理につきましても、台風や豪雨などの風水害対

策や地震への対策、防災体制の強化など多岐にわたりますが、あらゆる自然災害の
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形に備えた対応をしていかなければならないと考えております。 

以上でございます。 

○５番（児玉孝德君） 先ほど申しましたが、まさか大規模な地震が起きないだろう、

大津波は来ないだろう、線状降水帯が発生しても自分のところは関係ないだろうと

いう気持ちを、災害が起きるかもしれない、起きたらどうすればいいのか、最小限

に被害を抑えるための行政と住民が一緒に備えるべきだと思います。是非、十分な

備えと住民への周知、御指導を要望して、次の質問に入ります。 

それでは、自転車のヘルメット着用についてです。道路交通法の改正で、今年の

４月１日以降、自転車のヘルメット着用について努力義務化されました。これは、

自転車を運転するすべての人がヘルメットをかぶることに努めなければならないこ

とはもちろんのこと、同乗する方にもヘルメットをかぶらせるように努めなければ

なりません。また、保護者などの方は、児童や幼児が自転車を運転する際はヘルメ

ットをかぶらせるよう努めなければなりません。 

自転車事故で死亡した人の約７割が頭部に致命傷を負っています。また、ヘルメ

ットを着用していない場合の致死率は、着用している場合と比較すると約２.３倍

も高くなっています。自転車用ヘルメットを着用し、頭部を守ることが重要です。 

そこで、自転車のヘルメットが努力義務化されましたが、本町の着用率はどうな

のか、分かればお答えください。 

○町長（東 靖弘君） 道路交通法において、令和５年４月１日から、すべての自転車

利用者のヘルメット着用が努力義務化されましたが、本町の着用率につきましては、

現時点では把握できておりません。 

また、全国及び鹿児島県全体の着用率も把握はしておりませんが、令和５年５月

１９日に、南日本新聞社が鹿児島市内で抽出調査３箇所でしたところ、着用率は平

均１６.６％であったことが報道されていたようでございます。 

以上でございます。 

○５番（児玉孝德君） １６.６％ということで、着用率は極めて低いようです。 

そこで、購入費の助成はできないかお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） 購入費の助成はできないかという御質問でございます。命を守

る手段としてヘルメット着用が必要であります。自転車のヘルメット着用が努力義

務化されて間もないことを踏まえますと、まずは自転車利用者への呼びかけや意識

を高める取組を強化していくことが先決ではないかと思います。 

購入費の助成につきましては、今後、近隣市町の動向も見ながら検討してまいり

たいと考えます。 

以上でございます。 
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○５番（児玉孝德君） 町長は、私が質問するとですね、近隣市町の動向を見てと、よ

くお答えされます。まず、本町が率先してとの考えはないのでしょうか。購入費を

助成しても、そこまで普及しないかもしれません。しかし、一人でも人命を守るた

めのきっかけになればと思います。たいした予算はかからないと思いますが、いか

がでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） ヘルメット着用が義務化されてきて、そしてまた多くの子ども

たち、小中学生、高校生、そしてまた一般社会人の方々といろんな方が利用されて

おります。先ほど利用者がどれぐらいいるか、着用率がどれぐらいあるかというこ

とも全く把握しておりませんので、その中で近隣市町の動向も見ながらということ

でお答えをさせていただきました。 

今、一番考えていることがヘルメット着用率で命を守れる、小中高校生が４月か

ら６月にかけて自転車乗車中の死傷者が増えている状況等も新聞等で出ております

が、果たしてどこまで補助していけばいいのかというところが今課題として残って

おります。現在、幼稚園から小学校に入学される段階で、子供１人当たりに対して

３万円の助成をしております。小学校から中学校に上がるときに必要経費として、

同じように３万円の助成をしております。そういった助成の中で小中学生は対応し

ていただきたいという思いがあります。 

しかし、社会人やその他の人たちはどうかというと、全く対象外でありますので、

そこの線引きといったことも踏まえていかなければならないだろうと課題として捉

えておりますので、そんなときに他の市町は、恐らく大崎町がやっているように、

保育園から小学校に上がるときの３万円助成や小学校から中学校に上がるときに３

万円助成とか必要費として使ってくださいねということを直接振り込んでおります

が、ほかの市町村でそういったことをやっているという実態は聞いておりませんの

で、垂水市が現在、ヘルメットの補助については実施していると、県内では１市だ

けでありますが、高校生以下の子ども、または６５歳以上の高齢者と、垂水市はそ

ういった条件のもとで購入費の半額上限２,０００円という形でしております。今

のところ、そういった状況でありますので、先ほどお答えした、大崎町としてこう

いうことをもう既にやっているけれども、果たして改めてそれをやらなければなら

ないのか、実行しなければならないのかといったところが課題として残っておりま

すので、これから、そういったところも他市町はどういうふうに対応しているのか

ということが必要だと思って書いたところであります。 

以上でございます。 

○５番（児玉孝德君） 垂水市は２,０００円ほどやっているということですが、本町

がなぜ率先してやらないのか、本当に疑問なんですよ。リサイクルは一生懸命やる
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けど、人の命はどうでもいいのかと、いつも思います。そういった防災面、安全面、

町長はそういったところに目を向けてくれないのかなと思って、毎年のように防災

面とかは質問しているところです。人の命ってそんなに軽いものですか、町長。 

○町長（東 靖弘君） まず、基本的には法律が施行された。それは子どもたちがヘル

メットをかぶることが義務づけられてきた。それは保護者と社会人であれば本人の

責務であります。そういったことも踏まえながら検討していくということは当然必

要なことだと思います。 

私が先ほど伝えた、小学校、中学校には既にそういった経費も交付しているので、

やはりそういったところで賄うべきものではないだろうかという思いもあり、こう

いう答弁をさせていただいた。人の命を軽く見ているということは全くなくて、今

までの制度をどういうふうに応用していくのかということがとても重要だというこ

とでお話をさせていただきました。 

○５番（児玉孝德君） 小学校、中学校にはですね援助金があります。小学生とか中学

生はですねヘルメットをかぶっているんですよ。高校生とか一般の方、高齢者はか

ぶられていません。そういったきっかけになれば、本当に１人でも買うときにです

ねそういったことで備えていただければと思って今回質問いたしました。是非です

ね市町村より早く決めていただくように要望します。私が質問したとき、さっきも

言いましたけど、近隣市町の動向を見てと町長がよく言われるのがちょっと嫌いな

んですよ。津波避難タワーについてもずっと言っていますけど、それもされていな

い。志布志市はもうやっていますよ、通山地区に今整備中です。そういったことも、

先にほかの市町村やっています。是非、本町がですね率先してやるように要望して、

私の質問を終わります。 

○議長（富重幸博君） ここで、暫時休憩いたします。次は、１０時５０分から再開い

たします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時３９分 

再開 午前１０時５０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

次に、１０番、中山美幸君の質問を許可いたします。 

○１０番（中山美幸君） 私は、先に通告をしておきました介護保険制度について質問

いたします。 

この保険制度は、第１号保険者といわれる６５歳以上の住民の方々の保険料に多

く関係するものであります。介護保険制度は高齢者や身体障害者など介護を必要と
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する人々が必要なサービスや給付を受けるための制度で、この介護保険制度は２０

００年に施行され、介護保険法により実施されています。また、保険料は６５歳以

上のすべての住民が第１号被保険者とし、４０歳以上６５歳未満の２号保険者とし

保険料が徴収され、各市町村が保険者となり運営がなされている関係で、地域ごと

や施設ごとに介護サービスの提供水準や質に差があるため、利用者間でのサービス

格差が問題となっています。地域によってはサービスの充実が不足している場合や

サービス提供者の人材不足が起きていることもあるようです。 

この制度は、国により３年ごとに見直しをすることが求められており、令和６年、

来年からは見直しをされた事業計画により運営がなされることとなります。今年は

第９期介護保険事業計画策定に向けた作業が行われる年度であることから、今回の

質問となります。 

そこで、第８期介護保険事業の運営については、第９期、来期に向けた調査分析

など集約がなされていると考えられることから、第７期介護保険事業計画の結果と

課題を踏まえ第８期介護保険計画は策定されたと思うが、第８期最終年度において

どのようなサービス提供が行われているかを問い、１回目の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） 介護保険制度における介護サービスにつきましては、要介護等

の認定区分に応じたサービス提供の範囲内で、その方の状態や生活状況、本人の希

望に応じた介護サービスを御利用していただいております。在宅でサービスを受け

る場合は、ケアマネジャーと本人、御家族、サービス提供事業者と一緒にケアプラ

ンを作成し、通所介護や訪問介護等の居宅サービスを、また、本人の身体的状況の

低下や御家族などが介護できる範囲を超えてくると在宅での生活が難しくなるため、

特別養護老人ホームや老人保健施設等の施設サービスを御利用していただいており

ます。 

以上でございます。 

○１０番（中山美幸君） 今、町長のほうから大まかな介護、まさに国や県が定めてい

る点数による介護保険、多分１点が今、大崎町では１０円なのかな、１１.幾らか

あるようですけれども、本町では多分１０円だと思うんですが。そういった事業に

ついての説明でございましたが、本町において任意事業といわれる総合型事業の中

で町独自の総合事業、任意事業といわれるサービスをどのようなものをやっている

のか。まず、その点についてお答えをください。 

○町長（東 靖弘君） 任意事業の内容はどうかということの御質問でございますので、

こちらについては担当課長で答弁をさせていただきます。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 今言われました地域支援事業という部分で、本町でも

総合事業としても事業を進めておりますが、主な部分では要支援１・２、または要
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支援にもならない事業対象者といわれる方々におきましては、介護予防・生活支援

サービスという形で通常の訪問での介護、通所介護のさらに費用を抑えた形のサー

ビスを受けていただいております。 

そのほか、一般介護予防事業としましては、健康運動といったものを各種やるこ

とによりまして、少しでも状態が悪くならないようにといいますか、介護度が進ま

ないようにしているところでございます。 

○１０番（中山美幸君） 冒頭申しましたように、本町で任意事業、それから第８期、

第７期の事業がありますよね、３年ごとにさっき言ったように切り替えるようにな

っております、国がそれをしているんですね。第８期を計画されるときに大崎町第

８期介護保険事業計画というのをつくられたはずです。これが令和３年３月に発行

されておりますよね。そういった中で第９期、今回、もう既に策定の計画に入って

いないとおかしいんですよ。国の指示を見てみると、そういった結果を３月、１月

ぐらいまでに集約するように国や県は指導をしているはずですね。そういったこと

を考えたときに我々の町で高齢者の方々、６５歳以上の方々ですが、そういった

方々にどういったサービスを行っているか。先ほど町長が登壇されて申されたのは、

点数制度による国の補助事業、それから県の補助事業、我々が負担している２３％、

全体の２３％ですね、介護料の。その部分の説明でしたので、だからそういったと

ころを第７期、第８期を含んで第９期に向けてどういった考えを持って第９期を計

画しているのか、計画しようと考えているのか。もう既に集約できていないとおか

しいんですよ。県、国のスケジュールを見てみますとですね、もう既にそういった

状態が指示されているはずですね。それを含んで、もう一回お答えいただけません

か 

○町長（東 靖弘君） 御指摘がありましたように３か年ずつの１期３か年ということ

で、現在８期の介護保険事業が終了年になってくる。そしてまた、６年から８年ま

での第９期計画をどのように定めていく考え方かということであります。 

具体的なところは担当者がどのほうに進めているかということでお答えをさせて

いただきたいと思いますが、高齢社会の中で本町においても介護認定を受けている

現状の人たちでも、利用者を含めて随時９００人台はおられるという状況でありま

す。それがしばらくは推移していくということを考えております。令和７年あたり

からは若干減るのではないかという予測的なことも伺ったりしております。また、

逆に新たに要支援、要介護という状態になっていくということも考えられるわけで

ありますので、そういった方々に対するサービスが十分でなければならないわけで

すから、そこの中で介護策定委員会といった委員の方々の御意見等も聞きながら進

めることになりますが、やはり在宅で、あるいは施設で豊かに暮らしていただくよ
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うな方向性は欠かせないものだと思っております。 

先般、新聞を見ておりまして、介護サービス２割負担という記事が出ておりまし

た。現在１０％、１割負担ですけれども、これが２割負担になるということで、そ

れを検討しながら年末までに結論を出すという、今、国のそういった方針が出てお

りますので、それと今お尋ねのあった、どういう関係になるかは今説明はできませ

んけど、計画がどのように進んでいるかということにつきましては、担当課長のほ

うで答弁をさせていただきます。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） ７期を踏まえて８期の今のところの動向ですけれども、

７期時点で８期を想定したときに、施設サービスが今後増えるということで、そこ

を鑑みてサービス料を推計したところなんですが、実際、この８期の中で本町内に

そういった施設ができる予定でしたが、進んでいないこともありまして、思ったよ

りは給付が伸びていないというのが実状でありまして、そういったこともありまし

て、昨年、繰越金の一部を基金に積み立てるということをさせていただきましたの

で、こういったところも今後の保険料の見直しにも加味していきたいと思っており

ます。 

それから、今現状は、昨年度行いました実態調査をもとに、次の計画の準備をま

だ進めているところではあるんですが、この計画策定の委員会自体は、もう少し先

になるのかなというのが、まだ国のほうからの必要なツールであったり、基本指針

がまだこちらに降りてきていない部分もあるため、今のところは情報収集をさせて

いただいているところです。 

○１０番（中山美幸君） 今、情報がまだ国や県から来ていないということなので了解

ですが、でもですね計画策定のための調査分析、準備というのは令和４年７月、こ

れから始めてくださいよという県・国の通達は来ているはずなんですね。それで、

今、その分析がまだ未回収といいましょうか、できないというのが若干私は疑義を

持っているんですが。どういった方向でそうなっているのか、ましてや令和５年１

月、これは調査の結果、それからサービス給付実績等を分析考察しなさいという国

の指針も出ていますね。そして、今年４月には計画に盛り込む内容を検討してくだ

さいというような通達も出ているはずなんです。そこまでなぜ進んでいないのかと

いうことと、既に７月中旬に入っておりますのでサービス料の見込み等の選定作業

というのも開始してくださいよというような通達も私は出ていると思うんですね。

そうすることによって、後もって議論いたしますが、今後の保険料の問題にももう

既につながってきているというふうに私は思っているんですよね。そういったこと

がなぜ進んでいないのか。県･国はもう既に掛け率、今大崎町では０.３５ですか、

１段階の部分が０.３５か０.３だったと思うんですが、それは所得の低い方々を支
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援するためにそういった政策、０.２５か幾らかの減額をしなさいという、消費税

の関係で通達がありましたよね。そういったことでなっていると思っているんです

が、そしたらそれがなされていないということであれば第８期の部分について若干

議論したいと思います。 

町長御存じですか。寝たきりの方々がどれだけいらっしゃって、どういう措置が

なされているかということ、これはまず町長にお伺いして、担当課でも結構です、

後で。町長がどれだけ認識を持っていらっしゃるかお伺いしたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） 多分在宅での寝たきりという御質問かと思います。実数がどれ

くらいかというところは把握しておりませんので、そこにつきましては担当課長の

ほうで答弁させていただきます。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 在宅での寝たきりという状態であるかどうかについて

は、今ここでは数は把握しておりませんけれども、在宅サービスの受給者の中で要

介護度が高い介護５の方というのが３６名いらっしゃいますので、こういった高い

方々は寝たきりに近い状態ではないかというふうに推測されます。 

ちなみに、介護４が５６名、介護３が３７名となっております。特別養護老人ホ

ーム等になりますと、介護３以上の方が入所対象となりますので、こういった方々

がそういう対象になるかというふうに思われます。 

○１０番（中山美幸君） 令和元年度、これは実績値ですね２８人です。それから令和

２年度の見込みが２７人、それから令和３年度から本年度まで、これを見込額とし

て、計算値としては３０人及び３５人を見込みとしているんですね。そういった形

で我々が支払をしております保険料に関わってきているわけなんですよ。 

そういったところももうちょっと深く議論したいと思っているんですが。８期の

保険事業者の中で、在宅寝たきり老人等介護手当支給は今も続いているかどうかち

ょっと確認ですが、５,０００円ずつ支払をされる事業がありますよね。この事業

については、これは継続中ですか。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 今おっしゃいました事業につきましては、介護４また

は５の方を介護しているところに月５,０００円の事業は継続しております。 

○１０番（中山美幸君） 私は、これ、ほかの市町村といいますか、先ほど同僚議員が

言いましたけれども、近隣の市町村の動向を見てということを言っていたんですね、

町長は答弁をしていましたけれども。ちょっと調べてみましたけれども、５,００

０円というのは非常に少ないんですね。在宅で寝たきりの方々を介護している、非

常にこれは大変だと思いますよ。例えば、まだ３、４、５にならない前、介護度２

ぐらいの人を在宅で入浴させる、それからケアプランをつくって入浴させるのに、

町長、１回に月幾ら支払をしていると思いますか、お答えください。町長の認識で
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す。 

○町長（東 靖弘君） 数字的なことは捉えておりませんけれども、介護保険制度が２

０００年で始まった時点で在宅の介護という、女性の役割が非常に多いということ

で、当時制定されたときにこういった手当等について十分手当てすべきだというこ

とが大きな議論になって、顔はわかるんですけれども名前を思い出せませんが、中

山議員がいうように非常に重たいものがある、大きな責任があると捉えております。 

 ほかの自治体では５,０００円という数字はないということでありましたが、そ

こらにつきましては、また、担当課長のほうでいろいろ調査をさせていきたいと思

っておりますが、実数的なところにつきましては担当課長のほうで答弁させてもら

います。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 在宅での入浴等の介護ということですが、例えば訪問

介護、ホームヘルプの場合ですと、身体介護というのが入浴の介助等です、おむつ

の介助とかなりますが、この場合が２０分以上３０分未満の場合が、本人負担が２

５０円となっております。ということは、費用としては２,５００円ということに

なります。 

また、訪問での入浴介護、入浴者が自宅に行って入浴をする場合ですと、要介護

１から５の方の場合が、１回、本人負担が１,２６０円ということですので１万２,

６００円かかることになります。 

以上です。 

○１０番（中山美幸君） 今、担当課長のほうで正確にお答えいただきました。介護度

によって若干違いますが、１・２、入浴で最低でもですね８３２点ぐらいですか、

初期というのが４４点ぐらい、それが４４０円ぐらいですね。１点が１０円と先ほ

ど申しましたけども、大体１点が大崎町の場合は、段階があるようですので、大崎

町の場合は１０円だと思います。都会については１１.３円とかそれぐらいになっ

ているのかな、正確な数字は覚えていませんが、大体１０円から１１円、１１円５

０銭ぐらいの間で動いているようですので、そうしますとですね介護度によって１,

２００単位ぐらいまで使われているようですね。今、担当課長がおっしゃったよう

に１万２,０００円ということです、１回の入浴。そういったことを自宅の家族の

ために介護をなさっている方、先ほど５,０００円という話をしましたよね。それ

で事足りているのかということなんですよ。これは全体の介護保険制度にも私は左

右される問題だとは認識していますが、しかし、その部分についてはやはりですね

今からの高齢者が多くなる事態を考えると、これまた町長にお伺いしたいと思うん

ですが、現在の６５歳以上の世帯、何世帯あるか御存じでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） ６５歳以上のみの世帯は２,９９４世帯、６月９日現在であり
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ます。 

○１０番（中山美幸君） この数字を考えて、何も思いませんか。大崎町の全体の世帯

が、今６,０００前後かなと思っているんですが、６,３７６世帯だと思っているん

です。それを考えると、４７.５％が６５歳以上の世帯主、６５歳以上がお住みに

なっている世帯なんですよ。本当、大きくいうと半分ですね。こういったことを考

えると、今、テレビ等でいろいろいわれております、老老介護。まだ元気だったら

いいですよ、私たちも既に７０になってきましたし、そういったときにじゃあ誰が

介護するの、自分の家内が介護したり、２人しか住んでいないということですよ、

これ、６５歳以上のみの世帯。そして、そのうちで夫婦だけの世帯１,０６２です

よね、これは１６.８％。２０２０年はもっと多かったです、１９.２％でした。男

性だけの世帯、１人世帯です、男性が、これは６０４戸。そして、６５歳以上の女

性だけ、１人住まいの方が１,２８２戸なんですよ。町長、これを考えて、老人福

祉計画、もう少し真剣に考える必要があるんじゃないですか。町長の見解をお伺い

します。 

○町長（東 靖弘君） 私たちの町だけでなく、全国的にも人口減少が進んでおります。

日本は世界の最トップの長寿国でもありますけれども、高齢化率が高い国でありま

す。私たちの町もそうなってきて、今、議員さんが発言されたような状況でありま

すが、こういった状況はまだまだ増えていくだろうと捉えております。若年世帯が

減少してきている中で、高齢世帯がどんどん、どんどん増えてきている。支える人

材が少なくなってくるといった、昔から見るとアンバランス的な状況になってまい

りますので、高齢者の方々がいかに地域で支えて、あるいは施設サービスを享受し

ながら地域で生きていくかということが非常に重要なことになってくる。そういっ

た地域社会を形成していくことが求められてくると思っております。 

高齢者が２,９９４世帯とお答えいたしましたけれども、まだまだ増えてくる中

で５０％を越えていく状況にもなってまいりますので、高齢者福祉の在り方、地域

福祉の在り方、地域で支えていく体制の在り方といったことは、やはり十分に考慮

しながら計画を立てていくべきということだと捉えております。 

○１０番（中山美幸君） そういった高齢者の方々が増加してくる。今、ちょうど町長

のほうから人口問題に触れられましたので若干申し上げますが、高齢者事業の運営

について人口問題はほとんど関係ないんですよね。ところが、人口問題が一番関係

するのは、我々住民が負担する保険料に関係してくるんですよ。運営については、

かかる費用を第１号の人口で割っているわけですから、そして保険料を決めている

わけじゃないですか。だから、保険料の事業全体については人口問題は関係ないん

ですよ。ところが、我々が支払をしている保険料については、人口問題が大きな問
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題、左右しているんですね。２７％が第２号保険者が支払をしているわけですよ。

そういったことを考えてくると、やはり私は人口問題も、皆保険には保険の運用自

体には関係しないけども、我々住民が負担する、そこには負担が掛かってきている

ということを認識していただいて、介護保険とともに住民の減少をどうやってあげ

るかということについてもですね、これは議論の余地がある部分です。そういった

ことを考えながら介護保険制度も進めていっていただきたいというふうに申し上げ

ておきます。また、町長はですね令和４年第１回定例会、施政方針の中でどういっ

たことを申されているかというと、途中からです、「また、認知症や知的障害等に

よる物事を判断する能力が十分でない方の権利を守るため、成年後見制度普及や権

利確保の推進に努めてまいります」と、４年第１回議会で言われているんですね。

これを踏まえて、私は本町の８次計画を見てみました。ところが、成年後見人をこ

れだけ推進するということを本議会の第１回で言われていながら、成年後見人は、

何人後見人を出されているんですか、８期で。 

○町長（東 靖弘君） 本町で成年後見制度をつくると施政方針で説明をしております

けれども、やはり広域的にということで、肝属、大崎と連携して成年後見制度につ

いては取り組んでおります。肝付町のほうに事務所があるところでありますので、

実際、大崎町の方が何人、後見人制度として適用されたか、あるいは申請されて認

められていたかといった実例等については、担当課長のほうで答弁させてもらいま

す。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 今、少し御説明いたしました、大隅半島のうちの５町

で成年後見センターを、昨年開設いたしました。ここでは、その５町の中で成年後

見が必要であると考えられる方々のいろんな手続を、ここで一括でしていただく。

各町のほうは窓口として、まずはいろいろ資料を収集してそこに預ける形になって

いるんですが、昨年は、正確な数字ではないんですが、二、三件ぐらいだったと思

うんですが、そういった相談があって、成年後見につないでいます。それ以前も二、

三件程度の成年後見の方がいらっしゃいまして、今後も、特に独り暮らしとか身寄

りのない方については、そちらの制度を活用していただくことというふうに思って

おります。 

以上です。 

○１０番（中山美幸君） 今、５町でやっていらっしゃるということなんですね。デー

タを見てみますと、本町からは１件ですね、後見人制度があったのは、と私は理解

しておりますが。でも、これはですね親族のいない方々が、将来的に判断力が衰え

る、特に認知症の問題ですよね、そういったところがあったときに、町によって成

年後見人の活用というのは判断できるんですよ。自分の町で自分の町長の名義でで
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きるんですよ。そこまで踏み込んだような考えは持っていらっしゃらなかったんで

すか。 

○町長（東 靖弘君） 法的な面は存じておりませんでしたけれども、認知症や、自己

判断ができなくなってきている人たちの権利とか、その人たちの身分とか人格を守

るということが成年後見人制度の最たるものでありますので、そういった方々が今

後増えていくということになる。これを１町だけで、対象者も限られているので、

現時点で広域的に取り組む、専門知識を持っている専門者も広域的におれば広域的

に取り組むことによってそういった人材も確保できるということで、そういった人

材も確保しながら取り組んでおりますので、あくまでも、これから認知症が進んで

いった自己判断ができなくなってきた人たちの財産や権利を守りながら、どう、そ

の人たちを尊重した人生を送らせていける、表現としては悪いかもしれませんが、

そういったことを保護していく、守っていくといった極めて重要な制度であります

ので、ただいま大崎町で１件だけだったということでありますが、こういったとこ

ろまで結びつくのは難しいものかもしれませんけれども、今後そういったことは起

こりえることでありますので対応はしっかりと広域の中でやっていきたいし、本町

でもできるんじゃないかということでありますけれども、さっき言った専門的なこ

ともありますので、合同で勉強しながら進めているという状況であります。 

○１０番（中山美幸君） 本町単独では厳しいかなということは私もある程度は認識し

ておりますが、５町でやられる場合にもですね、やはり入り口、町民と接触するの

は我々の町の職員であったり地域の方々なんです。特に民生委員だとかそういった

方々とのコミュニケーションをしっかりととっていただくことによって、まだ自分

の認識ができる時代にそういったことについてもあるんですよというようなことも

ＰＲしておいたほうが、今、空き家住宅も結構多いですね、そういったことの対策

にも私は通じてくると、いろんなことでこれは通じてくるんですよ。後見人制度が

ないもんだから財産についてもどうしようもなくなってきている。残されて、その

ままになってきているというようなことも私はありかなと思っていますね。だから、

そういったところは進めることによって本町の空き家住宅の朽ちるような住宅の対

策ということにもつながってくると私は思っていますので、是非、そういったとこ

ろも、これは任意事業ですよね、点数の加算される事業でなかったんじゃないかな

と思いますので、そういったことは本町の予算、もしくは５町からの持ち出し予算

でやるべきことであって、しっかりとそういったところも考えていただきたいなと

いうふうに思います。 

それと、続けますが、家族介護慰労金支給制度、この制度も本町ではやっている

と思いますが、やっているか、やっていないか確認とります。 
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○町長（東 靖弘君） 若干、先ほどの点に戻らせていただきますけれども。認知症が

増えていく、そうあってほしくないけれども、そうなっていく。それを察知するこ

とはなかなか難しい。家族であっても、ちょっと変だなという思いで、すぐさま包

括支援センターに相談に行っていただければいいですけれども、なかなかそこまで

結びついていかない。変化をなかなか見て取れないということが、家族の中、地域

の中でもありますので、ただいま中山議員がおっしゃいましたように、そういった

状況が起きることを常に認識していただくような、特に民生委員さん方は訪問とか

していただいておりますので、そういったところではそういうお話もさせていただ

きながら、変化というところを気づいて早く治療をするなり、対応するなり、極め

て大切でありますので、そういったことはやっていきたいと思っております。 

それから、家族介護のことについての御質問でありましたので、そこの数字的な

ことも含めて担当課長で答弁させてもらいます。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 今御質問のありました慰労金事業ですが、本町もござ

いまして、昨年１件の実績がございました。 

以上です。 

○１０番（中山美幸君） うちの町の場合は介護度４から５の方を対象にしていますか、

確認です。 

○議長（富重幸博君） 暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時２４分 

再開 午前１１時２５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 再開します。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 対象者は介護４から５の方になります。 

以上です。 

○１０番（中山美幸君） それで５,０００円から１万円ぐらいを支給していらっしゃ

るんですかね。その金額について、１件だったということですが、教えてください。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 今の慰労金につきましては、１件で１０万円でした。 

以上です。 

○１０番（中山美幸君） １０万円ということは、年間を通して、１年間が１０万円と

いうことでよろしいでしょうか。 

○議長（富重幸博君） 暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時２６分 
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再開 午前１１時２７分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 再開します。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 申し訳ありません。１年間で１０万円になります。 

○１０番（中山美幸君） １年間で１０万円ということは、その方は介護４、介護５の

認定者だということをさっき答弁いただきました。そして、１年間に１０万円とい

うことは、１回も点数制度による純然たる介護保険制度の適用を受けられなかった

ということでよろしいでしょうか。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 今言われたとおりになります。 

○１０番（中山美幸君） １件だとですね、私若干どうかなと思っているんですよ。か

なりの方々が在宅でやっていらっしゃるときに、先ほどもいいましたよね、在宅介

護をされたときに非常に家族に負担がかかってくるというのであれば、もう少し、

国のほうも在宅介護を勧めていますよね、住み慣れたところで云々、先ほど町長も

おっしゃいました。施政方針の中でもそういったことを述べていらっしゃいますよ。

そうした場合に、もう少し、介護をされる方、御家族の方の労というのをねぎらう

必要があるんじゃないのかなと私は思いますし、それから、介護度４から５は厳し

い状況だと私は思っています。本当に厳しいんじゃないかなと思いますよ。だから、

介護度４、５ももうちょっと引き下げて、介護度２ぐらいから、例えば継続して何

か月間か、例えば３か月とか６か月だとか利用がなかった場合、点数制度による国

の制度、県の制度による介護保険の利用がなかった場合には本町のほうでそういっ

た支援をしていく。金額については、私は１か月が５,０００円から１万円ぐらい

でもいいんじゃないかなというふうに理解しています。その代わり、介護度をもう

ちょっと下げていただいて、そうでないと、現在出きつつある認知症の方々、外見

ではわからないじゃないですか、余り。そういった方々の支援をしていらっしゃる

家族の方々、例えば旦那さんがそういう形になった、奥さんがそういう介護をして

いらっしゃる、そしたら仕事もできないでしょう。そういったところを加味するな

らば、もう少しそういったところの手当というのを私はやっていく。先ほどいいま

した高齢世帯が増えていく状況を見たときにはですね、やはりそういった支援も本

町の中でやっていくべきではないでしょうか、町長、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） もうちょっと手厚く支援しなさいという御質問であります。い

ろいろ制度をつくりながら、一定の金額で持続しているということを指摘されてき

ているのかなと思いますので、ただいま発言がありましたことにつきましては、そ

ういったところの必要性をもう少し認識しながら、担当課のほうでも検討させてみ

たいと思います。 
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○１０番（中山美幸君） 介護の問題というのは非常に皆さん御負担をなさっている。

それから、先ほど若干申しましたけれども、料金問題も我々のもらっている保険か

ら天引きされているわけですよね。そうしたときに、それで、じゃあ年金だけで生

活ができるかということを考えたときに、国民年金の方々は非常に苦しい状況にな

っていらっしゃる。いろんな生活に関する費用も私は増加していると思うんですよ、

電気料にしてもそうですよね、光熱費についても上がってきています。そういった

ことを考えたときに、保険料で生活している我々住民が非常に私は苦しんでいると

いうふうに考えていますので、そういったところはもう少し考えていただきたいと、

今後第９期に向けて委員会をつくられて議論するときには、これは任意事業なので

皆さんから集める保険料が増加するということはないですね、一般財源の持ち出し

というのは出てくるでしょうけれども、しかし、それはいろんなことを節約しなが

らやっていくと私はできるんじゃないのかなというふうに考えます。今まで大崎町

をつくってこられた方々の安心した生活をしていただくための政策じゃないですか。

そういったことも考えていただくように要望申し上げますが、町長の見解を求めま

す。 

○町長（東 靖弘君） 時代の変遷によっていろいろと状況も変わってまいります。介

護保険計画は１期３か年でやってまいりますけれども、そういった実態を我々がも

う少し、担当者を含めて詳細に調査することが必要であると思います。そこの中で

どれぐらいの御苦労をされていらっしゃるのかということも把握することが必要で

ありますので、ただいまの御意見につきましては、担当者、職員にそういった状況

調査を、対象者が多いわけではありませんので、その心労の状況を調べさせていき

たいなと考えております。 

また、その手当等につきましては、御意見は尊重してまいりたいと思います。 

以上です。 

○１０番（中山美幸君） 今回はですね教育委員会のほうには質問の要旨を出していま

せんので質問しませんが、町長のほうに質問をしておきますが、異世代の交流促進

事業は元気な高齢者をつくるために本町の第８期の中にもうたってありますよね。

伝統文化だとか伝統芸能だとかを継承していくための世代交流を推進していきます

ということが第８期の中にはうたってあるんですよ。これは、教育委員会部局にも

関係がございますが、今回は教育委員会部局がどういうことをやったかということ

は質問の要旨にはありませんので質問しませんが、こういったところはどういう考

えを進めようと思っていらっしゃいますか。 

○町長（東 靖弘君） 次世代の交流事業をどういうふうに進めるかということであり

ます。答弁書も、一般質問にありませんので何も準備しておりません。したがいま
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して口頭での回答となりますけれども、本町に住む人たちが教育を通して、あるい

は地域行事を通して、そしてまた地域の生活習慣を通しながら、地域、大崎町を守

るために教育であったり、文化であったり、スポーツであったり様々な角度からそ

ういうことを認識することを培っていくということはとても大切であろうと思いま

す。 

現在、少子化が進んでいる中で、また、ここ３か年はコロナの中でいろんな事業

等もできなかったいきさつがありますけれども、我が町に生まれ育ってきた人たち

が愛着を感じていく、そしてまた地域を担っていく人材を育てていくということは、

その保護者であったり、また我々、議会、行政を含んでの責務でもあると思います

ので、ちょっと当たっていないかもしれませんけれども、多文化共生等も含めなが

ら、次の次代を担う子どもたちをどう育てていくのかということを十分対応しなが

ら、育てていく政策をつくっていくことではないかなと思います。 

○１０番（中山美幸君） 私も子どもたちとよくいろんな事業をやりますが、そういっ

た中で高齢者の方々の支援、やはり子どもたちと一緒に遊んでいく、相違すること

によって大崎町の伝統とか文化とかつながってくるわけですね。そうすると、今度

は高齢者の方々もそれによって自分たちの孫、認知度の上昇ということも抑えられ

るというふうなデータもそろっていますね。いろんな運動機能の講習会等にも行き

ますけれども、そういった話がよく出ますし、大学の教授のデータも出ていますの

で、やはり福祉計画の中にうたい込んであるので、そこは実行するような形で、今

のところは私は皆無といっても仕方がないのかなというぐらいの事業じゃないのか

なと思いますので、第９期を迎えるに当たってはそういったところも検討していた

だきたいなというふうに申し上げておきます。是非頑張っていただきたいなという

ふうに思います。 

もう終わりになりますが、結びになりますけれども、介護保険料の件についてお

伺いいたします。介護保険料を現在、大崎町は第９段階、国のほうも標準としては

９段階の徴収ということで評価をしていますね、９段階で評価をしておりますが。

大崎町の介護保険料、鹿児島県でどれぐらいの位置にあると思いますか、お答えい

ただけますか。 

○町長（東 靖弘君） 県内の位置はわかっておりません。大崎町の介護保険料につき

ましては、現在、８期の中で定めている計画で、第５段階においては６,７００円

となっておりますけれども、県内の状況については私自身は把握しておりませんの

で、担当課長のほうで答弁をさせてもらいます。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 第８期の県内の保険料ですが、基準額で比較したとこ

ろで、今、大崎町は高いほうから７番目となっております。 
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以上です。 

○１０番（中山美幸君） 今、担当課長がおっしゃったとおり、上から１０番目なんで

すよ。先般、私総務課に行って、町長がよく地域と見比べて、地域を勘案してと、

先ほどもおっしゃって、同僚議員が若干怒っていましたけど、そう言われないため

に総務課にお伺いしてですね大崎町と類似団体というのを九州各県の類似団体、似

た団体ですね、よく町長言われます、類似団体を見てということをよく言われるん

ですね、間違いないですよね。そうしたときに、そういうことを言われるだろうと

思って類似団体を調べてみました。やはり大崎町は突出して高いんですよ。類似団

体というのは、経済状況、それから人口状況、いろんなものを加味されて大崎町と

似ていますよねということをいわれている町なんですね。そういったところで本町

は９段階で設定がしてあるようですが、大体大方、国の指示が９段階、これが標準

ですね、前は６段階とかいろいろあったようですが、当初はですね。ところが我々

の町と同じような類似団体といわれるところでも１１段階だとか１２段階だとかと

いうようなことをやっている町があるんですが、なぜ、国のいわれる９段階に持っ

てきたのか、その要因は何だったのかをお答えいただけますか。 

○町長（東 靖弘君） 中山議員のほうでそういう話をされておりますので、国の基準

が９段階であるということを基準にして８期はやっております。鹿児島県内でも７

番目に高いということでありました。やはり保険料についてはすごく気を遣います。

例えば介護保険施設がつくられることによって結構保険料があがってまいります。

グループホームができたり、老健施設ができたり、いろんなところがこの町にでき

てくることによってサービスを受ける人たちが多くなってくる。そうしてくると、

どうしても介護保険料に反映してくるという、そういったアンバランス的なことが

発生してくる。それが通常の状態であると思っております。 

しかしながら、いかにして保険料を抑えるかということは常時考えなければなら

ないことであります。大崎町の保険料が５段階の基準になるところで６５歳以上の

保険料が６,７００円と高い、鹿児島県内で７番目ということであります。それだ

け、逆に考えたら要支援、要介護を受ける人たちが多いということも考えなければ

ならないし、施設サービスを利用している方々も多いという受け止め方をしていか

なければならない。しかし、中山議員が言われたように国民年金での生活が主にな

っている方々は非常に負担が大きい。介護保険料等については年金天引きという有

無を言わせない国のやり方もあります。そういったことでなかなかそこに対応でき

ないというつらさもありますので、段階ごとのことも触れられましたけれども、介

護保険料を決めるときにはかなり慎重に判断していかなければならないと思います。

前回いろいろ御指摘がありましたように、介護保険料を抑えていくために、負担を
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抑えていくために基金を設置いたしました。現在１億５,０００万円の基金を積ん

でおります。そういったものを加味しながら、これ以上介護保険を上げないような

対策はやっていかなければならないということは担当課とも話をしているところで

ありますので、高いほうから７番目ということで、それも反省しながら基金を設置

したということがあります。それで対応できるような体制を、９期においては対応

していけるように努力していきたいと考えております。 

以上です。 

○１０番（中山美幸君） 介護の認定率が多いからという、町長、若干発言がありまし

た。そこには若干私は疑義があるんですね。ほかのところでも介護の認定率は上が

っているところはあるんですよ。志布志市なんかは逆に下がっているんですね。そ

れから、鹿児島県内でいう類似団体、長島町なんかはまだまだ低いですよ、８期が

５,６００円ですかね、若干上がっていますけども、１.８％上がっていますけれど

も、そういった状況にありますので、介護認定と、度合いにもよりますけれども、

１、５、その度合いによって点数が変わってきますので金額は一概には言えません

が、そういったことだけを考えるんじゃなくて、もう少し、ほかの市町村、１０段

階それから１２段階、いろんなことがあって細分化することによって納める金額が

変わってくるということですね。今度の９期の部分で考える必要があるんじゃない

ですか、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） 志布志市が１２段階に区分されております。鹿屋市が１３段階

で区分されております。本町の９段階では基準となるところは３２０万円以上の人

たちということでありますので、じゃあそれを１０段階、１１段階、１２段階に引

き上げて、もうちょっと高い層の区分をやりながら負担を高めていくという方法も

当然考えられるわけであります。 

課題となるのは、大崎町でどれぐらいそういった対象者がいるだろうかというこ

とも考えていかなければなりませんが、鹿屋市が１３段階ということでやっており

ますけれども、本町は９段階でやっております。１０段階、１１段階、１２段階に

引き上げて、できるだけ所得の高い方々から負担を取って、少ない方々への支援を

していくかというところが目的になるわけでありますので、そこらにつきましては

介護策定委員会でそういう提案はしてまいりたいと思います。 

先ほど介護保険の認定が多いということについてはいささか話が行き過ぎたのか

もしれませんけれども、ずっと大崎町の介護認定者は要支援１から要介護５まで９

００人台をキープしております。大崎町単独で、毎年９５０人、９６０人という状

況でありますので、曽於地域内で志布志、大崎町と比較してどのようなパーセント

であるということはいつも比較するわけでありますけど、もう少し考えていかなけ
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ればならないのは、日々の中でそれぞれが健康に対する意識を培っていく、あるい

は、いつも保健福祉課でやっております健診を受けていきましょうということで健

康に対する意識を見直していく、こういう基礎的なことを周知していきながら、自

らの健康づくりを少しでも高めていくような意識を持っていただく、実行していた

だくということが本当に必要かなと思っております。コロナの中で健診率もなかな

か上がっておりませんけれども、やはり自分の健康は自分で守るということで様々

なスポーツをしながら、そしてまた日常の自分の趣味等を生かしながら社会生活を

送る中で維持していくということで、基礎的な部分をもう少し我々も住民の皆さん

方に周知していくことで重度化しない対策を講じていくということはとても重要だ

なと思っておりますので、逐次、職員と打ち合わせをしながらやっていきたいと思

っております。 

○１０番（中山美幸君） 是非ですねそういったことを加味しながら、今後出てくる９

期の介護保険事業には反映させていただきたいなと思います。 

保険料は各自治体の条例制定でできるようになっているじゃないですか。介護保

険施行令の３８条、３９条でうたってあるじゃないですか。我々の町は我々の町で

できるんだよということがあるじゃないですか。そういったことを考えながら、も

う少し幅を広げていって、６段階以上、５段階が基本となるようですけども、６段

階以上についてはいろんな部分がありますし、そしてまた、今後、第９期に向けた

国の法律、施行令というのも変わってくるでしょう。そうしたときに低額所得者の

減免措置の数字も変わってくる可能性がありますよね。今、本町で０.３ですね、

基準額に掛ける０.３でいっていると思いますが、そういったところも今後は変わ

る可能性があります。そうしたときにもう少し、そういった弱者に目を向けていた

だく。それこそ、同僚議員が言いました人の命に目を向けていただくような政策と

いうことも真剣に考えていただく必要があると思いますが。 

最後に、もう１点だけお示しをいただきたいと思いますが、我々が大崎町で積み

立てをしておりますが、介護保険財政安定化基金について、本町は給付を受けたこ

とがあるのか、それとも借りたことがあるのか、いずれですか。 

○町長（東 靖弘君） 財政安定化基金を借りたことがあるか、給付を受けたことがあ

るかということでありますが、そこについては詳しくは担当課長のほうで調べて答

弁をさせていただきたいと思います。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 本町においては拠出金を借りたことはございません。 

○１０番（中山美幸君） 本町の現在の介護保険の未収金が約１００万円ほどあるよう

ですね。確認します。 

○議長（富重幸博君） 暫時休憩します。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時４８分 

再開 午前１１時４９分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 再開します。 

○税務課長（川越龍一君） お答えいたします。 

１号被保険者分でよろしいでしょうか。令和４年度末でございますが、現年分で

１２５万５,０００円、過年度分で８９万円程度ございます。 

以上でございます。 

○１０番（中山美幸君） これが徴収できなかった理由がおわかりですか。 

○税務課長（川越龍一君） やはり生活困窮といいましょうか、それが一番の原因でご

ざいます。そういう方につきましては、納税相談を行って随時分納相談なりを行っ

ているところでございます。 

以上です。 

○１０番（中山美幸君） そういった場合に、一生懸命努力をしても回収できない、徴

収できないといった場合に、先ほどいった介護保険安定化基金の中から２分の１い

ただけるんじゃないんですか。そういった手続というのはあるんじゃないかと思う

んですが、いかがですか。 

○保健福祉課長（岩元貴幸君） 誠に申し訳ありません。そこまで詳細な資料がござい

ませんで、こちらも把握しておりませんけれども、今後勉強させていただきたいと

思います。 

○１０番（中山美幸君） その基金の目的等についてはですね、どうしても集金ができ

ない、徴収できない部分については２分の１だったと思っているんですが、確かそ

ういった制度もあったような気がするんですね。本町が全体の資金の３分の１ずつ

を払っているじゃないですか。そういったものが法的にあるので、そういったとこ

ろは、もしできるんであれば、私もちょっと不明確ですけれども、確かだったと思

います、そういったのが活用できるんであれば、約１２０何万円についても、結局

保険料がそこから入ってくることによって全体の保険料というところに関わってき

ますよね。そういったところも研究していただきたいなというふうに要望申し上げ

ますし、また、保険料の、先ほど言った、段階による、第９期における段階、９段

階現在ですけれども、そういったところも経済状況それから財政状況を調べながら

段階の変更ということを要望しますし、また、先ほどの支援金についてももう少し

住民の方々に幸せになっていただけるような政策、そういった方向で考えていただ

かないと保険制度を運用するための基金では駄目ですよ、保険制度を運用しながら
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でも、やはり住民が幸せになるような政策を打っていくということが私は必要じゃ

ないかと思いますので、是非そこらは前進するような考えを持っていただきたいと

思いますが、最後に町長の答弁を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 財政的なこともありますけれども、先ほども何回も答弁してお

りますが、移り変わりの中で置き去りにされている方々がいらっしゃるという事実

を把握しておりませんでしたけれども、ただいま、未納の問題も含めながら、未納

も１２５万５,０００円ほどあるんだと、困窮世帯もあるんだということもありま

すので、そういった実態はちゃんと調査した上で対策を取っていきたいと思います。 

以上です。 

○１０番（中山美幸君） 是非、前進できるような政策を９期には打っていただくよう

に要望申し上げ、私の質問を終わります。 

○議長（富重幸博君） ここで、昼食のため暫時休憩いたします。午後は１時から再開

いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５２分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 再開いたします。 

次に、２番、草原正和君の質問を許可いたします。 

○２番（草原正和君） 皆さん、こんにちは。私は、今回、通告のとおり、セントロラ

ンド・旧あすぱる大崎についてと、ごみ問題について質問いたします。 

まず、初めに、セントロランド・旧あすぱる大崎について。旧あすぱる大崎は、

人や物の交流を通して観光産業の振興、住民福祉の向上を推進し、併せて地域情報

交換の場として、また、隣接するあすぱる物産館は、農林水産物の販売、紹介及び

取引の斡旋、並びに消費者との交流による情報等の交換を行い、町の活性化に資す

る建物であり、その目的を遵守しながら本町の活性化にも積極的に協力いただける

民間事業者に建物の無償譲渡、土地の無償貸し付け、固定資産税の１０年間補助と

いう条件で行った事業であるが、譲渡後のセントロランドの運営について、どのよ

うに把握・評価しているかと問い、１回目の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） 譲渡後のセントロランドの運営について、どのように把握・評

価しているかとの御質問でございます。 

平成１０年度に、広域交流活性化センターあすぱる大崎と、平成１２年度にはあ

すぱる物産館を、観光・産業の振興、住民福祉の向上と農林水産物の販売等による

交流の場として、町の活性化に資するために建設設置いたしました。 
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その間、地域活性化等の取組を進めながら、指定管理者制度により管理運営を行

ってまいりましたが、民間事業者等による施設のさらなる有効活用が必要との判断

から、令和２年度に両施設を民間譲渡することとし、募集を行ったところでござい

ます。 

その後は、御承知のとおり、令和３年４月１日付で阿部商事有限会社へ建物を無

償譲渡し、土地を１０年間の無償貸し付け契約を締結したところでございます。 

譲渡後は、施設等の改修工事等に着手されまして、令和４年３月に温泉施設を除

く宿泊施設や売店等をオープンし、同年１１月には温泉施設の完成に伴いましてフ

ルオープンの運びとなり、現在に至っているところでございます。 

評価につきましては、民間事業者の発想により客室を増やされるなど、これまで

にない魅力のある改修をされておりますので、現段階では一定の評価はしていると

ころでございます。 

以上でございます。 

○２番（草原正和君） 道の駅としての機能は達成しているのかについて、お答えをお

願いします。 

○町長（東 靖弘君） 道の駅としての機能は達成しているのかとの御質問でございま

す。 

道の駅くにの松原大崎は、国が整備した国直轄の道の駅でございます。道の駅の

登録要件となっているのが、利用者が無料で利用できる十分な容量の駐車場の確保

とトイレの設置、道路情報などを提供する案内所の設置、乳幼児に対する授乳やお

むつ交換が可能なスペースの確保、２４時間利用可能な電話の設置が道の駅の登録

要件となっておりますので、道の駅としての機能は達成しているものと思っており

ます。 

御質問の件につきましては、旧あすぱる大崎が道の駅に付随する施設として役割

を果たしているのかということであろうかと思います。旧あすぱる大崎・セントロ

ランドにつきましては、道の駅として指定しております敷地内にありますので、そ

の１つとして物産館の経営を継続することを条件の１つとしております。物産館に

ついては、現在経営をしていただいており、道の駅の付随施設としての機能は達成

していると思っております。 

以上です。 

○２番（草原正和君） 道の駅としての機能は達成しているということでしたが、道の

駅くにの松原大崎内の大崎総合案内所に従業員を１名配置し、情報発信及び観光案

内サービスを行うものとすると委託業務にうたってあるが、その役割は十分に果た

せているかについて問います。 
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○町長（東 靖弘君） 現在、譲渡先であります阿部商事有限会社様との契約に基づき

まして、従業員を配置していただいております。総合案内所は２４時間利用可能で

ありますが、従業員による案内時間については、原則として週６日、午前９時から

午後５時まで常駐することとなっておりますが、現状はセントロランドの営業日と

同じ勤務体系となっておりますので、今後、契約内容も含めて検討してまいりたい

と思います。 

○２番（草原正和君） １名配置して、週６日ということでしたが、私、聞きに行って

きました。今のところ、週休２日を取っていらっしゃって、駅長会議等があれば、

その週は別な週で代休を取れば３日休む週があるということでした。すごい、改修

されてすばらしい建物になっていると思います。でも、やっぱりいろんな人が来ら

れたときにですねそういう案内発信をしていただきたいので、そこの部分について

は十分協議をしてください。 

続きまして、あすぱる物産館の営業時間、休日、出品者との関係性、利用者のニ

ーズ等を踏まえ、適切に運営されているかについてお答えください。 

○町長（東 靖弘君） 現在、物産館の営業時間は午前１０時から午後６時までとなっ

ております。休日は、週２回の月曜日と火曜日が休日となっております。また、出

品者との関連性については、旧出荷者協議会の出品者の一部の皆様と新たに個別に

契約をしているとお聞きしておりますので、出品者の皆様と協力しながら、利用者

のニーズに合わせた営業努力をしていただきたいと期待をしているところでありま

す。 

○２番（草原正和君） 出荷者組合ともいろいろ協議をして、一部のところということ

でしたが、なぜ一部だったのかというところも、また後で質問しますが、続いての

質問にちょっと移らせてもらいます。 

温泉施設は、住民福祉の向上と健康増進が十分に図れているか、その点について

お答えください。 

○町長（東 靖弘君） 温泉施設についての御質問でございます。昨年１１月に温泉施

設がオープンしたことから、住民福祉の向上と健康増進を目的に、令和５年度当初

予算において温泉利用券の予算の増額をお願いしたところでございます。今後も、

多くの町民の皆様に利用いただき、住民福祉の向上と健康増進が図られるよう、温

泉利用者の推移を見守ってまいりたいと思います。 

以上です。 

○２番（草原正和君） 温泉施設につきまして、譲渡前、譲渡後を比較して、どのよう

に認識しているか、また、住民はどのように思っているかを認識しているか、また、

こちらの施設についても営業時間、休日、料金等はどのように認識しているかにつ
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いてお答えください。 

○町長（東 靖弘君） 時間につきましては、令和２年度は午前８時から午後１０時ま

でで、現在は午後１時から午後９時半まででございます。 

休日につきましては、令和２年度は月２回、第一・第三火曜日を休日としており

ました。現在は、週２回、月曜日と火曜日の休日とされております。 

料金につきましては、令和２年度は、大人１人３２０円、子ども１人２１０円、

家族風呂１時間１,６５０円でありました。現在は、大人１人４５０円、子ども２

５０円、家族風呂は１時間２,０００円となっております。 

営業時間、休日、料金のみを単純に譲渡前と比較しますと、サービスが低下した

ようにも思えますが、施設を外観から内装まで改修されておりますので、一概に質

が落ちたとまではいえないところでございます。今後、さらなるサービス向上に努

めてもらえるよう期待しております。 

以上です。 

○２番（草原正和君） 民間譲渡時の募集の事業計画、プレゼンテーションがあったと

思います、と現状についてをお伺いしたいんですが、一番初めに、源泉の権利につ

いてお伺いします。なぜ、当初の募集では源泉の権利も譲渡するとなっていたが、

途中で差し替えがあって、源泉の権利は町に残すと変更になっているようですが、

そこはなぜ、町に源泉の権利は残す運びとなったかをお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 温泉については、当時、県庁の生活環境課というところ、現在

の名称はわかりませんが、そちらのほうに許可申請を出しております。そこで認可

をいただいて、１つ目の温泉が駄目で、２つ目についてもその許可をいただいてい

るところでございます。現在２つ目の温泉が利用されているということになります。 

申請する段階での許認可業務が非常に膨大な量、期間がかかっております。今回、

阿部商事に譲渡するとなったときに、今、１０年間の貸付でありますけれども、温

泉の泉源そのものも、また改めて計画書をつくり直して、阿部商事のほうに県が許

認可を与えるという膨大な作業が発生してまいります。そうすると、期間的になか

なか営業には至らないということもありましたので、源泉についてはそのままの形

で、営業に向けて努力していただくという形を取りました。 

○２番（草原正和君） そのような運びでなったということで理解しました。 

こちらは令和３年２月１５日発行の議会だよりになります。こちらの中の源泉の

ポンプの修理代についてお伺いします。源泉の附帯設備は譲渡するが、源泉の権利

は町の所有するとあるが、仮に附帯設備が故障した場合の取り扱いはどうなるかと

の問いに対しまして、例えば源泉のポンプが壊れた場合には、譲渡の相手方である

阿部商事で負担していただくことで了解を得ていると書いてあります。その後、令
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和４年１１月１５日の議会だよりのほうに、温泉はいつ開くのかという質問に対し

て、源泉の権利を保有する町の責任においてポンプの交換作業を行うという答弁が

ありますが、全く全然違う回答なんですね。阿部商事のほうで交換をしていただく、

源泉の権利は町にあるが負担はしていただくといっているのに、その何か月後には

町の責任、権利が町にあるから町が負担するんだという説明があったと思われます

が、その件についてお伺いします。 

○町長（東 靖弘君） 確かに譲渡した段階で、阿部商事にポンプも含めて譲渡します

よという形で協議をしたということになっておりますが、温泉の開業に向けてなか

なか進んでなかったという実態があります。そこで、調べる中で、２０年間ポンプ

を取り替えていないという事実も判明いたしました。専門的に調査していただいて、

非常に劣化しているという状況でありまして、譲渡時でそこまで確認することが、

地下のことでありますので、なかなかできなかったんですが、専門家の方に見てい

ただいて引き上げてもらって検査もしていただきました。 

譲渡する段階で、最初の契約の段階ではそこまで気が回っておりませんでしたの

で、実際、住民の皆さんから早く温泉を開業してほしい、あすぱるを開業してほし

いという要望がどんどん高まる中でなかなか進められていない。その要因が、２０

年間ポンプの取替えもしていない、点検もしていないという実態を突き詰められた

ところであります。そういったことから、我々も譲渡する側としては、誠意を持っ

て譲渡したとも言えないということもありまして、早く開業するといったことも踏

まえまして町のほうでポンプについては取替えをさせていただくという方向で進め

させていただいたといういきさつであります。 

○２番（草原正和君） 温泉がなかなか開業しないということで、町民からの要望も多

かったということで工事をしたというのは御理解しました。 

でも、その中でもですね議会だよりの中には、あすぱる大崎の修繕等について申

出があった場合にはどのような対応となるのかという部分に対してですね、今ある

ものをそのまま譲渡するということでの契約になっていることから、経営に関する

案件が生じた場合は対応する可能性があるが、阿部商事からの申出による理由から

修繕等を行うことはないと、明確に住民には説明しているんですね。なので、もち

ろん、早くオープンをさせてほしいという町民の意見を聞いたということではある

んですが、そこの部分の説明がされていれば、住民の方も納得がいくと思うんです

けど、前回までは議会も傍聴したりしましたが、権利が町にあるから、町にあるか

らという形でしたが、そこの部分もちゃんと説明がなされていれば御理解が得られ

ると思いますので、一番大きかったのは町民からの要望という形だと思います。 

続きまして、今後ポンプ等が壊れた場合には修繕費用はどうされるつもりなのか、
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お伺いします。 

○町長（東 靖弘君） 原則として、阿部商事に譲渡しておりますので、阿部商事のほ

うでポンプの故障等について、あるいは取替え、整備は発生するものと認識してお

りますが、そういったときにまた、阿部商事側からも何かあるかもしれないんです

けど、今回はこういう形を取りましたが、次回は、やはり会社のほうで、２０年間

取り替えていないという責務もありましたのでそういう方向性を取りましたので、

次回は会社のほうでやっていただきたい、そういう協議を重ねていきたいと思いま

す。 

○２番（草原正和君） 理解しました。今後は、阿部商事さんとの協議の上、できるだ

け阿部商事のほうで対応していただくという考えであるということで認識いたしま

した。 

それでは、提案のプランと現状についてですね、譲渡先の選定基準の中に事業内

容、提供するサービスの内容及び営業時間等について、質の高いサービス提供が期

待できるか、料金設定に対する考えは適切か、地域施設の特性を理解し、地域活性

化に結びつく効果的な施設活用ができるか、地域住民や地域産業との連携・協働は

期待できるか、また、地域経済の効果は期待できるか、利用促進につながる多角的

な取組について提案はあるか、複合施設についての利用促進はうたわれているか等

あるんですが、プレゼンテーション時点では料金等、営業時間と、週２日休んだり、

料金を値上げするということがあったのか、ないのかについてお伺いします。 

○町長（東 靖弘君） あすぱるの料金のことについてでございますが、先ほど、料金

については令和２年度は大人１人３２０円であったという説明もいたしたところで

ございます。現在の料金がこうなっているところでありますが、料金設置について、

こういう料金にしていくという説明自体は私は受けておりませんので、これはあく

までも阿部商事の考えのもとで費用対効果や投資費用の回収といったことも考えな

がらの料金設定をされているのではないかなと思います。 

○２番（草原正和君） 今の説明で大体は理解しましたが、やはりですね皆さん、きれ

いになってよかったなと、見た目もすごくよくなったなという意見も聞く一方、利

用料が高くなってしまったなとか、あと、休日が多かったということで出品者のほ

うからもですね土日に合わせて出品すると、月・火休みだと、もう水曜日には回収

しないといけない等の意見が結構聞かれます。その辺について、今後、阿部商事さ

んとの話をしていただくことは可能でしょうか 

○町長（東 靖弘君） 我々としてはあすぱる大崎の利用増進による成果を当然期待し

ているところでありますので、ただ、その中で料金設定は阿部商事での判断だとお

伺いしたところであります。前回社長と話をしたときには、現在投資をしているの
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で、１年間はそういう形で営業をやってみて、その上でまた判断しなければならな

いのではないかという話を以前はされていたこともあります。料金設定については

阿部商事側が判断することでありますけれども、議員さんの想い、いろんな方々の

意見を聞いておられるので、そのことについてはお伝えしたいと思います。 

○２番（草原正和君） よろしくお願いいたします。 

道の駅の機能は、休憩機能、情報発信機能、地域連携機能の３つがあるとうたっ

てあります。民間譲渡したことにより改修も進み、環境拠点にできる場所となって

います。にぎわいづくり、活気づくり等で、建物に対しては譲渡したということで

何もできないでしょうが、イベントを開いたりとか、あそこが人が集まるような場

所、そういうような形で人が集まれば、町としてもいいと思います。また、そこを

引き継いでくれた阿部商事さんとしても喜ばしいことだと思いますので、その点を

踏まえ、今後、何か企画をしていただきたいと要望をして、次の質問に移らさせて

いただきます。 

続きまして、ごみ問題について。リサイクルを始めた経緯と現状はどうなってい

るかについてお示しください。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

経緯としましては、平成２年に完成した埋め立て処分場、曽於南部厚生事務組合

清掃センターの施設の延命化を目的に、平成１０年に、缶、瓶、ペットボトルの３

品目の分別から取組が始まりました。 

当時、生活の多様化によりごみの量が増加し、当該施設の残余計画年数が予想以

上に逼迫しておりましたが、衛生自治会を組織し、ごみを出す住民の皆様の御理解、

御協力のもと、以来２５年間、分別は確実に定着し、日本最高水準の資源ごみのリ

サイクル率を維持し、埋め立て処分場の延命化が図られております。 

本町のリサイクルの現状としては、直近の環境省が公表したリサイクル率は８１.

６％の資源リサイクル率となっており、本年まで１４回のリサイクル率日本一を達

成しております。持続可能な資源循環型の廃棄物処理システムとして国内外から高

く評価されている一方、少子高齢化によるゴミ出し困難者の増加や外国人転入者等

の増加等による対応等が喫緊の課題としてあることを認識し、今後対応してまいり

たいと考えております。 

以上です。 

○２番（草原正和君） ごみのリサイクルは、埋め立て処分場の延命化という形で始め

たということでした。延命化ということで、いつかは寿命が来るんですね。その寿

命が来る、最近見た、町のいろんな資料では４０年以上は持つんではないかなとい

う文面を読みました。約４０年後にいっぱいになるということであれば、今１０代
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の人、それ以下の人たちにはちょうど５０歳ぐらいのときに埋め立て処分場を検討

しない時期が来ます。 

リサイクルを始めてから、もう結構な日数がたっていますが、次の埋め立て処分

場、次世代の人には残せる場所が検討されているのでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） ４０年後、埋め終わった後の計画はどうするのかという質問で

ございます。 

実は、先日、同様の質問を野方小学校の４年生から受けたと、担当課に聞いてお

ります。我々大人は、まだ４０年使えるからしばらくは大丈夫と勝手に思っていま

すが、子どもたちからすると、その後のことまで考えてほしいという素朴な問いだ

ったと思います。現在も、現状で満足することなく、埋め立て処分場のさらなる延

命化に向けて様々な取組を実施しております。 

使用済み紙おむつの水平リサイクル、紙おむつを紙おむつにリサイクルする水平

リサイクルや、一般ごみを再分別し、ＲＰＦという固形燃料化等の取組が実現して

いけば、リサイクル率は９０％にもっていけるのではないかと考えております。そ

ういう取組をすることによって、さらに延命化は図られると捉えております。 

○２番（草原正和君） リサイクルを進めることによって、まださらに延命化が進めら

れるのではないかという回答でありましたが、若い人たちの間ではリサイクル、延

命するためにこれ以上細分化していくのか、これ以上、いろんな手間を掛けさせる

のかという部分で、家を建てる段階で、居住をする段階でほかのところに引っ越そ

うかなとか、「大崎町に来ないけ」という、いろんなスポーツ少年団とかそういう

ところで話が出たときに、大崎に来ればといったときに、「いや、大崎はごみがね」

というような感じで言われているような、そういうマイナスの面は御認識されてい

るでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 議員さん方のこれまでの質問の中で、そんなお話を伺いました。

大崎町と志布志市は最初の段階からそういう形で取り組んできておりますので、分

別しやすい仕組みづくりをやりながら、これからも進んでいくということになりま

す。それをやっているから、大崎町に住みにくい、別のところに家をつくるといっ

た御質問もいただいたところでありますが、容器包装リサイクル法、あるいは資源

循環プラスチック促進法といった法律の中では、国はそういう方向でごみの分別化

をどんどん、どんどん推進するという方向性であります。もちろん大都市において

は焼却炉もありますけれども、資源を有効に活用していくという中でプラスチック

資源循環法という法律もできておりますので、それを各自治体にそういう方向で進

めていく、プラ循環法は最近つくられた法律でありますけれども、そういう方向性

で進んでいきますので、お隣の鹿屋市であっても、あるいは大きな薩摩川内市であ
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っても、薩摩川内市もかなりの割合でごみの分別が進んできておりますので、そう

いうことで住民の皆さん方には今の社会の中でこういう仕組みがあるということを

お伝えすることと、非常にこれまで問題になっておりましたごみ出しの環境といっ

たところの充実をしながら、少しでも出しやすい環境づくりをやっていくことに努

力していきたいと考えております。 

○２番（草原正和君） リサイクルの考え方については理解いたしました。 

続きまして、ごみの回収回数増加の要望について、どのように対処されるのか。

アンケートが実施されていると思いますが、今、返ってきている回答の中でどのよ

うに考えて、どのように進めていくつもりなのか、お答えください。 

○町長（東 靖弘君） 今月から、一部の資源ごみ、空き缶、ペットボトル、プラスチ

ック、その他の紙について、自治会からの要望があれば２回回収できるようになり、

３月に開催された大崎町衛生自治会の臨時総会と、４月末に開催された通常総会の

会場で要望書を配布してとりまとめております。 

６月の段階で、新たに２回回収の要望があった自治会は２９自治会で、既に２回

回収をしている自治会と合わせて４１自治会が、２回回収を実施する予定です。 

御質問の中で、どのような人が２回回収を希望して、どのような人が１回回収を

希望していると認識しているかとのことでございますが、一概には言えませんが、

子育て世代や集合住宅などで保管場所が狭い方々が２回回収を希望されていると認

識しております。 

以上でございます。 

○２番（草原正和君） どのような人が２回回収をして、どのような人が１回回収を希

望しているかについて、子育て世代が２回回収を希望している傾向にあるとお答え

をいただきました。 

アンケートの中で、集落の中でアンケートをとっていると思います。集落の中で

２回回収を要望する子育て世帯はどのくらいの比率を占めていると思われますか。

お答えください。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましては、担当課長のほうで答弁させ

てもらいます。 

○環境政策課長（松元昭二君） 今、議員のほうから、集落でアンケートということで

ございますが、１箇所、丁寧に集落でアンケートをとっていただいて、その結果を

役場のほうにいただいたところがあります。それ以外は、普通の要望書という形で

１枚の要望書に「要望する」「しない」というそれだけのとりまとめを、今してい

る段階です。 

集落住民の細かいアンケートということでいただいた資料で、若い方の割合とい
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うところまではデータの中ではなかったです。 

○２番（草原正和君） 人口の比率からしても、若い人の子育て世帯はどうしても集落

の中では少ないんですよね。その中で、アンケート、多数決で決められてしまうと、

やっぱり若い人たち、ごみを出したい人、回数を増やしてほしいという人は絶対数

ではどうしても劣ってしまいます。いろんなところで話を聞いたところ、うちの集

落はわかってくれてね２回にしてくれたよというところと、うちの集落ではもう当

番が大変だから駄目だよ、無理というような言い方で、もう強制的に意見が言えな

いような集落もあったとお聞きします。 

そのような中で、合意形成で図られているとは言いますけど、そのような場で若

い人たちが２回にしてほしいという要望がはっきりと言えて、それが反映されると

思われますか。お願いします。 

○町長（東 靖弘君） まず、今回、すべての自治会で各集落でそういう話はされたと

思います。詳細にはデータは出ていないという担当課長の話でしたけれども、私た

ちも集落でそういうアンケートもありました。１回増やして２回でいいという集落、

１回でいいという集落といった結果が出てきたということであります。 

お尋ねの中で、若い人たちの声が届いていないので従来どおりということがあり

ました。私としては、６月からでも４月からでも若い人の声を聞いて２回要望する

という形に変わっていただければ、随時対応していきたいと考えております。集落

の話し合い活動を、そういったところにおいてもう一回やっていただきたいなとい

う思いです。また、そこの中でうちの担当者を呼んで説明をいろいろしてもらいま

すということになりましたら、担当者を出すこともやぶさかではありませんので、

２回回収を望む方々の声が届いていくということが一番ですが、そういった対応は

とれるのではないかということと、従来どおり１回でいいという方々の、もともと

そこに住んでいらっしゃる高齢者の方々を中心として「１回でよかたいが」という

方もいらっしゃる、その声を破ることもできないということも声としてあるかなと

思いますけど、そこには若い人たちの思いはこうなんだということを伝えていきな

がら２回にするということをちゃんと指導をしていただく、そういう方向で理解し

ていただくように、まずはそういう指導をしていただければ本当にありがたいと思

います。 

○２番（草原正和君） １回でいいがという人たちの意見も、意見です。その人たちの

意見の中でですね、１回にする理由のほとんどが、２回当番を立つことは大変だと

いうことで２回を選択されなかったところが多いです。 

しかしですね、うちの集落はもともと当番が立っていないから２回でよかたいが、

２回捨てたい人がいれば２回にすいがという集落が何個かあるとお伺いしました。
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集落で当番は立っていないから２回にすいがという集落と、当番を立たせないとい

けないというルールをしっかり守って、それだったら大変だから止めときましょう

といったところと、当番が立たないところと立っているところと、そういう不平等

があってもいいと思われますか。お願いします。 

○町長（東 靖弘君） 最初、リサイクルをスタートした時点では、各自治公民館長さ

ん、衛生自治会の会員でありますので、立ち会いをしてくださいという形で何年も

それが持続してきたと思っております。 

大体、多くの方々が集落の中において、大体分別も間違いなくいけるので立ち会

いをしなくていいのではないかという集落の判断でされているということも伺って

おります。自分の集落のことを出すといけないかもしれないんですけど、必ず立ち

会いを、皆さんで班を決めて立ち会いをしているという状況であります。立ち会い

をしないでいいのかという御質問でありますけど、やはり基本的には立ち会いをし

て、間違いのないようにしてほしい、適正に出せるようにお互いに確認し合うとい

うことは非常に望ましいことではないかと思っておりますが、ただいまお尋ねの中

で、一回もしていないところもそれでいいのかというようなお話であったような気

がしますので、今回のことを含めて担当課長のほうで状況等に話をさせていただき

たいと思います。 

○環境政策課長（松元昭二君） 今、町長のほうから答弁がありましたとおり、分別当

初は、全集落で、全衛生自治会のほうで立ち会いがされてずっといっていたんです

けど、途中から、人の移動が余りない集落は分別の取組に大分慣れてきてくださっ

て、立ち会いは不要でないかという形で立ち会いはしないところも幾つか出てきた

ので、今に至っているというのが経緯でございます。 

立ち会いする、しないとあるんですが、基本としては、やはり立ち会いをしてい

ただいて、立ち会いをする理由としましては、ステーションの管理は衛生自治会の

ほうで管理をするという形でスタートをしておりますので、ステーションの管理と

いう部分でしっかりと各衛生自治会で対応していただくというのが基本になってお

ります。管理されて出された資源物、ごみ等を行政のほうがしっかりと責任を持っ

て回収をするというのが基本の流れになりますので、今後とも各ステーションの管

理という部分で衛生自治会の皆さんの御協力をいただければと思っております。 

以上です。 

○２番（草原正和君） 基本的には当番をということでしたけども、その辺はしなくて

も管理が行き届くのであれば当番を立たなくていいよということなのであれば、そ

ういう説明をした上で登板しなくても、最後にごみが残っていなければとかいうの

があるのであれば、そういう説明を付け加えた上でアンケートを実施していただけ
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れば、少しでも２回回収のほうに動いて、いろんな要望が聞き届けるのかなと思い

ます。 

ごみに関していろんな発言をすると、リサイクルに関心がない人だと、環境問題

を考えていない人みたいな感じで、なかなか皆さん、発言がしにくいです。ただ、

皆さん、リサイクルはいいことだとわかっているんですよね。ただ、それが余りに

も不便であると。家の中にごみが溜まったりとかそういうところで、どんどん、ど

んどんその思いが募って、もうリサイクルを止めてほしいという意見まで達する人

もいます。なので、そうなる前にですね少しずつでも要望を聞いていただいて、２

回回収が少しでも多く、１人でもいるのであればそちらにやって、また、当番を立

つというのも難儀だという意見も取り込んで、そこの部分を何かしら、課も２つに

分かれて、そういうところに取り組むという形であったので、その辺も考慮してい

ただきたいと思います。 

またですね、町長は先ほども近隣市町村をということでおっしゃいましたが、若

い人たちが近隣市町村というと隣の東串良町、ごみはどんどん出して燃やしている

んですね。でも、そこを言っても、隣の芝生はよく見えるじゃないですけども、い

いところもあれば悪いところもある。大崎町もいいところがもちろんあると思いま

す。ただ、現実として、若い人たちが、それを理由に少なからず町から出て行って

しまう。大崎町に入ってくる人が少ないという傾向はあると思います。その中で、

リサイクルをする一方、リサイクルは先ほど言ったように一生懸命する、ほかのと

ころは足並みをそろえるじゃなくて、移住・定住のほうも日本一を目指すような、

これもあるよ、これもあるよというようなところを目指して天秤に掛けたときにで

すね、リサイクルと定住、ほかの要因もあると思います、そこの要件については、

そこにクローズアップしたときには天秤がちょうど釣り合うような政策を、近隣市

町村に足並みをそろえずに一歩踏み出した政策をしてもらうことはできないでしょ

うか。 

○町長（東 靖弘君） 近隣市町村で東串良町のことが出ましたが、前回も議員さんか

ら出ましたけれども、肝属はすべて焼却炉でありますので、私が説明したのは、そ

の中で決められたものについては分別をちゃんとやるようにということで、既にそ

んなことはやっておられるんでしょうと。大崎町みたいに２７品目やっているわけ

ではないと。だけれども、だんだん、だんだんそういった分別の数は増えていく、

そういう方向に進んでいく、近隣自治体もそういう方向で進んでいくだろうと認識

をしております。 

立ち会いが云々ということがありました。先ほどちょっとお話をさせていただい

たんですけど、２回回収が望ましいところは２回回収で進めていただければ別に問
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題は何もないと思っておりますが、集落が基礎的な集落というものもありますので、

そういう方向性を進められるときにも、やはり若い人たちの意見はこうだからこう

しましょうということでやっていただく、そういう伝え方をしていただいて２回の

方向性にかじを切ってもらえば本当にありがたいと思っておりますので、これは期

待とか私からの要望とかという形になるかと思いますけども、もう一回、そういっ

たところに立ち入って指導していただければと思いますので、どうぞよろしくお願

いします。 

○２番（草原正和君） またですね、ほかの公民館長からの、ある若い人からの意見で

ですね、ごみの残っているのがあった場合に名前が書いてあるので伝えに行かない

といけないということで、若い世代ですね、子育て世代の人が、もう６０代、７０

代のところに「残っていたよ」と持って行っていたところ、「ここまで来ったれば

若けたっで分けっくれて出さっせくれればよかったとに」と怒られたそうです。同

じぐらいの年代の方が持っていくと、「じゃっとや、ごめんな」と怒らないで、そ

ういう人もいると思います、若い人が来ようが年配者が来ようが「ああ、ごめんな」

という人もいると思いますけど、わざわざ持っくったればよ、そこで処理しっくれ

ればよかったのに、という意見もありました。その方については集落を止めようか

なというような意見まで、やっぱりそういうときの相談窓口、やっぱり若い人がな

ったときというときで困ったことがあったら相談ができるような窓口の設置という

のはできないでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 昨年からリサイクルのことについていろいろ御指摘も受けてお

ります。確かに集積場で違反ごみが出てきて置かれているといった実態は我々の集

落にもあったりすることなので、なかなか相手方にもわからなかったりするので、

それを自治公民館長が処理していくということもするわけですが。 

これからの在り方の中で、今までも議論をいたしましたけれども、ごみ出しがで

きなかったり、そのときに間に合わなかったり、あるいは出せなかったりといった

方々のために、そういった集積場を新たにつくるべきじゃないかという御質問もず

っと受けております。ですから、そういう方向性にも進めていきたいと考えており

ます。 

また、さらに一歩進んで、ごみ出し困難者や、本当になかなか足腰が悪くて出せ

ない方々はたくさん今もいらっしゃるし、これからは超高齢化社会の中で相当出て

まいりますので、そういった方々のためにもごみ出しの最善な方法をとっていくと

いうことが当然やらなければならないことでありますので、そういうことも含めて、

まずは集積場をどこかにつくっていくことをまず始めていかなければならないと思

っております。基本は集落で１回であれ、２回であれ、そういうことをしていただ
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ければありがたいなと思っておりますので、できることならば若い方々の意向を酌

んで自分の集落を２回にしましょうという話をしていただければ、それがありがた

いことと、そのほかに、まだちょっと時間はかかりますけれども、私たちも議員の

皆さんから指摘されましたように、月１回でもそういった集積場に持ってくること

の対策をどうつくるかということで考えて、前に進めていきたいと思っております。 

以上です。 

○２番（草原正和君） リサイクルについての中身は十分理解をいたしました。 

リサイクル、皆さん、いいことだとはわかっています。一番、今回言いたかった

ところはですね、やっぱりこれが理由で人口が減る。自分らの同世代が町外に出て

行ってしまう、入ってこないというのがやっぱり一番残念なことであります。リサ

イクルを反対というわけではありません。リサイクルを進めるのであれば、そこの

部分にも着目して、同じように進めるように、それが負担にならないように、そこ

がマイナスにならないように検討しながら進めていってほしいという要望をお願い

して質問を終わりたいと思います。 

○議長（富重幸博君） ここで、暫時休憩いたします。次は、１時５５分から再開いた

します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後１時４６分 

再開 午後１時５５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 休憩前に引き続き、再開いたします。 

次に、６番、稲留光晴君の質問を許可いたします。 

○６番（稲留光晴君） 日本共産党の稲留でございます。通告書に基づき、また、関連

する質問をいたします。 

第１番目。本町自治体とインボイスについてであります。今年１０月１日に迫り

ました消費税のインボイス制度の導入に対する幅広い業界からの反対や、地方議会

での意見書採択の広がりに押され、政府は納税額の時限的軽減などの激変緩和措置

を表明し、原則、今年３月末だったインボイス発行業者の登録締め切りを、税制改

正によって９月末まで延長しております。 

インボイスを巡っては、自治体に関わる問題が指摘をされております。それでは、

本町が売り手となる場合と買い手になる場合、インボイスが導入されたらどういう

影響が出てくるかを最初の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） 自治体の消費税につきましては、一般会計や各種特別会計ごと

の対応が必要となりますが、まず、本町の一般会計が買い手となる場合、本町では
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経費であり、相手側にとっては売上となる場合は、自治体が一般会計に係る業務と

して行う事業には売上税額と仕入れ税額は同額と見なす特例があって消費税の納税

義務はありませんので、申告義務もございません。そのため、インボイスを求める

こともありませんし、売り手が免税事業者であっても取引を止めることはありませ

ん。 

一方、上下水道の特別会計につきましては、従前から消費税の課税事業者であり、

上水道使用量の検針等で売り手が個人等の免税事業者であると思われる支払がござ

います。この取り扱いにつきましては、現在、近隣自治体と協議をし、検討中でご

ざいますが、個人で課税事業者になるように求めることは難しいとの判断から、こ

の分につきましては、金額も多額ではないことから仕入れ額控除とせずに特別会計

で負担する方向で検討をしております。 

次に、本町が売り手、つまり本町では収入であり、相手側にとって経費となる場

合は本町からインボイスの発行が必要となることから、本町の一般会計、上下水道

の特別会計につきましては、既にインボイスの登録を済ませており、インボイスを

発行できるよう準備を進めているところでございます。 

以上でございます。 

○６番（稲留光晴君） 非常にわかりやすく、今、町長から説明をいただきました。 

大崎町が買い手になるということは、本町から売り手のほうにインボイスを出す

ということでありますけども、そういった中でも地元の商店とか工務店、もちろん

本町が入札をした本町の事業者とかそういった企業間の取引ですね、それとあと、

本町の学校給食センターに給食の物資を納入する業者といった中にも、町内で個人

商店とかあります。先ほど町長からありました免税業者、売り手ということで町が

買い手となった場合に売り手である業者がですね免税業者であった場合は商店から

インボイスを町に発行するということになりますけども、そうなりますと、先ほど

町長がおっしゃいました免税業者であればインボイスを取るために課税業者になら

ざるを得ないということを町長、おっしゃいましたですよね。それは数字的なこと

で、ほかの近隣自治体と相談するとおっしゃいましたね。 

あと、もう１点、給食物資でいえば学校給食会とかそういったところからの対応

とか、こうしなさいとかいうのは来ておりませんですか。その２点、お答えくださ

い。 

○町長（東 靖弘君） ただいま、詳細に当たる御質問でございますので担当課長のほ

うで答弁をさせていただきます。 

○税務課長（川越龍一君） ただいまの稲留議員の質問でございますけども、入札であ

ったり、学校給食に係る仕入れであったりという面につきましては、自治体が買い
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手となる場合でございますので、うちの経費となる場合になるのではないかなと思

っておりますので、インボイスの発行が必要であればうちが求めることになります

けども、先ほど町長からの答弁もあったとおり、一般会計の支出については特例が

ありますので、一般会計は納税の義務、申告の義務がございませんので、町が取引

相手の業者に、一般会計の場合ですね、求めることはありませんので、買い手方が

免税業者であっても、課税業者になってくれ、インボイスの登録をしてくれという

ふうに求めることはございません。 

一方、上下水道の特別会計についてでございますけども、先ほどの町長の答弁の

中で、相手方で個人であり免税事業者である場合があるということでございました

けれども、上下水道の特別会計は従来から課税業者、消費税につきましてでござい

ますので、当然インボイスを求めることもあるんですけれども、相手が個人の免税

事業者であったりする場合には、個人にインボイスの登録を求めることは酷であろ

うと判断をしておりますので、その方向で協議を進めているというところです。特

別会計でその分は出さざるを得ないだろうというところで判断が進んでいるという

ところでございます。 

以上でございます。 

○６番（稲留光晴君） 私はですね本町が売り手となる場合、買い手となる場合、１個、

１個聞く予定にしておりましたが、町長のほうから詳しくありましたので。 

やはりインボイスに対しては、町内業者対応と事業者への影響を明らかにして事

業所を守るように自治体は務めなさいというようなことがあるわけですね。ですか

ら、今回、町長から、税務課長からありました答弁については納得をいたしたいと

いうことでございます。それでは、インボイスの件はこれで終わりにいたしますが。 

次に、２番目に入りたいと思います、人口減少対策についてですね。過去１０年

間の人口推移ですね出生、転入、転出、死亡、人口数ですね推移を示していただけ

ればと思います。 

○町長（東 靖弘君） 過去１０年間の人口動態についての質問でございますが、人口

につきましては各年度の３月３１日の数値を、転入、転出、出生、死亡の移動につ

きましては、各年度の４月１日から３月３１日までの届出日で算出しております。

年度ごとに、人口、転入、転出、出生、死亡の順に申し上げます。 

平成２５年度からですが、人口は１万４,１９０人。そのうち転入５４２人、転

出６３５人、出生１０２人、死亡２３３人です。平成２６年度の人口は１万３,９

３３人。そのうち転入５５９人、転出６３８人、出生７７人、死亡２３２人です。

平成２７年度の人口は１万３,８０５人。そのうち転入６３１人、転出６２９人、

出生１０５人、死亡２１４人です。平成２８年度の人口は１万３,４８８人。その



 

－ 94 － 

うち転入５５６人、転出７０３人、出生８６人、死亡２１３人です。平成２９年度

の人口は１万３,２７７人。そのうち転入５７９人、転出５８８人、出生９５人、

死亡２４３人です。平成３０年度の人口は１万３,０６２人。そのうち転入６０８

人、転出６２６人、出生７７人、死亡２２４人です。令和元年度の人口は１万２,

８８０人。そのうち転入６６３人、転出６７４人、出生７２人、死亡２２３人です。

令和２年度の人口は１万２,６７５人。そのうち転入５７９人、転出５９４人、出

生５４人、死亡２２５人です。令和３年度の人口は１万２,３３１人。そのうち転

入３９３人、転出５６３人、出生６６人、死亡２２９人です。最後に、令和４年度

の人口は１万２,２１４人。そのうち転入９０５人、転出８４９人、出生５９人、

死亡２２６人です。 

以上です。 

○６番（稲留光晴君） 数字をいただきました。 

私の質問の中身、人口減少対策という趣旨でありまして、今、人口の１０年間の

推移をいただきましたが、やはり１０年間で２,９７６人減少しているということ

であります。あと、転入が２５年からすると、令和４年度まで５４２人から令和４

年度は９０５人、転出が６３５人から８４９人。年度を追うごとに転入が増え、ま

た転出も増えるということですよね。ちょっとここの数字が私はつかめておりませ

ん、どうして転入、転出が毎年増えていくのか。ちょっと説明をいただければと思

います。 

○町長（東 靖弘君） 最近増えてきている理由としては、一番は外国人の転入が上げ

られると思います。 

○６番（稲留光晴君） 出生数も、大崎町だけではないんですが、平成２５年、令和４

年度を比べますと半数近くまで出生数が減っている。死亡数は自然減ということで

変わりないかなと思いますが。大崎町の人口減少対策としてこれまでの対策がござ

いましたが、その具体的な対策、この１０年間での効果ということについて町長の

分析結果からお答えください。 

○町長（東 靖弘君） 一番の人口減の要因としては、転入と転出、場合によっては転

入が多いときもあったり、あるいは住宅政策やったときには転入が越えていきます。

過去の例としてはそういったことでありました。 

そういう特別な事業を実施した際にはそういった効果が現れるということと、毎

年度死亡が２００人を超えているという状況があります。２２０人とか３０人とい

うことでありますが、本当に亡くなる方が多い。そこは高齢者の方々ということに

なりますけれども、若い人たちが少ないので産まれる子供が少なくなってきている。

この差をなかなか埋められないので人口減少の要因になっているといえると思いま
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す。 

○６番（稲留光晴君） 若い方が少ないということで、若い方が少ないから出生率が下

がってきていると、そういうようなことなんでしょうけども。どうして若い方が少

ないんですか、そういう質問をさせていただきますけども。若い人を増やす、増や

せば出生率も増えると思いますけども、その辺はいかがですか。 

○町長（東 靖弘君） 過去から現在までの一番の要因は、地元に、大隅半島もそうで

すが、大学がないということも大きな要因であると思います。地元には鹿屋体育大

学がありますけれども、多くの子どもたちは高校を卒業して、専門学校にしろ、ほ

かの大学にしろ、鹿児島市に行ったり、県外に相当出て行きます。それは大崎だけ

のことではなくて県内の自治体もほとんどそういった状況でありますので、大学等

に進学して、卒業して帰ってきて就職先があるか、自分が好む就職先があるかとい

うと、なかなか期待に応えられておりませんので地元に帰ってこない人が増えてく

る。都市部で生活するということが増えてくるということが、若年層が少ない要因

ではないのかと思います。 

その中でも自営をしたり、この地域に住みたいという人たちもいるわけですので、

少数ではあっても、そういった人たちがいるということは御理解をしていただけれ

ばと思います。 

今の社会の風潮の中で、出生率が低下する要因の中で独身者が非常に多くなって

きているということが上げられると思います。今後、日本の人口の４０％には、い

わゆる単身者といわれる方々がそれぐらいになるんじゃないかというような新聞記

事も見たりしておりますが、現実にそういった人たちが増えてきているということ

がありますので、そういったことをいかに解消していくのか、いかに婚姻に向けて

支援体制を構築していくのかといったところが大きな課題になってくるのではない

かと思います。 

○６番（稲留光晴君） 今、町長から、大学の件を言われました。本町に若い人たちの

婚活、今もやっていらっしゃるのかな、それで大崎町に住んでいただく、定住化す

ればですね、それは大人数というわけにはいけないんでしょうけども、ちょっとそ

こあたりを町としての分析をお聞かせいただければと思います。 

○町長（東 靖弘君） こちらは広域的に大隅５町でそういった支援体制を講じており

まして、定期的にやっております。 

実際大崎町に住んでいただいた方々もおられますので、一定の成果はあるのでは

ないかと思います。 

○６番（稲留光晴君） 町長のほうに人口減少対策に対しての対策事業とか聞けば、い

ろいろ数えられないくらい私はあると思うんですよね。それに対する１個、１個の
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分析を聞いても、そのときは人口が増えたりするというようなことをおっしゃいま

した。持続されているとは思いますけども、本町はここ数年で一番子育て世代の予

算を増やしたというような記事もですね南日本に記事が出ておりました。それはそ

れで、やっぱり人口減少対策に予算を取って一人でも増やそうと、そういうのが重

要ではないかというふうに思っております。町長に詳しく、これはどうですか、こ

れはどうですかと聞きたいところですが、次にいきたいと思います。 

３番目の、皆さんにお渡しされているのは空き家及び放棄地となっておりますが、

私は荒廃した農地対策についてというふうになっておりましたけども、空き家と荒

廃農地対策ですね、現状を、まず空き家のほうから示していただければと思います。

空き家総数が幾ら、また補修をして住めるものか、解体になるのか、その数字があ

れば教えていただきたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） 人口減少や既存建築物の老朽化、社会ニーズ及び産業構造の変

化に伴う空き家等の増加は全国で問題化されており、倒壊の恐れなど地域の安全性

の低下を引き起こすとともに、敷地が適正に管理されないことなどから、公衆衛生

の悪化、景観の阻害など多岐にわたる問題を引き起こしております。 

国が平成２６年に制定しました空き家等対策の推進に関する特別措置法の中で、

空き家等に関する必要な措置は市町村の責務と定められていることから、本町にお

ける空き家情報の把握については、平成２８年度に町内全域を対象とした実態調査

を行っております。町内の調査対象は１,５８７件で、うち居住可能４７０件、居

住不可能３２２件、補修すれば居住可能１９５件、非空き家５２７件、物件なし６

４件、調査不能７件という結果で、空き家については調査時点で９８７件であり、

人口減少が進んでいる現在ではさらに空き家が増加している現状と考えられます。 

次に、農地の現状につきまして御説明いたします。農地の放棄地でございますが、

本年４月末現在で再生可能な農地につきましては、田が５１ヘクタール、畑が６９

ヘクタール、合計１２０ヘクタールで、約１,３８０筆でございます。また、再生

困難と見込まれる農地が、田畑合計で３８ヘクタールで、３８０筆でございます。 

以上でございます。 

○６番（稲留光晴君） 今、現状をいただきましたが、こういった空き家等は空き家バ

ンクとか登録をしてくださいということで、少しでも空き家をリフォームして住ん

でいただくと、町内、町外からでもそうなんですが。空き家の現状に対してですね

昨年度でもいいですが、空き家が何軒リフォームして、町外から住まれたとかそう

いうのがあれば答弁していただきたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問は、担当課長の答弁とさせていただきます。 

○総務課長（上橋孝幸君） 昨年度、令和４年度の空き家のリフォーム助成事業の実績
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についてお答えさせていただきます。 

昨年度は８件の申請がございまして、助成額としては３３２万９,０００円助成

したところでございます。なお、転入か居住者かというところまでは把握はしてい

ないところでございます。 

以上です。 

○６番（稲留光晴君） 本年度から空き家がですね危険廃屋じゃなくても補助が出ると

いうような、町としてですね現状の空き家解体のそういう申し入れとかそういうの

があれば、危険廃屋も含めて示していただけますか。 

○総務課長（上橋孝幸君） 令和５年度からの事業ということで、空き家除去推進事業

というところを新規で行っているところでございます。 

事業内容といたしましては、公共下水道区域内にある空き家を解体する場合、最

大５０万円、補助率は２分の１ですけれども、助成する制度です。なお、公共下水

道以外にある危険廃屋、空き家を解体する場合は、最大２５万円を助成しますよと

いう事業でございますけれども、現在何件か御相談はいただいているところではあ

りますが、一定の条件を付している関係もございまして、実績としてはそこまで多

くはないのかなと。現段階ではそういう利用状況でございます。 

以上です。 

○６番（稲留光晴君） 下水道区域か、そうじゃないかということでも対応が当然違い

ますけども。 

農地に関して、今、再生が不可能というようなことが町長のほうからありました

が、人が住まなくなって所有者が町外に行かれたりした場合は管理する人がいなく

なる。荒廃地といっても、耕作を止めてしまった農地と、将来にも全然耕作をしな

いという農地があると思いますけど、その辺の農地を再利用してほしいというのは、

やはり大崎町のリサイクル、再利用と。ごみのリサイクルの次に来るのは、私は農

地のリサイクル、再利用ということではないかなとちょっと最近思うんですが、そ

こ辺いかがですか、町長。 

○町長（東 靖弘君） 毎年６月から７月にかけまして農業委員と農地利用最適化推進

員による農地パトロールを実施しまして把握に努めております。再生可能な農地に

つきましては、利用状況調査を行いまして、貸し出しの希望があれば借り上げる農

家を探しますが、農地の面積が小さかったり、出入口がないなど、耕作するには条

件が悪いところが多いため解消に至っていないと考えております。答弁になってい

るかちょっとわかりません。 

土曜日に国会議員との意見交換会がありました。そのときに耕作放棄地の増加に

対しての国の対策、対応を質問をしてみました。私たちの地域も、日本全土ですけ
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れども、非常に不便な地域も区画整理事業をやりながらどんどん、どんどん農地を

増やしていただくという、これまでの対応はそういったことでありました。しかし

ながら、棚田があったり山際であったり、区画が小さくて不便なところも、まだ

多々あると。そういったところを耕作放棄地として捉えられているけれども、それ

を農地として戻すのかというところを話もしたところでありましたけれども、国と

しても非農地扱いにしていくという方向で進めていく考えを持っていることであり

ましたので、土曜日にそういった意見交換会をしましたので、参考になればと思っ

て説明をさせていただきました。 

○６番（稲留光晴君） 荒廃農地利用活用促進交付金というのがあるんですが、その交

付金に対する町の取組はおわかりになりますか。 

○町長（東 靖弘君） 耕作放棄地に対する取り扱いでございますので、農業委員会局

長のほうで答弁をさせていただきます。 

○農委事務局長（相星永悟君） お答えいたします。 

以前は、遊休農地の解消対策ということで国の補助事業を活用しながら耕作可能

な農地に復元するという事業があったようですけども、現在のところ、町長部局に

おきましても農業委員会部局におきましても、取組はいたしておりません。 

以上でございます。 

○６番（稲留光晴君） こういった遊休地とか、こういったところを利用して飼料等の

自給生産。今、畜産のほうでは、皆さん御存じのように、配合飼料の高騰でですね、

今度も農林振興課のほうから補助金が示されたところですけれども、とても焼け石

に水というぐらい配合飼料が高騰していると。そこで、前も新聞紙上で見たんです

けれども、大隅地区とか鹿屋とかですねそういったところで集合企業体とかそうい

うのをつくって配合飼料等をつくろうじゃないかというような、ちょっと資料も見

たんですよね。ですから遊休地に、一番栄養価が高いのはトウモロコシと、それを

チップにしてつくっているという企業もありますけども、やはり自給をしなきゃ、

これからは輸入品に頼っていてはどうしようもないという時代だと思うし、また、

お金だけ払えば買える時代でもないと、そういうふうな指摘をされる学者もいらっ

しゃいます。まさに私もそういうふうに思っておりますが。本町とか近隣自治体が

一緒になって畜産の町大崎町を盛り上げるためにですね配合飼料の自給自足と、生

産に関してそういう計画等の考えはございませんか。是非、そこ辺を進めていただ

きたいと私は懇願するんですが、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） １点は耕畜連携がありますので、今までも取り組んできており

ますけれども、そういった事業を、既にやっていることでもありますけれども、粗

飼料の確保といったところが難しい状況であるということは、今、我が国の課題で
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ありますからそういったことも踏まえながら構築連携事業がいかにできるのか検討

していくべきことであると思います。 

今、食糧自給率３８％といわれておりますけれども、国産自給率を数字で表すと

いう方向性で、飼料等については海外からの輸入であると、海外で育った、海外の

水を使ったということで国産の自給率に換算されていないけれども、それを国内の

自給率に置き換えて計算すべきだという方向性も出ていて、その中で、いかにトウ

モロコシをつくっていくか、あるいはそのほかの粗飼料等をつくっていくことをや

っていかなければならないということがいわれております。畜産のトウモロコシの

実生についても、それを進めていかなければならないという方向で、国政の中でそ

の地域の中で国産の飼料自給率を高めていくということがこれからどんどん、どん

どん進んでいくと思っております。御質問にありましたように、海外に依存するこ

とは非常に厳しい状況になっていることが常に発信されておりますので、そういっ

た方向性を認識しながら、いかに我が地域でそういったことができるのか。広域的

には経済連が堆肥を宮城県に送って、宮城県からわらを仕入れるといった方向性も

実現されておりますので、畜産の飼料確保、農耕飼料確保といったところは極めて

大きくて、今後の課題となっておりますので、いろいろと前向きに勉強もしてまい

りたいと思います。 

○６番（稲留光晴君） 是非前向きに検討していただきたいと思います。 

先ほど、私、聞き漏れをした件があるんですが。遊休農地で有効活用できるとこ

ろ、何ヘクタールでございましたか。また、私はトウモロコシということしか言い

ませんが、水はけのいい、日が当たるところが一番トウモロコシはよく育つという

ところでございますけれども、そういったところで有効活用できる耕地での栽培と

いうような計画等、本町として考えていらっしゃいませんか。 

○町長（東 靖弘君） 農地の放棄地の件でございますが、本年４月末現在で再生可能

な農地につきましては、田が５１ヘクタール、畑が６９ヘクタール、合計１２０ヘ

クタールで約１,３８０筆であるということです。また、再生困難と見込まれる農

地が、田畑合計で３０ヘクタールで、３８０筆ということであります。 

そういった遊休農地を使って畜産の飼料となるトウモロコシ等の栽培の集団化と

いったお話かなと思いますが、非常に作物は地域性によって変わってまいりますの

で、その場所によってどうなのかということも考えていかなければならないところ

でありますので、現在お尋ねになりましたことについては、これから何ができるか

という考え方になるのかと思います。中国あたりからトウモロコシの輸入は難しい

ということが出てきておりますので、その中で畜産振興をいかに図るかと考えたと

きに、そういったものの生産を奨励していく方向性は必要かなと思います。 
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○６番（稲留光晴君） ちょっと遊休地とは関係ないかもしれませんが、今の私の提案

ですね、来年度から使用が始まる農業公社ですね、そういったところの１つの案と

いいますか、こういう案があるんだけど議題としてですねそういう話ができるのか

どうか。町長、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） 農業公社においては、農作業の受委託作業を主にやっていくと

いうことになってまいりますので、飼料等の梱包といったことも当然やっていくこ

とになりますから、そういった面では一定の役割を果たしていくということになり

ます。現在の畜産の飼養頭数の中でどのくらいの飼料が必要になってくるのか、そ

こは未知数でありますけれども、公社化していくので自給率の確保が少しでも進む

ような方向づけを持ちながら取り組んでいくことは必要かなと。 

○６番（稲留光晴君） リサイクルの次は、是非、遊休地の有効活用ということで本町

で取り組んでいただきたいと思います。 

以上で、私のすべての質問を終わります。 

○議長（富重幸博君） 以上で、本日の一般質問は終了いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 以上を持って、本日の日程の全部を終了いたしましたので、本

日はこれをもって散会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後２時３６分 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） これより、本日の会を開き、直ちに会議いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（富重幸博君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、７番、神﨑文男君及び８

番、宮本昭一君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 一般質問 

○議長（富重幸博君） 日程第２「一般質問」を行います。 

一般質問は、通告順により許可いたします。 

まず、１１番、中倉広文君の質問を許可いたします。 

○１１番（中倉広文君） 皆さん、おはようございます。 

私は、今回水田活用直接支払交付金の畑地化促進事業について、有機農業推進に

ついて、そしてマイナンバーカードの活用についての３件について質問をいたしま

す。 

まず、水田活用直接支払交付金事業の畑地化促進事業についてお聞きします。さ

きの一般質問で取り上げましたが、水田活用直接支払交付金事業の改正に伴い、２

０２２年から２０２６年までに水張りがなされない水田に対しては、この交付金事

業の対象外となります。対象となる水田は、これまで湧水や雨水等で水稲を作付け

していた、特に山間部の水田であり、過去の町長の答弁で、本町への影響は耕作者

４６３名で約１４１ヘクタールあり、交付金額で年間７,４００万円の減額が推測

されるとのことですが、用水施設が施されてない現状で、水張り水田として復帰す

ることがとても困難な圃場の維持、活用法について、水利組合等で新たに用水施設

が設置されない場合は、当該圃場は畑地化し高収益作物へ転換するか、あるいは何

もしない場合はいずれ荒廃地になってしますので、担当課とも十分協議いたしたい

との答弁がございました。私も、当該地域の実情を認識している者として、その対

応策について幾つか提案をさせていただきましたが、この課題について、担当課と

の協議を経て、現在までにどのような取組が行われているのかお聞きします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

水田活用直接支払交付金の制度見直しから現在までの取組についてのことでござ

います。中倉議員も御承知のとおり、令和３年１２月に、農林水産省が水田活用直

接支払交付金制度における交付対象水田の見直しが公布をされ、令和８年度までに
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一度も水張りを行わない農地については、令和９年度以降は交付対象外とし、転換

作物が固定化している水田は畑地化を促すとの方針が示されました。 

この公表を受け、全国の農業団体はもとより、国会でも制度見直しに対する反対

の声が上がり、同時に、水張りの定義に関する議論が重ねられてまいりました。そ

の結果、今年１月に農林水産省より水張りの定義について、水張りとは水稲作付に

より確認することとされ、例外として湛水管理を１か月以上行い、連作障害による

収量低下が発生しないことを証明できる水田を、引き続き交付対象とするとの説明

があったところです。 

この説明を受け、今年２月に開催した農政座談会を通じ、水田農家に制度見直し

に関する説明を行うとともに、農政座談会に出席できなかった水田農家に対して制

度見直しに関する資料を送付し、さらに令和５年度の交付金申請の際においても水

稲作付が可能であるか確認し、作付が難しい圃場を有する水田農家に対し畑地化促

進事業の説明と要望の有無について確認してまいりました。なお、農林水産省の畑

地化促進事業の要望とりまとめに関しては、第１回のとりまとめが今年３月に行わ

れ、本町においても２月末時点での要望をとりまとめ、農林水産省に提出している

ところです。 

以上が、制度見直しから現在までの取組となります。 

○１１番（中倉広文君） 農政座談会等でも報告があったということですけれども、準

備段階ではあろうかとは思うんですが、私が知る限り、対象となる住民の間では余

り危機感が感じられないといいますか、そういった感じで、場合によっては、もう

後継者もいないので、あとはどうにもでもなれよというよというような諦め感さえ

感じるところがあります。本町の農村環境、その景観形成に少なからずとも影響を

与えますし、ＳＤＧｓの観点からも再考しなければならない問題でもあります。 

いろんな課題があろうかと思いますが、畑地化事業の課題をどのように捉えてい

るかについて幾つかお聞きします。事業遂行に当たって、まず、先ほど農政座談会

というような話もございましたけれども、関係する地権者、耕作者、そういった

方々の意識をどのように、先ほどいろいろアンケート等もあったということなんで

すけども、把握、向上させていくかについて聞きます。先ほどの座談会もですが、

もう少し積極的な取組といいますか、そういった関係者に集まってもらって手法と

か問題点とかをやはり執行部共々協議をして前に進んでいかなければいけないのか

なというふうに思います。こういった、対面して様々な疑問に答えていくというこ

とは必要でないかと思いますけども、町長いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） 確かに制度が大きく変わりますので、そしてまた、耕作者自体

が５年後不利益を被るといったことも発生するわけでありますから、そういったこ
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とを念頭に置きながら、農政座談会等においてそういった説明をしている。しかし

ながら、欠席者の方々にはこう変わりますよということで書類も送付しているとい

う状況でありますけど、解釈するのがなかなか難しかったりということは当然出て

まいります。そこらについては十分説明する必要があるかなと思いますが、農政座

談会にどれぐらいの人が出席して、あるいは出席しなかった人はどれぐらいだった

のかということも含めながら、再度、制度が変わっていくことについては周知して

いく必要があろうかと思っております。私からの説明は以上でありますが、農政座

談会等での状況はどうであったかということは担当課長のほうで説明をさせてもら

いたいと思います。 

○農林振興課長（上野明仁君） 農政座談会での状況ということでございますが、毎年

２月に座談会を開催しているわけですが、対象者に周知を図って行いますというこ

となんですけども、なかなか参加率も少ない状況でありまして、参加されなかった

方々につきましては資料等で全員に周知を図っていたところでございます。 

以上です。 

○１１番（中倉広文君） これまでの周知については確認をしたところです。 

また、それぞれ課題についていろいろと提案をさせていただきます。耕作者が借

地をしている場合、そういった圃場については交付金が該当しなくなるのであれば、

地権者に返そうかというような話が出ています。また、実質的な離農者といいます

か、この圃場は荒れてもかまわないよ、私の代で終わりだから荒れても構わんよと

いうような人もいらっしゃっていると思いますけど、こういった圃場について、こ

れは農業委員会も関係するのかもしれませんけれども、農地の集約集積、担い手へ

の委譲といったことが必要になってくるんじゃないかなと思いますが、このことに

ついて見解を答弁ください。 

○町長（東 靖弘君） 対象外水田になるのであれば、借り手としては農地を返そうか

という状況が発生すると、そういう声も聞くということであります。耕作放棄地に

なっていくことは一番案ずるところでありますので、対象外になって耕作者が借り

ていく、次なる段階でどういう手立てがあるか、そういった次に向かっての圃場の

在り方の対策を取っていく必要があるのかと思っております。 

今まで転作があって、転作に基づいて交付金が交付されて、それが農業生産者が

農業を営む場合の１つの原資にもなっていたということでもありますので、それが

途絶えるということで次なる手を、高収益作物をどうやっていくのか、圃場整備事

業をどうやっていくのかということが大きな課題でありますから、そこらの解消に

向けての対策について真剣に考えていかなければならないと思います。 

○１１番（中倉広文君） そこで、借り手のいない圃場、なかなか担い手が見つからな
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い圃場については、もし、そこが耕作可能な圃場である場合には、現在進めておら

れる農業公社による自主事業を実施して、公社の運営費の一助にするべきじゃない

かなというふうに思います。この自主事業を行うことは、公社が受託作業等で使用

する農業機械の有効利用だけじゃなくして農業研修とか、町長がよく話される滞在

型のリサイクル研修、農業体験なんかに活用できると考えますし、一番大事なこと

は、自立した公社の運営を目指す、ここが一番大事じゃないかなというふうに思い

ますので最善な取組になろうかと思いますが、その考えについてはいかに考えます

か。 

○町長（東 靖弘君） 離農者の増加や担い手不足により、結果的に借り手が付かない

農地が発生することは、景観のみならず耕作放棄地が発生した地区に少なからず悪

影響を及ぼすことも想定されます。 

耕作放棄地の抑制は、今回の制度見直しにかかわらず大崎町の農業を持続可能な

ものにするという点で避けられない課題かと考えております。議員も御承知のとお

り、現在、持続可能な大崎町の農業の実現に向けた取組として、農業公社の設立に

向けた準備を進めているところですが、この協議の際においても、農地を活用した

都市・農村交流や農業公社を主体とした耕作放棄地を集約集積し自主事業を行えな

いかということについて検討もいたしました。結果として、令和２年度農業経営基

盤強化促進法の見直しにより新たに設立される農業公社自らが農地を保有すること

ができなくなったため、公社が利用した自主事業を実施するためには、農地中間管

理機構などとともに新たな協議会を設置する必要が生じたことに加え、公社設立直

後は安定運営させることが最も重要であり、安定運営がなされた後に人員を増員し、

新たな自主事業に着手するべきとの判断に至ったことから、現在、登記に向けた準

備を進めている農業公社の定款においては、主たる事業として明記をしておりませ

ん。しかしながら、近く設立される農業公社は、持続可能な大崎町の農業を実現す

るに当たり、行政と密接に連携し相互協力する新たな担い手となることから、その

行政と公社の双方の役割などを確認しながら、これらの事業の実施に向けて取り組

んでまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○１１番（中倉広文君） その部分についてもいろんな課題があろうかと思います。今

後、そういった方向で着手できるのであれば、できるだけその方向で自主事業がで

きる方法で、そして、町長はかつて農業実践についてはものすごく関心が高いし価

値があるというような答弁もございましたので、是非ともそういった取り組むに向

かっていただきたいと思います。 

それから、また課題ですけれども、もしここを畑地化する場合には、これまで例
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えば水利費、ここは用水が来ない圃場だと仮定しておりますけれども、配水地区と

して水利組合、土地改良区等で登録されている場合には配水費としてある程度、少

額ではございますけども水利費が発生しておりますね。もし畑地化した場合にはそ

こをまた除外しないといけないのかなというような手続も出てこようかと思います

けど、そういった水利組合、土地改良区との協議ということの必要性についてはど

のように考えておりますか。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

事業を進めるに当たっては、水利組合に限らず関係者との協議が必要となってく

ると考えております。これら関係者との競技も含め、本格的な事業実施前の調査、

事業の中に必要な準備や課題の抽出などを行えればと考えているところであります。 

○１１番（中倉広文君） 団体によってどうなるんだろうというのがやっぱり疑問です

ね、持っていらっしゃいます。だから、そういった情報提供というのは早い段階で

出していただいて、こういった方向で進める計画であるということを伝えていただ

きたいと思います。 

国が定めている畑地化支援金について、次お聞きします。この畑地化の要件につ

いて、何を持って畑地化したと認定するかについて、まずお答えをいただきたいと

思います。 

○町長（東 靖弘君） 何を持って畑地化したと認定するかということでございます。

計画認定時点で畑地化が認定されるということでよろしいのではないかと思います。 

○１１番（中倉広文君） 計画の中身の詳細について、もしわかっていらっしゃったら

御答弁ください。 

○町長（東 靖弘君） そこにつきましては担当課長の答弁とさせていただきます。 

○農林振興課長（上野明仁君） 計画の詳細について、推進計画に位置づけられた地区

が優先配分されること、受益面積要件が５ヘクタール以上あったこと、地域におけ

る連携、供給体制の構築が必要であることから、県内でも申請している地域は少な

いところでございます。 

なお、水田農業高収益化推進計画に基づく畑地化推進事業は、基盤整備事業の事

業費を国が負担するなどにより、広範囲で多額の支援を受けられるということでご

ざいます。 

以上です。 

○１１番（中倉広文君） 今、担当課の説明がございましたけれども、５ヘクタール以

上の連単ですか、こういった要件があったんですか。確認します。 

○農林振興課長（上野明仁君） はい。そのとおりでございます。 

○１１番（中倉広文君） そういった要件等について、やはり関係者の皆さんにしっか
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りと提示していただきたい、周知していただきたい。いろんな報道等によって関係

者の皆さんも一喜一憂じゃないですけど話をされております。支援金について、例

えば畑地化にすれば一括金で幾ら、幾らだよいうような、いただけるんだよという

ような話が先行してしまっているところもございますので、畑地化の要件について

はしっかりと周知をしていただいて、こういった要件がございますということで周

知をしていただいて、どういった選択をされるかということに進んでいかないと、

そのときになってからそんなはずじゃなかったと、皆さん嫌な思い、大変な思いを

されるので、そこについてはしっかりと取り組んでいただきたいと思います。 

引き続きですね、先ほど町長からもありましたけど、高収益作物というような言

葉がございましたが、高収益作物の定義について、高収益作物って何ですかという

ことについてわかってたら教えてください。 

○町長（東 靖弘君） 農業生産の中で広く消費されるということが大きな要因なのか

んと思いますけれども。生産性を上げていく中で、例えば圃場整備事業を実施した

後に選定する作物として高収益作物、そこは収益性を上げていくということになり

ますので、そのことによって鹿児島県の計画では葉ネギ、サツマイモ、里芋、キャ

ベツ、タマネギ、そういったものが高収益作物に指定されていると認識しておりま

す。 

○１１番（中倉広文君） 本町が高収益作物を、例えばこの作物を認定するということ、

その作物は決定しているんですか。そこについて確認させてもらいます。 

○町長（東 靖弘君） その点につきましては、曽於地区において畑かんセンターを中

心に高収益作物の推進がなされていると思っておりますので、本町の場合が決定し

ているかどうか、作物が決定しているかどうかということでございますので、そこ

については担当課長のほうで答弁させていただきます。 

○農林振興課長（上野明仁君） 高収益作物の認定につきましては、既に県の計画にお

いて示された高収益作物以外の作物の認定を受けるためには、推進体制と具体の作

物を示した上で県と協議をしまして、県計画に示される高収益作物として得られた

上で農林水産省の認定をもらう必要がございますので、それによって認定されるこ

とになります。 

以上です。 

○１１番（中倉広文君） 県と協議を経てということで、結構複雑なプロセスがあろう

かと思いますね。単純にいろいろ示されている例えば野菜であったりとか穀物類で

あったりというのが参考の例であったりしますけど、そういったものをただつくれ

ばいいやということじゃなくて、ちゃんとしっかりと畑かんセンターなり県との協

議の上で手続を進めていくということですね。わかりました。 
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高収益作物で今お聞きしていますので、次に、水田農業高収益化推進計画につい

てさらにお聞きします。全国各都道府県、この計画書については策定をされている

と思いますけども、していないところもあるんですかね、私が確認したのは鹿児島

県の令和３年１月策定分ですが、鹿児島県で推進計画については６品目、日置市と

曽於市が作成主体になっている、これは令和３年１月分ですけれども。水田農業高

収益化推進計画に位置づけられた産地の交付申請者が、当該産地において産地推進

計画に位置づけられた作物を作付する場合は、支援機関の最終年度の翌年度まで畑

地化の取組を行えば要件を満たすことにしていますとうたわれていました。いわゆ

る畑地化への取組の猶予期間があるということなんですが、現在、本町にそういっ

た該当される生産者、あるいは生産団体がいらっしゃるのかどうか。あるいは、本

町では本計画は見送って手を上げなかったのか、上げられなかったのか。そのこと

についてお聞きします。 

○農林振興課長（上野明仁君） 現在、本町において該当する生産者がいるかどうかと

いうことでございますが、今のところ、本町にはございません。 

以上です。 

○１１番（中倉広文君） 今後、そういった要件に見合う生産者、生産団体となること

ができるかどうかについてお聞きします。 

○農林振興課長（上野明仁君） 要件に合う生産者となることができるかという御質問

だろうかと思いますけれども、新たに計画を策定するとなれば、基盤整備事業等を

実施するなどの要件を満たす必要がございます。しかし、計画策定自体は可能かと

考えております。 

以上です。 

○１１番（中倉広文君） 策定自体は可能ということで確認をいたしました。 

いよいよ２０２６年までということで期限が迫る中で、どういったタイムスケジ

ュールで進めていかれるのかなというふうに思うところなんですけれども、早急に

着手する必要があると考えます。そのタイムスケジュールについて、具体的な取組

とともに示していただければと思います。 

○議長（富重幸博君） 暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時２７分 

再開 午前１０時２８分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

○農林振興課長（上野明仁君） 大変すみませんでした。 
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タイムスケジュールにつきましては、あくまでも現段階の考えですけれども、ま

ずは今年度中に事前調査などを行いながら、令和６年度においては国の補助事業の

活用も念頭に、モデル地区において水稲に変わる新たな作物の栽培実証事業や販路

調査などを行って、その結果、事業の成果や推進体制の構築などの見通しが付き、

ほかの地区での横展開が可能と判断した場合には、令和８年度までの期間の中で他

地区への横展開を図ることで地権者自らがそれらの農地の将来について考え、さら

に希望を持てるよう取り組んでまいりたいと考えているところでございます。 

以上です。 

○１１番（中倉広文君） モデル事業を着手するということですね、それから販路調査

等を行っていくことを確認いたしました。 

モデル事業をされる事業実施者はどのように選定をされるのか。それから何地区

ぐらいこの事業に着手できるのかについて教えてください。 

○農林振興課長（上野明仁君） モデル事業の選定につきましては、特に新たな作物を

選定するための栽培実証事業に当たりましては、制度見直しにより最も影響を受け

るであろう地区に所在する農業者で団体等を構成していただき、委託先として選定

できればと考えております。 

なお、調査事業の実施地区につきましては、現在は１地区を想定しておりますが、

同じ地区でも複数の農地で実証する必要があると考えておりますので、３箇所程度

の圃場で栽培実証を行えればと考えております。 

以上です。 

○１１番（中倉広文君） 団体等をつくる、１地区で３箇所ぐらいというような計画で

すね。わかりました。 

恐らくこのモデル事業については、本町のほうで委託をするというような形にな

ろうかと思いますが、その委託費についての算出方法、どういったふうに算出され

るのか、そこについてお示しください。 

○農林振興課長（上野明仁君） 現在考えておりますのが、試験栽培の委託に関して、

基準としましては面積当たりということで考えております。また、圃場の条件など

によって変更も考えられますので、詳細につきましては調査事業を進める中で検討

していきたいと思います。現在のところは面積で考えているところでございます。 

以上です。 

○１１番（中倉広文君） 予算との関係もありますけれども、今、面積と言われました、

３箇所でということですけれども、上限というのは今の段階である程度考えていら

っしゃいますか。 

○農林振興課長（上野明仁君） 今のところ、５０万円から１００万円程度の予算を計
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上する計画でございます。 

以上です。 

○１１番（中倉広文君） 委託費についてはわかりました。 

そうしたら、実施の段階になれば圃場改善をしていかないといけないというふう

に私は思うんですね。現状では恐らく高収益作物、転植等をしても栽培はできない

と思うんですけれども。圃場改善方法についてはどうされるのか、例えば、１地区

３箇所と言われましたけども、箇所ごとに工法を変えて試験をするのか。それから、

経費については本町持ちなのか、工事事業者の選定は本町がするのか、そのモデル

事業者がするのかということについて、それぞれお答えいただければと思います。 

○農林振興課長（上野明仁君） 圃場の改善工法につきましては、調査事業を実施する

中で検討していくこととしておりますけども、圃場によっては排水改善が必要にな

ってくるかなと思いますので、そこでまた検討していきたいと思います。それらの

課題が把握され次第、必要な措置を講じてまいりたいと考えているところでござい

ます。 

それから受益者に対する負担金につきましては、調査事業及び横展開事業の時点

では受益者負担を求める考えは今のところはございません。 

事業を実施する業者の選定につきましては、特にどこという指定はしていないと

ころでございます。 

以上です。 

○１１番（中倉広文君） どちらが決めるのかということをお聞きしました。モデル事

業者が決定していいのか、予算は本町のほうで委託費を払うので本町のほうで決め

るのか、そこをお聞きしています。 

○農林振興課長（上野明仁君） 事業の選定につきましては、町のほうで選定いたしま

す。 

以上です。 

○１１番（中倉広文君） はい、わかりました。 

作物選定は何を基準に、どういったふうに進めるのかとお聞きしたいんですが。

これは先ほど畑かんセンターとの協議とありましたけれども、そういった連携で決

めるのか。先ほど３箇所とありましたけど、それぞれ、やはり作物を変えて、試験

ですから、モデル事業ですから作物を変えるのかどうか。どういった形で作物を決

めるのかということについてお聞きします。 

○農林振興課長（上野明仁君） 作物選定につきましては、必要な条件といたしまして

は土壌や日当たりなどの環境条件に加えまして、作物を栽培する際に必要な労働力

であったり労働時間、さらには収益性などが重要になるかと考えております。した
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がいまして、調査事業の中ではそれぞれの専門家の助言や指導を受けながら、これ

らの点を考慮した上で最も適した作物を選定していきたいと考えております。 

以上です。 

○１１番（中倉広文君） 質問でも申しましたが、作物を変えるのかどうか。やはり、

同じ作物をしてもどうなんでしょう、場所はもちろん違いますけれども、この作物

のほうが収益性が高いよねというような比較をとるためには作物も変える必要があ

るんだけど、１箇所内で例えば作物を変えるとか、同じ作物じゃなくして。１箇所

だけで例えば列ごとに作物を変えるとか、面倒ですけどそういった比較試験はする

必要がないのかどうか、そこについてお聞きします。 

○農林振興課長（上野明仁君） それにつきましては、今後また委託業者と相談しなが

ら考えていきたいと思います。 

以上です。 

○１１番（中倉広文君） できましたら、せっかくモデルの事業ですので、そういった

形で検証結果が明らかになるようにお願いをしたいと思います。 

この事業の販売について、どういった形で安定販売につなげていくか。なかなか

事業者の経営の一環じゃないかというふうに割り切られるのか、それとも町が何か

しらそこまでサポートをするのかについて聞きます。 

○農林振興課長（上野明仁君） 安定的な販売だという御質問ですけれども、事業が実

施されるようになり安定的な生産体制が構築されたとしても、安定した販路が確保

されてなければ事業の継続に大きな影響を与えると考えておりますことから、調査

事業の時点で販路確保に向けた調査を行うとともに、生産者自らが生産の意義を感

じられるように事業の継続性につながる仕組みの構築を目指してまいりたいと考え

ているところでございます。 

○１１番（中倉広文君） なかなか答弁が難しい部分もあったと思いますけども。作付

けする作物にもよりますけど、できるだけ、本町が今いろんな事業を進めています

けど、そういったイメージとかコネクションをフルに活用していただいて、有利販

売につなげられるように御尽力をいただきたいと思います。 

それから、横展開に入った場合、実施段階で圃場改善経費それぞれ必要になって

くると思いますけども、受益者負担というのはどういうふうになりますか。一定の

本町からの助成、補助等を考えていらっしゃるのかどうか、そこについてお聞きし

ます。 

○町長（東 靖弘君） 調査事業及び横展開事業の時点について、圃場改善経費の受益

者負担を求めることは考えていないところでございます。 

また、横展開事業を新たに他の地区が事業を実施しようとする場合においては、
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希望される地区の圃場の状況等を踏まえて、支援の可否について検討してまいりた

いと考えております。 

以上です。 

○１１番（中倉広文君） 今後協議をされて決定するということですね。できれば極力

負担を求めることのないようにお願いしたいと思います。それでは、この問題につ

いては以上で終わりたいと思います。 

次に、有機農業の推進についてお聞きします。この問題につきましては、町長の

６期目の公約であり、大方その内容についてはこれまでお聞きし、担当課共々勉強

しながら進めていくように努力すると答弁をされました。 

そこで、町長の公約である本町の有機農業の推進について、これまでどのような

取組がなされてきたのか、そこについてお聞きします。 

○町長（東 靖弘君） これまでの取組についてということでございます。農業生産に

由来する環境負荷をできる限り低減した生産方法を用いた農家に対し、環境保全型

農業直接支払交付金を交付することにより有機農業への取組を支援しているところ

でございます。 

具体的な実績としましては、土壌浸食を防ぎ有機物を加えて土壌改良に役立つと

されるカバークロップ、緑肥を組み合わせ、慣行からの化学肥料の使用を５割以上

低減させた農業者に対して交付金を交付しているところでございます。 

以上です。 

○１１番（中倉広文君） なかなか広がりが見えないといいますか、私も難しいという

ことは自覚はしているんですけれども。本町の恵まれた土地といいますか、４,０

００ヘクタールの土地を保有していますね。本町約１００ヘクタールですか、その

中の約４０％がこういった農地だということで大変恵まれた環境でもございます。

耕種畜産の連携も図られて、本町がリサイクルの一環で取り組んでいる生ごみ、草

木等で生成された堆肥を活用した農産物の生産、こういった取組が、本町が行う循

環型の町というイメージをＰＲできる最たるものじゃないかというふうに、これは

再三申し上げております。循環型の町としてインパクトのある、こういったストー

リー性を持った大崎の特産品、ブランド、これからの本町にとって必要な取組だと

思いますので、是非とも着手をしていただきたいと思います。 

これまで幾度となく示された、町長からもありましたけれども、サーキュラービ

レッジ構想ですね、エコタウン大崎のネーミングに合致した取組です。是非とも実

践していただきたいと思っているところでございます。その中でですね、町長、進

め方についていろいろ手をこまねいている部分もあろうかと思いますけども、課題

についていろいろとまた検討していきたいと思いますが、町長の公約を進めるに当
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たって、実際どういったことが課題になっているのか、現在把握されていることが

ありましたら答弁してください。 

○町長（東 靖弘君） 有機農業の推進についてということは、先般の町長選挙の立候

補に当たって公約として掲げさせていただきました。これについては何回か議論し

たことがありますけれども、我が国が２０５０年のカーボンニュートラルを目標と

しながら、我が国において有機農業の推進について生産物の２５％、１００ヘクタ

ールを目標として有機農業を推進するという方向性は位置づけられているところで

あります。２０３０年までにそれらの課題を克服しながら、あと２０年間かけて２

０５０年までに有機農業を推進するということは国の方針かと思っております。 

本町においても、先ほどもサーキュラービレッジ構想の御意見が出ましたけれど

も、循環型の農業を推進していくということは国の食料システムの中では当然取り

組んでいかなければならないものであるし、だけれども大きな課題であると思いま

す。なかなか有機農業を進めていくハードルが高いということを非常に感じており

ますが、有機肥料や減農薬、あるいは他の除草剤といったものをいかに有機肥料、

減農薬を推進しながら他の除草剤等の取組等についていかに低減していくのかが上

げられるところでありますが、今の課題といたしましては、本町の有機農業を推進

しておられる事業者は一人か二人ということであります。過去におきましては数名

おられたんですけれども、生産に対する価格の問題がありまして、あるいは高齢で

止めていかれた方々がおられるところであります。しかしながら、推進する上で有

機堆肥、減農薬を推進する中での作物をどう選定していけばいいのか、組織化をど

うして進めていけばいいのか、生産されたものをどういうふうに活用していけばい

いのか、そこの道筋がなかなか見えないところで、先ほども販売という意見が出た

ところでありましたけども、取り組みたいという中でなかなかその方向性を示され

ていない現状でありますので、前向きに取り組んでいくということしかないのかと

思います。 

○１１番（中倉広文君） なかなか難しい部分は私も理解していますが、最初から純然

たる有機農業を目指していくと、どうしてハードルが高いので、例えば、今、本町

がおかえり環ちゃんのようなああいったリサイクルの副産物ですね、そういったも

のを活用して、少しでも活用して圃場に投入する、そういった中で有機農業の理解

を少しずつ高めていく、広げていくというような手法、そういった取組をやった方

がいいんじゃないかと思います。最初から高いハードルで有機農業を求めていくと、

どうしてもなかなか採算性の問題とか、栽培技術の問題とかいろいろ出てきますの

で、できれば、まず簡単なところから、そういった手軽なところから少しずつ有機

資材を活用していくというような提案でやっていく方法もあるかなというふうに思



 

－ 119 － 

いますが、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） 先ほどおかえり環ちゃんの意見が出たところでありますが、本

町が特出する中で家庭の食物残渣、草木を発酵させて有機堆肥をつくっております

ので、現在もそれは使用されているわけであります。これが利用しやすいようにペ

レット化という形に進んでいくと非常に畑地、水田への還元をやりやすいのかなと

思っておりますが現時点では袋に入っているという状況で、しかし、利用率は非常

に高いということがあります。純粋に有機肥料でありますので、本町の有機堆肥を

使いながら作物を生産することは、ペレット化のこともお話ししましたけれども、

そういったことが進んでいけば非常に推進しやすいのではないかと考えているとこ

ろでございます。 

一番私が思っているのは、水田農業で利用していけないかなと、一番手っ取り早

いのではないかと思います。本町は水田も多くて米どころであります。そういった

有機堆肥を使いながら米を生産していく、それを販売していくというやり方、その

手法を講じることができればと思っておりますので、こちらについてはいろいろと

勉強をしながら前向きに取り組んでいきたいと考えています。 

○１１番（中倉広文君） 肥料のペレット化の提案がございましたけれども、大変いい

ことだと思います。私も農業をやっていて、非常に取り扱いやすい、散布しやすい、

そういった形状でございますので、できましたらそういった形でペレット化を推進

していただければ、利用者もどんどん、どんどん増えて有機に対しての理解という

のも深まるんじゃないかなと思っております。 

今、水田からというような話もございましたけれども、私も水稲をつくっており

ますが、米の話になるとちょっと熱くなるんですけれども、町長は過去に学校給食

についてこういったことができないだろうかという考えがありましたが、給食への

利活用ということについて、今後どのように考えておられますか。 

○町長（東 靖弘君） 学校給食で活用できればということで申し上げたことはちゃん

と記憶しております。野菜類については学校給食に地元の生産農家が提供しており

ますけれども、米についてはなかなか実現できておりません。 

現在の学校給食においては無洗米を使用されているということもあったりして、

なかなかそこをどういうふうに解決していくのかがありまして実現ができていない

ところでありますが、しかしながら、地元のお米、地産地消ということがあります

ので地元の米を使いながら学校給食に提供していくことが一番子どもたちにもわか

りやすい、そういう方向性がありますので教育長ともそういった方向性を確認しな

がら今後も進めていきたいと思っております。 

まず、そういった米を生産する農家の方々が有機堆肥、減農薬でどれぐらい参加
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される方々がおられるのか、それに対して組織がつくれるのかという課題もありま

す。現在、１週間に２回、米飯給食があります。これを１年間通してしたときに、

米をそれだけ供給できるかという大きな課題もありますので、まずできることとし

て週１回で提供するような組織体制をつくっていく、何らかの課題を捉えながらそ

ういう手法を議論していくことが、まずやらなければならないことではないかと思

います。無洗米のことにも触れましたけれども、こちらは生産者が生産された米を

専門のところにお願いして無洗米とするということでできるのではないかと思いま

すので、教育長とも昨日もそういう話をさせていただいたところであります。 

全国の状況を調べてみたんですが、有機肥料を使いながらの米生産の中で学校給

食に提供しているところが、一番この米が利用されているのは学校給食では３９％

というデータがあったのを見ました。どの地域も地産地消で子どもたちに地元の米

をということで、どの地域でも、どの自治体でもそういう思いがあって普及に努め

ているということであります。今まではやりたい、やりたいと思っておりましたけ

れども、これをより一歩前に進めて、有機肥料を使った、そして減農薬で米を生産

していくことを前段に押し出しながら、教育長と協議を進めてまいりながら、どこ

かの時点で実践できるようにやっていきたいと考えております。 

○１１番（中倉広文君） 町長の強い意志が感じられましたけれども、できるだけそう

いった形で、一番わかりやすい取組だと思うんです、学校給食への活用というのは

ですね。つくるほうも食すほうもやっぱりいろんな形で有機農産物に対しての理解

というのが深まるんじゃないかなと。本町の飲食店等にもそういった呼びかけをし

ていただいて、活用をやっていただくというふうに進めていただければと思います。 

あと、これは生産段階の話ですけれども、我々農業者にとってはいろんな農産物

認証制度というのがございます、有機資材を使った取組、あるいは減農薬、無農薬、

いろんなタイプがありますけれども、そういったＫ－ＧＡＰ、Ｊ―ＧＡＰ、あるい

はＪＡＳ規格、日本の規格もございますけれども、そういった高いレベルのものま

でいろんなタイプがありますが、そういった認証取得を促すため、何らかの支援を

本町でやっていただけないかなと。これが有機農業への関心が盛り上がる取組の１

つではないかなというふうに私は考えるんですが、このことについてはいかがです

か。 

○町長（東 靖弘君） 本町におきましては、鹿児島県農林水産物認証Ｋ－ＧＡＰを取

得されている農業者が、法人を含めて４名ほどおられます。また、その上のランク

の認証制度Ｊ－ＧＡＰを取得されている農業者も数名いると聞いております。 

毎年更新ですので、現在も取得されている農業者、今後新たに取得される農業者

も含めて認証手数料の支援については前向きに検証してまいりたいと思います。 
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○１１番（中倉広文君） 是非ともよろしくお願いをいたします。私も関係者の一人で

すので有機農業の普及拡大に尽力いたします。町長以下、執行部の皆さん、そして

関係者の皆さんの英知を結集して、さらに前進していただきたいと思います。 

引き続き、マイナンバーカードの活用についてお聞きします。現在、様々なトラ

ブルですねこういったことが指摘されておりますが、もともとこの制度は国民の利

便性の向上、行政の効率化、公平･公正な社会の実現、この３つを実現するため導

入されたものでございます。本定例会初日に行政報告で町長からも報告がありまし

たけれども、マイナンバーカード直近の交付率、申請率と合わせ、本町の交付率等

の目標値があったはずですけれども、その目標値に対しての現在の達成率がわかれ

ば示してください。 

○町長（東 靖弘君） マイナンバーカードのこれまでの利用状況についての御質問で

ございます。まず、本町の申請と交付の状況をお答えいたします。 

５月３１日現在の本町のマイナンバーカードの申請件数は１万１,５０４件であ

りまして、交付件数は１万３８２件で、交付率は８３.４０％でございます。鹿児

島県の交付率が７８.３４％で、全国の交付率は７２.４２％となっております。 

交付率の目標値でございますが、国は国民一人一人にマイナンバーカードが行き

渡ることを目標として、交付率１００％を目指すとしております。本町におきまし

ても、最終的には１００％を目指して取り組んでまいりたいと思います。 

○１１番（中倉広文君） 目標値は１００％ということでわかりました。本町の８３.

４％ということで達成しているということであります。 

大分交付率、取得率は上がったようですが。そこで、現在、住民が身近に感じる

サービスについて、どのようなサービスに現在活用されているのかについてお示し

ください。 

○町長（東 靖弘君） 現在の活用でございますが、マイナンバーカードで利用できる

本町のサービスといたしまして、住民票等のコンビニ交付を令和４年１０月に、庁

舎の窓口での交付を本年２月に開始しております。 

○１１番（中倉広文君） コンビニ交付の紹介がございましたが、このサービスについ

ては大変住民からは関心度が高いのかなというふうに思いますが、コンビニ交付に

ついて、その他のサービスについてもですけれども、もし、本町でその利用状況が

わかるのであれば示していただきたいと思いますが、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） 現在の利用状況でございますが、６月６日現在でコンビニ交付

が５９５件、庁舎窓口交付が７１件という状況でございます。 

○１１番（中倉広文君） 大分活用されているなというふうに思いました。住民の皆さ

んからも、土日役場が休みだったら便利だよねというような話で、そういった話も
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聞いたことがございます。大変いいサービスかなというふうに思っております。 

冒頭に触れましたが、マイナンバーカードに係るトラブルが報道されておりまし

たが、本町でそういったテレビ、新聞等で報道されるようなトラブルについて確認

がされていないかお聞きします。 

○町長（東 靖弘君） マイナンバーカードを巡っては、他人の公金受取口座が登録さ

れたり、あるいはコンビニ交付システムの住民票などが誤交付されるなど、トラブ

ルが相次いでいるところでございます。本町におきましては、現段階でいずれの事

案も確認していないところでございます。 

○１１番（中倉広文君） 確認されていないということでございますが、報告がないか

らというようなこともひょっとしたらあろうかと思いますが、こういったトラブル

を回避するために本町でやっていた対応、あるいはどういったことに留意していた

のか、もし、そういったところがあれば聞かせていただければと思います。 

○町長（東 靖弘君） 本町のトラブルを回避するための対応ということでございます

ので、担当課長のほうで答弁させていただきます。 

○町民課長（谷迫利弘君） お答えいたします。 

本町でのトラブル回避への対応ということなんですけれども、例えば口座の誤登

録という事案が出てはきているんですけれども、そういう口座の登録については誤

登録の要因というのは先に手続をした利用者のマイナポータルサイトを利用した後

にログアウトをせずに、次の人が手続をして誤って他人の口座がひも付けられたと

いうことでございます。 

現在は、本町は、自治体専用の登録サイトがございます、そこから入りまして登

録の支援を行っております。その際、やっている作業といたしましては４点ほど注

意しております。まず、利用者本人のマイナンバーカードであることで、それでロ

グインをするということです。それから、口座情報に間違いがないか、それから入

力した後、登録のボタンをちゃんと押したか。最後に、完全にログアウトしたかと

いうことを、職員と本人さんとお互いにそれぞれの段階で確認をし合って登録の支

援を行っております。留意点としましては、最後のログアウトまできちっとしたか

ということに注意してやっているところです。 

以上でございます。 

○１１番（中倉広文君） そういったことに留意をされていたということで、住民の皆

さん、やはり報道にものすごく影響をされていて、どうなるんだろう、使うのが何

か怖いよねというような話もやっぱりあったりしますので、今そうやってしっかり

とした対応をされているということで安心しましたけれども、今後も留意をいただ

いて、住民の不安解消といいますか、そういったことに御尽力をいただければと思
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います。 

このような個人番号制度ですね、識別番号制度については、日本は割と先進国の

中でも後発であるようです。海外でもいろんなトラブルがあったというふうにお聞

きしますけれども、現在、厚生労働省のほうでは、自分の情報が正しく登録されて

いるかどうかについてポータルサイトで確認ができるからやっていただきたいとい

うような打診もしているようなので、私もそれを聞いて、だよねと思って確認をし

たところなんですけれども。自分で確認をするということも、こういったトラブル

を未然に防ぐ上で大事なことかなというふうに認識をしたところでございます。 

マイナンバーカードの活用というのは、今、世界的にも進めているＤＸの流れの

１つでありまして、今後もさらに利便性を追求した活用が望まれます。今後さらに、

国、行政、国民の間で信頼関係が構築されていくことが不可欠でありますけれども、

本町でこのカードの利活用について、さらにどういったことに使っていけるのか、

可能性も含めてですね検討されているかどうかについてお聞きします。過去の質問

の中で、国制度と併せて利用の促進について検討を行うというような答弁がござい

ましたけれども、その検討内容、これまでの検討結果について、もしありましたら

御答弁をください。 

○町長（東 靖弘君） 現在、コンビニ交付を行っている証明書は、住民票、印鑑証明、

所得証明、課税証明の４種類でございます。過去の答弁での検討内容、結果でござ

いますが、当時実施しておりませんでしたコンビニ交付につきましては、本町の総

合行政システムと連動しております部分につきまして、先ほど申しました４種類を

導入したところでございます。 

課題として、戸籍謄本等の交付を行っている自治体があるということは認識をし

ておりますが、戸籍謄本を希望される方々もいらっしゃるということは事実でござ

います。そこについては対処できているわけではありませんが、戸籍謄本を交付す

る戸籍システムにつきましては、先ほどの総合行政システムとは別のシステムがあ

りまして、このことから別のシステムを導入する費用が非常に高額であるところで

ございますので、国・県の財政支援の状況把握に努めながら、また、その動向を見

て検討をしているという状況でございます。 

○１１番（中倉広文君） ４つのサービスをやっているということで、今、戸籍謄本等

について町長からもありましたけれども、私も身近なところからそういったのが取

れなかったというような話を聞きまして、早速ホームページ等で確認をして、だよ

ね、近隣では鹿屋市が取り組んでいるなというようなことも確認をしたところです

けど、今町長からありましたように別なシステムということで理解をしたところで

ございます。また、住民からの要望等も含めて今後また検討をしていただければと
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いうふうに思います。 

本当にこのサービス、いろんなことに各自治体、されていると思いますけれども、

住民の皆さんに喜ばれるようなサービスの展開というのも今後またしっかりと検討

をしていただきたいと思いますが、冒頭申しましたように、マイナンバーカードに

係るトラブル報道が今続いておりますけれども、この取組はＤＸの流れ、この一環

ですので今後さらに活用は展開されていくことと思います。トラブルのあった事案

については早急に改善が図られ、国民の信頼回復に努められると思いますが、本町

におかれましても、先ほど担当課からもありましたが、利用者に誤解を与えない工

夫や人為的なミスを発生させないための対応、また、チェック機能をさらに充実し

まして、よりよい活用法を模索していただき、これからも利用者にとってさらに利

便性の高いツールとなりますように、せっかくこうやって普及をやっておりますの

で、そういった要望をいたしまして私の一般質問を終わります。 

○議長（富重幸博君） ここで、暫時休憩いたします。次は１１時２０分から再開いた

します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０８分 

再開 午前１１時２０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

次の質問者の前に、先ほどの中倉広文議員の一般質問に対する町長答弁の中で、

学校給食における米飯給食の回数について訂正の申出があるということで許可いた

しました。 

○町長（東 靖弘君） 先ほど中倉議員への答弁の中で、米飯給食を週２回実施してい

るとお答えいたしましたが、週３回の誤りでございましたので、お詫びして訂正さ

せていただきます。済みませんでした。 

○議長（富重幸博君） 次に、３番、岡元修一君の質問を許可いたします。 

○３番（岡元修一君） この４月に、町民の皆さんからの付託を受けました。託された

思いに応えていけるよう頑張ってまいります。今日は、教育の町大崎の実現につい

てと、大崎町にぎわいづくり事業について質問します。 

それでは、最初の質問に移ります。現在、大崎町を含め多くの自治体が人口減少

の影響を受けて活力を低下させています。この厳しい状況の中で町の存続と発展を

目指すには、何よりも魅力のあるまちづくりが必要です。町の魅力といえば自然や

文化、歴史や伝統などをまず考えますが、教育面の魅力づくりも必要だと思います。

そのためには、子どもたちの健全な育成を町全体で支援する「教育の町大崎」の実
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現が求められます。 

大崎町にある６つの小学校と大崎中学校では、児童と生徒が平等に学び、学力や

体力だけでなく人間性も身につけます。そうして社会に貢献できる人になるように、

我々大人は全力でサポートするのが使命だと考えています。 

そこで、町長にお伺いします。３月の所信表明の中で述べられた教育環境の充実

について、町としてどのように取り組んでいかれるのか、再度お示しください。こ

れを最初の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） 学校教育における令和５年度の所信表明につきましては、３月

の第１回議会定例会で述べさせていただいたとおりでございます。子どもは未来を

担う貴重な人材であり、子どもが描く夢に向かって挑戦していけるような環境をつ

くり出すことが、大崎町が持続可能なまちづくりであり続けるための重要な要素で

あると考えております。 

そのために、大崎町総合計画の重点目標に「子どもの夢を育む町をつくる」を掲

げ、学校教育の充実に努めているところでございます。特に令和５年度の学校教育

におきましては、児童・生徒の快適な環境政策や安心･安全に学校生活ができるよ

うな対策を図るとともに、子育て支援の取組を推進してまいります。 

施設環境の施策につきましては、菱田小学校の屋内運動場等の大規模改造工事や

大崎小学校及び大崎中学校の特別教室等の空調整備設置工事などが主なものでござ

います。また、子育て支援といたしまして、本年度から小学校でも、入学時にかか

る保護者の経済的負担を建言するための入学援助金の助成を実施したところでござ

います。 

以上でございます。 

○３番（岡元修一君） 今お言葉をいただきました。 

それでは、教育長にお伺いします。町長が３月に述べられた教育委員会の施策の

中の令和５年度の学校教育で、鹿児島県の指針を踏まえて教職員の研修や支援体制

を整え、これらの社会に求められる資質、能力を育成する事業改善を図ると言われ

ております。子どもたちの成長や人間形成の重要な事件の対応を大崎町としてどの

ように取り組まれるか、具体的にお示しください。 

○教育長（穗園正幸君） ただいま、教職員の研修及び支援体制、事業改善の本年度の

施策についての質問でございます。 

まず、鹿児島県教員等育成指標の改訂から御説明いたします。令和５年３月に、

鹿児島県教員等育成指標が改正されまして、教職員のキャリアステージごとの研修

で求められる資質が見直されました。また、教員免許更新講習の廃止に伴いまして、

今年度から研修履歴カードの記入が求められるようになりました。このことにつき
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ましては、各学校で本年３月と４月の２回にわたりまして職員研修で全職員に周知

しているところでございます。 

各学校では、教職員の経験年数に沿った研修や個人が学びたいと思う研修に関し

まして、計画的に研修を受けさせております。研修内容といたしましては、管理職

研修、初任者研修、特別支援教育、人権同和教育、ＩＣＴの技術研修、各教科研修

と多岐にわたっております。町教育委員会といたしましては、各研修の申し込みの

集約や県総合教育センター等への研修申し込みの呼びかけ、各学校の研修会での指

導･助言などの支援を行っております。 

教師の研修の支援につきましては、本年度初めて先生になった新採１年目の先生

には、指導教員が計画的に指導を行っております。同じように、新採１年目の養護

教諭や栄養教諭にも指導教員が指導を行っております。事務職員につきましては、

毎月１回程度、学校事務支援室を開き、お互いに業務の研鑽をしながら教え合うよ

うな体制をつくっているところでございます。 

また、小学校の英語につきましては、セット加配を配置し、１人の教諭が６つの

小学校の英語の授業を行っております。これによりまして、各担任は英語の時間の

半数を加配の教諭にやってもらえるため、学級事務の時間が確保できます。子ども

たちにとっても専門の先生の英語の授業を受けるメリットがあります。 

学力向上に向けた研修でございますが、各学校では大崎中学校の学びの共同体を

はじめ、各教科における学力向上に関する研修を行っております。また、大隅地区

研究協力校といたしまして、本年度は中沖小学校、来年度は大崎小学校で国語科の

研究公開を予定しているところでございます。 

町教育委員会が主催する研修といたしましては、管理職研修、授業力向上委員会、

各係ごとの研修などを定期的に行っております。８月には、目白大学の中山教授を

お呼びいたしまして、大崎町の環境教材による教育授業実践を進めるための学習ス

ケジュールの講話を予定しているところでございます。また、ＩＣＴを活用した授

業についても研修を行います。授業改善に向けて各学校でテーマを決めて、授業を

伴った研修を進めておりますが、確かな学力の定着に向けて取り組んでもらってい

るところでございます。 

以上でございます。 

○３番（岡元修一君） 今のお話を聞きまして、大崎町も研修に向けて取り組んでおら

れると思います。 

では、教員の支援体制の観点から、教員の働き方改革について、教育庁の考えを

お示しください。 

○教育長（穗園正幸君） 教職員の支援体制、授業改善に向けて、働き方改革も踏まえ
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て具体的にどのように行うかとの質問でございます。 

教職員の支援体制につきましては、３点ほど考えております。まず、１点目は、

ＩＣＴを活用した業務改善の支援でございます。学校では、多くの名簿を作成した

り、通知表でありますとか学期末の成績処理に追われることがありますが、全学校

にスズキ校務というソフトを導入して作業の効率化を進めているところでございま

す。 

２点目は、教職員を支援する人の配置でございます。特別支援教育支援員をはじ

め、学習支援員、かけはしサポーター、ＩＣＴ支援員、教育相談員などを配置して

いるところでございます。多様な子どもたちに多くの職員が関わることで、教師の

負担を軽減しながら外部機関との連携で児童・生徒の心のケアを行っているところ

でございます。 

３点目は、部活動の地域移行でございます。様々な課題があることから、本年度、

検討委員会を立ち上げまして、大崎ならではの地域移行を検討してまいりたいと思

っております。これは教員の業務改善でもありますが、生徒が専門的な指導を受け

るよい機会になるとも考えております。 

また、授業改善についてでございますが、本町では、先ほども申し上げましたが、

大崎中学校が研究してきました学びの共同体を中心に、全校で子ども主体の授業づ

くりに取り組んでおります。現在、１人１台タブレットが整備されましたので、タ

ブレットを活用した授業を行っております。令和４年度は、持留小学校で地区の研

究公開を行いまして、タブレット等を活用して研究の成果を発表いたしました。本

年度は、１１月に中沖小学校で地区の研究公開を予定しております。今年の８月に

は、小中学校の全教員を対象にしたＩＣＴの研修会を計画しております。学校を休

んでいる児童・生徒も授業を受けられるリモート授業や、授業を録画したオンデマ

ンドを活用した授業など、新しい方法を取り入れられるような研修も計画している

ところでございます。 

以上でございます。 

○３番（岡元修一君） 今の教育長のお話の中で、支援体制で特別支援員を全校に配置

されているとお聞きしましたが、各学校ごとに人数がわかれば教えてください。 

○教委管理課長（岡留和幸君） ただいまの御質問ですが、特別支援員ですけれども、

各学校にどのような人数が配置されているかということでございます。 

大崎小学校におきましては５名の先生方に入っていただいております。菱田小学

校が２名、現在１名になっておりますけれども、４月時点では２名でございました。

中沖小学校が１名、持留小学校が１名、大丸小学校が２名、野方小学校が１名、大

崎中学校が３名でございますが、うち１人は学習支援も兼ねておりますので、以上、
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１５名の方が各学校で配置をして先生方のサポートに回っていただいております。 

以上でございます。 

○３番（岡元修一君） それでは、特別支援員のできる仕事とはどういうことがありま

すか、学校内で。 

○教育長（穗園正幸君） 特別支援員の主な仕事ですが、困り感のある児童・生徒がお

りますので、例えば学習に困っていたり、ノートを記録するのに困っていたりと、

困り感のある子どもたちに寄り添って、その支援員の先生が指示をしていただいた

り、ここに書くんですよとか具体的に、先生のお話があれば、その話を今説明があ

るところを聞いてごらんというような形で寄り添って支援をしていただいておりま

す。 

以上でございます。 

○３番（岡元修一君） それでは、現在の大崎町の各小学校の児童数と学級編成、将来

の児童数予想と学級編成数予想を、教育長、お示しください。 

○教育長（穗園正幸君） 町内の各小学校の児童数及び学級編成、将来の児童数及び学

級編成の予想についての御質問でございます。 

６月１日現在の児童数と学級数について説明いたしたいと思います。大崎小学校

は、児童数３２０人、通常の学級１２学級、特別支援学級５学級の計１７学級でご

ざいます。菱田小学校が５５人、通常の学級が５学級、３・４年生が複式学級でご

ざいます。特別支援学級２学級の計７学級でございます。中沖小学校は５０人、通

常の学級６学級、特別支援学級１学級の計７学級でございます。持留小学校は２６

人、通常の学級３学級、全部完全複式の学級でございます。特別支援学級１学級の

計４学級でございます。大丸小学校は６２人、通常の学級６学級、特別支援学級２

学級の計８学級でございます。野方小学校が７７人、通常の学級６学級、特別支援

学級２学級の計８学級でございます。 

これからの児童数と学級編成の予想についてでございますが、現在の国の学級編

成の基準につきましては、例えば１・２年生の場合は合わせて８人以下、３・４年

生、５・６年生の場合は、それぞれ合わせて１６人以下であれば複式学級となりま

す。また、２年生、３年生あるいは４年生、５年生などの変速複式の場合は９人以

下となるなど、県の学級編成の取り扱いについての要素も考慮されることもありま

すことから、現段階では複式学級の予想をお答えするのは難しいのではないかなと

考えております。 

しかしながら、本町の５月２４日現在の年度別の出生によりますと、６小学校へ

の入学全児童数を見ますと、令和６年度入学児童が全体で９３人、令和７年度は７

９人、令和８年度が７１人、令和９年度が５６人、令和１０年度が７０人、令和１
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１年度が５９人と、年々減少傾向に推移してまいりますことから、各小学校におい

ては年度によっては複式学級あるいは単式学級になると予想されております。 

以上でございます。 

○３番（岡元修一君） 現在と将来的数字について、教育長はどのような感想をお持ち

でしょうか。 

○教育長（穗園正幸君） 先ほど数字を申し上げましたが、子どもの出生が年々少なく

なってきているというのは、人口減少とともに、今、そういうふうになっているの

かなと思っているところでございます。 

ただ、子どもたちがおりますので、子どもたち一人一人を大切にしながら教育の

支援をしていって、立派な子どもたちに育つように学校教育、社会教育面で頑張っ

ていきたいなと思っております。 

○３番（岡元修一君） 今、上げられたとおり、だんだん小規模化となると推測されま

す。学校の小規模化が進むと、教員の配置や教育内容に影響が出て、学習環境が劣

ってくるという可能性もあります。 

それでは、単式、複式学級それぞれの担当教員の労働環境の違いを、教育長、お

示しください。 

○教育長（穗園正幸君） 教職員が担当する単式学級及び複式学級における労働環境の

違いはという質問でございます。 

まず、授業につきましては、複式学級は１単位時間、小学校でありますと４５分

間ですが、その時間に２つの授業を、２学年を行いますので、授業の準備が、単式

学級の２倍になるということ。一方で、単式学級の場合は、複式学級よりも児童数

が多いですので、テストの点数の採点あるいは個別指導など、複式学級よりも負担

が多くなると考えます。日記を宿題に出した場合には、単式学級の教諭は多くの時

間を費やしてコメントを書いている姿も見られます。 

次に、校務分掌の校内の仕事についてでございますが、複式学級の学校は、先生

の数が少ないために１人でたくさんの分掌を持つことになります。そういう意味で

は報告物等の負担は大きくなると思います。一方、単式学級は１人の校務分掌は少

なくなりますが、職員への共通理解を図るために細かい会議資料の作成と様々な会

議が設定されておりますので、口頭で簡単に説明できる複式学級に対しまして、会

議を開いて説明をする単式学級とでは時間的な束縛という点では単式学級の負担が

大きくなるのではないかなと考えております。 

続いて、学期末の事務処理でございますが、事務処理の内容は、どちらも同じで

すけれども、単式学級のほうが負担が大きくなると思っております。通知票を書く

だけでなく、学級会計の処理、出席簿の管理、児童の作品処理など、児童・生徒数
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が多いほど負担が大きくなります。 

最後に、職員の出張等のサポート体制でございますが、出張等で職員が学校から

出たときの学級の補供対応につきましては、教職員の数が少ない複式学級がある学

校のほうが負担が大きくなると思います。管理職などがサポートして、子どもたち

が自習にならないようにしております。 

このように、単式学級と複式学級を比較した場合に、観点によって労働環境の違

いが見られますので、チーム学校、組織としてできる支援体制を整えていくことや、

あるいは地域の力を借りまして地域学校協働活動などに生かしていくことが大切だ

と考えております。 

以上でございます。 

○３番（岡元修一君） 複式学級を担当する教員は、学級を編成して授業をするために、

より多くの工夫や支援が必要になる場合があると考えられます。私の思う教育の町

大崎とは、学校だけでなく家庭や地域、そして行政も一体となって一歩踏み込んで

子どもたちの学舎成長を応援する町です。そのためには、学校教育の質や環境を向

上させることが重要です。 

先ほどの説明からわかるように、大崎町では単式学級と複式学級が混在しており、

教員や児童にとって様々な問題が生じています。教育長にお尋ねします。複式と単

式学級で学ぶ子どもたちに、学習の深度や理解度に差は生じないでしょうか。 

○教育長（穗園正幸君） 複式学級及び単式学級で学ぶ子どもたちの学習の深度あるい

は理解度に差は生じないかとの御質問でございます。 

どの学校も教育課程がございまして、その教育課程に基づいて年間指導計画を作

成し、その学年で学習しなければならない内容をその学年で計画的に学ぶようにし

ております。同じ教科書で学んでおりますし、学校行事の関係で少しのずれは生じ

ますが、学校間で遅れ等がないよう進められているところでございます。 

次に、子どもたちの学習の理解度についてでございますが、複式学級のある持留

小学校を例に申し上げますと、ここ３年間の鹿児島学習定着度調査の結果では、す

べての教科で県平均を上回っているところでございます。すべての児童に教師の目

が行き届き、学力については成果を上げていると思っております。複式学級の授業

では、単純計算いたしますと４５分の半分しか教師が付けないことになりますけれ

ども、子ども同士で学ぶガイド学習でこれを補っているところでございます。子ど

も同士で進めるガイド学習につきましては、今、鹿児島県が進めている子ども主体

の学びにおいて、見本となるような学習であると注目されているところでございま

す。 

ほかにも、持留小学校につきましては、学校独自の工夫もありまして、５・６年
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生の理科と社会は特別支援学級の担任の協力をもらいまして、それぞれに分かれて

授業を行っております。時間割を工夫することで複式を解消する時間も設けており

ます。 

一方で、人数が少ないと多様な意見や考えが出てこないというような考えの広が

りや学びが深まらないという課題、あるいは児童相互で切磋琢磨していこうという

状況ができにくくなるという課題などもあります。そこで、中沖小学校では、７月

に、野方小学校とオンラインで合同授業を行う取組を大隅地区の先生方に公開いた

します。単式学級と複式学級の両方に強みと弱みがあり、各学校で強みを活かしな

がら、また弱みを補いながら授業を進めてまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○３番（岡元修一君） やはり複式学級とは同じ教室で異なる学年の子どもたちが一緒

に学ぶ学級のことで、先ほども触れましたとおり、担任は１人で複数の教科や学年

の指導を行わねばならず、授業の準備や管理、評価などに多くの負担がかかります。

また、児童は、教育長が先ほど言われましたとおり、４５分の時間のうちで直接先

生から指導を受けられるのは半分だということもありまして、学習の深度や理解度

にやはり個人差が生じやすくなるのではと、私としては考えます。成績がいいとい

うのは本人の能力の高さもあると思いますし、子どもたちが実際４５分、直接授業

を受けられたら、まだ伸びる可能性もあると思います。 

このような問題を解決するために、複式学級において教師の授業をサポートする

学習支援員が必要だと私は思います。ここで、私のいう学習支援員とは、児童のサ

ポート側に回る特別支援員とは異なり、教員免許を持っておられる方で複式教室で

子どもたちに授業を受け持つことができます。また、特別支援員の役割も担います。

そうすることで、担任は一方の授業に集中でき、児童は自分に合った指導や支援を

より多くの時間、受けられます。生徒数によって受ける授業の内容に濃淡が生じる

のをなるべく低く抑えることができます。 

もちろん、複式学級においては自主学習能力や、異なる学年の児童が互いに協力

したり、刺激し合ったりすることで多様性の理解やコミュニケーション能力が育ま

れるメリットもあります。 

教育長にお尋ねします。町内に教員免許を持っていて教職に就いていない方の把

握はできていますか。 

○教育長（穗園正幸君） 教員免許状を持っていて、町内のそういう把握をしているか

という質問でございます。 

現在、鹿児島県全体で教員不足になっている状況でございます。本町のみでなく

大隅地区全体で教員免許を持っている方を探している状況でございまして、地区内
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にも、まだ正式な教員が未配置されている学校等もあると聞いております。 

本町でも、退職前の教員に再任用等の希望調査をしたり、以前、教員だった方に

声をかけたり、各学校にチラシを配布し、少しでも情報を集めているところではご

ざいますが、個人情報等の兼ね合いもありまして、教員免許を持っていて教職に就

いていない方の正確な把握は、現在のところできていないところでございます。 

声を掛けた方の中には、子どもが小さいから、まだ家庭で子どもと一緒にいたい

という方々、あるいは年を重ねていて、もう体が思うようにいかないので体育とか

そういう授業もできないという理由で断られている方もあります。 

今後、調査につきましては、個人情報等も含めまして、どのような方法があるの

か、他市町村等も聞きながら、前向きに研究してまいりたいと思っております。 

以上でございます。 

○３番（岡元修一君） 是非、今後ども一歩踏み込んだ調査をお願いいたします。 

私は今回の質問を行うに当たり、先進地である和泊町の教育委員会に電話取材を

しました。その中で驚き、そしてうらやましくもあったのは、現在４つの小学校と

２つの中学校に９名の学習支援員を、単式・複式に関係なく配置され、授業内容の

充実を図っているそうです。そして、その方々は、公募ではなく人づてに集まった

方々でした。そのようなことが、人口６,０００名の町で実現したということです。

地域の活動にも積極的に参加されているそうです。もちろん人々のつながりが強い

という地域性もあると思いますが、地元の子どもたちは地元で育てるという思いの

表れだと思います。一度は島を離れた若者が、また島に戻ってくる割合も多いと聞

きました。 

教育長にお尋ねします。この町の取組にどのような感想をお持ちでしょうか。 

○教育長（穗園正幸君） 学習支援の状況で先ほど議員がおっしゃいました和泊町、私

もちょっと聞いてみましたが、特別支援教育の支援員を兼ねた学習支援員を９人ほ

ど雇っていらっしゃるということでした。 

そのほかにもちょっと聞いてみましたが、霧島市は特別支援教育支援員の採用条

件に教員免許を持っていることを掲げておりますが、実際に学習の支援や授業は行

っていないということでございました。また、曽於市では、以前は教員免許を持っ

ていることを条件にしていましたが人手不足とか、教員免許を持っている方が少な

いという状況から、現在は教員免許を持たなくても特別支援教育のほうの支援員を

雇っているというようなことでございました。 

いずれにしましても、考え方といたしましては、まず教員の定数に満たない学校

に正式な教員を配置することが最優先だと考えております。そして、教員免許を持

たない方には、特別支援教育の支援員になってもらって先生方が授業に集中できる
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環境をつくることが大切だと考えております。 

現在、各学校の小中学校の校長先生方の意見を聞いてみますと、特別支援教育支

援員の存在がとても大事で、特別支援教育支援員の拡充を望んでいらっしゃるとい

う声が多いようです。 

先ほどもありましたが、現在７校に１５人程度の特別支援教育支援員を採用し、

複式学級での支援も含めて、すべての学校において困り感をいだいている児童・生

徒に寄り添って支援をしているところでございます。 

今後、学習支援員の拡充につきましては、先進地等の取組、教員免許状の有無、

教員不足等の諸事情を勘案いたしまして、前向きに研究してまいりたいと思ってお

ります。 

以上でございます。 

○３番（岡元修一君） 教育長も苦労されているとおり、自分も和泊町のほかではなか

なか学習支援員を採用しているところは簡単には見つかりませんでした。 

しかし、和泊町がこの問題に取り組むということは、このことが必ず子どもたち

のためになるという信念からだと思います。知識はお金では買えません。大崎町の

今、厳しい状況を聞くと、なかなかお願いもしにくいんですけど、やはり複式学級

は確実に増えていきます。学習支援員を複数人そろえれば、複式学級にとどまらず

すべての学校に配置でき、大崎町の教育向上につながります。 

また、若者が、今住まいを決める条件に、どこの学校に通わせるかを参考にする

とも聞きます。そのときに、大崎町で学ばせたいと真っ先に考えてほしいと思いま

す。これは、まだ１つの提案にしか過ぎませんけども、どうか情熱を持って取り組

んでください。そして、教育の町大崎の確立に御尽力ください。教育長の御意見を

お示しください。 

○教育長（穗園正幸君） 議員のおっしゃる熱い思い、子どもたち一人一人に熱い思い

を持っていらっしゃるということは私も同感でございますので、大崎の子どもたち

を、地域の子どもは地域で育てるという視点の中で一緒になって健やかな成長を願

って学校教育も進めてまいりたいと思っております。 

以上でございます。 

○３番（岡元修一君） 是非、前向きに取り組まれるよう願います。 

それでは、次に、町の補助事業である地域にぎわいづくり事業について質問しま

す。 

○議長（富重幸博君） ここで、最初の通告の分は終わりということで確認してよろし

いですか。それでは、昼食のために暫時休憩いたします。午後は１時から再開いた

します。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５７分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

３番、岡元修一君の質問を許可いたします。 

○３番（岡元修一君） 次に、町の補助事業である地域にぎわいづくり事業について質

問します。 

この事業の目的、そして、この事業はいつから始まりましたか。それから、補助

対象となる団体を、町長お示しください。 

○町長（東 靖弘君） 大崎町地域にぎわいづくり事業は、地域のにぎわいづくりや課

題解決に取り組む団体に対し必要な助成を行うことで、地域の活性化を図ることを

目的として平成２８年度から取り組んでおります。 

補助の対象となる団体は、地域づくり協議会、公民分館、自治公民館、ＮＰＯ団

体で、これまで６つの団体がこの補助金を活用し、９つの事業を実施しております。 

以上です。 

○３番（岡元修一君） 今述べられたように、地域にぎわいづくり事業は、さきに述べ

られたように各団体が自ら発案、計画、申請、実施でき、まちづくりの大きなチャ

ンスになります。 

それでは、続けて質問します。募集することに当たり、年間予算と補助上限額は

幾らですか。 

○町長（東 靖弘君） 大崎町にぎわいづくり事業に関する予算につきましては、令和

５年度当初予算において２０万円を計上し、３月議会において御承認をいただいた

ところでございます。 

また、補助の上限額につきましては、１団体当たり１０万円と定めております。 

○３番（岡元修一君） この金額は、補助事業が始まった当初からですか。 

○町長（東 靖弘君） はい。そのとおりでございます。 

○３番（岡元修一君） それでは、この補助事業は、１団体は通算で何回利用できます

か。 

○町長（東 靖弘君） 令和４年度から、１団体につき２回までの利用とさせていただ

いているところでございます。 

○３番（岡元修一君） 通算２回までと決めたのには理由がありますか。また、応募条

件の２回を使い終わった団体がありますか。 

○町長（東 靖弘君） 令和３年度までに５つの団体から７つの事業に対して申請があ
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りましたが、広く様々な団体への活用を促進するため、令和４年２月に補助金交付

要綱の一部改正を行い、１団体についての利用限度を設けたところでございます。

また、これまで２回の利用上限を超えている団体は、２団体でございます。 

○３番（岡元修一君） それでは、今まで、過去に採択された活動のその後の状況を調

査していますか。 

○町長（東 靖弘君） 過去に事業を実施した６団体、９つの事業につきましては、終

了後、事業報告書の提出を求め、事業に対する評価を行っております。 

これまでに提出された事業報告書を総括いたしますと、それぞれの事業において

事業の対象者となる方々は異なりますが、どの事業も所期の目的を達成しているも

のと評価しております。 

また、その事業が定着しているかどうか、その後についての報告は求めておりま

せんが、おおむねそれぞれの団体で、引き続き事業が実施されているようでござい

ます。 

○３番（岡元修一君） ここまで示された回答をお聞きした上で、私の意見を述べます。 

この地域にぎわいづくり事業は、私の思いである自分たちの町は自分たちでつく

ろうを後押ししてくれる大きな補助事業でもありますが、示されたとおり、予算は

１回当たり１０万円以下であり、応募が１年に２口までとなっています。 

また、１団体の利用は、通算２回までと制限されており、これでは地域の魅力を

十分に発揮することはできません。私自身、昨年、世代間交流と健康維持を目的と

して、オリジナルの縁側カーリングを申請しました。しかし、どうしても予算内で

は目的の半分の資材しかそろえませんでした。そこで、やむなく活動対象を広げて、

他の団体との両申請としました。偶然にも、昨年は私たちの申請しかなく、採択さ

れました。 

また、２回の事業制限についても疑問があります。その活動が３年間継続して地

域に根ざし、活性化に貢献したことが調査で確認された場合には、利用回数をリセ

ットして、新たな提案を可能にするべきだと思います。さらに、ほかの地域にも応

用できるような優秀な提案は、表彰されることが望ましいと考えます。 

人口減少で地域の活力が低下している現状では、自治体からの従来の統一した活

動提案では機能しにくいのが現実です。 

そこで、地域から、その地域に合った新たな集いを提案することで人々に活力が

生まれると考えます。この補助事業は、現在に合った夢のあるものであり、優秀な

提案は町の活動提案にまで引き上げられる可能性があります。そのための予算の増

額と条件の改正を要望します。町長の御意見をお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 大崎町地域にぎわいづくり事業は、先ほど答弁しましたとおり、
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地域のにぎわいづくりや課題解決に取り組む団体に対し必要な助成を行うことで、

地域の活性化を図ることを目的としております。 

事業の目的を考慮しますと、特定の事業のみに補助するものではなく、新たな事

業を実施しようとする団体への資金面において、事業を後押しするための補助金で

あると捉えております。事業の活用を考える団体から補助制度の内容等について御

意見、御要望等をいただきましたら真摯に対応し、多くの団体に地域の活性化を図

っていただけるよう、必要に応じて制度の検討をしてまいりたいと思います。 

いろいろと提案していただいて、そしてカーリングを手作りされるなど非常にユ

ニークなアイデアで地域のにぎわいづくりに対して熱心に取り組んでおられる状況

は十分把握いたしております。この事業の目的が真に地域の活性化ということであ

りますので、様々な幅の広い理解をしていってもいいのではないかという思いがあ

ります。実際、持留の地域づくりの中で、手作りで縁側カーリングということでや

っていらっしゃるところでありますが、そういったものを整備しながら地域の方々

がどうやって参加して、そして自分たちのにぎわいをつくって地域の活力、人と人

とのきずなが生まれるか、非常に大切なことであり、その原動力を担ってきていた

だいているということを認識しております。 

先ほど活性化の図っていただけるよう、必要に応じて制度の見直しを検討してま

いりたいと思いますと締めくくりましたけれども、また、いろいろ一地域の一人と

して提案したいというものがありましたら、担当課のほうにどんどん提案していっ

ていただいて、それによって我々も検討することができると思います。 

以上です。 

○３番（岡元修一君） 前向きなお言葉をいただきました。是非、住民への周知も含め

て、これがなかなか周知が届かなくて補助が受けられないということもあると思い

ますので、是非、前向きな取組を望みます。 

終わります。 

○議長（富重幸博君） ３番、岡元修一君の質問をこれで終わります。 

次に、１番、藤田香澄君の質問を許可いたします。 

○１番（藤田香澄君） 皆さん、こんにちは。私は、先日、通告のとおり４点について

御質問をいたします。 

１点目が、子どもの大崎町での居場所づくりについて、２点目が、子ども真ん中

のまちづくりについて、３点目が、男女共同参画推進事業の進捗について、そして

４点目に、選挙公報の導入についてをお話ししたいと思います。 

国のほうでは、昨今、子ども真ん中の社会を目指してこども家庭庁が創設されて

子ども基本法が今年の４月より施行されています。この子ども基本法第２条におい
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ても、子どもの定義として、心身の発達の過程にある者というふうに定義されてお

ります。つまり、年齢を制限するものではなく、大人になるまでの方々ということ

で定義をされています。また、取り組むべき子ども施策については、新生児期、乳

幼児期、学童期及び思春期の各段階を経て大人になるまでの心身の発達の過程を通

じて切れ目なく行われる、子どもの健やかな成長に対する支援というふうに定義さ

れております。 

そのため、行政はもちろんのことなんですけれども、私たち議員、そして本日お

集まりの町民の皆様も交えて、この一人一人が子どもの成長というものをちゃんと

自分ごとと化して取り組んでいく必要があるというふうに私は考えております。 

そこで、まず、１つ目のテーマとして、大崎町では切れ目なく子どもの支援がで

きているのかというところについて確認をしていきたいと思います。最初の質問と

して、まず、不登校及び不登校とは定義されないが学校に通いづらいと感じている

子、あるいは通級クラスという、通常学級とは一部時間を別にして行動しているよ

うな子たち、あるいは特別支援学級の子たちが、現時点で本町においてどのくらい

いらっしゃるのかというところについてお答えをいただければと思います。よろし

くお願いいたします。 

○議長（富重幸博君） ここで、報道関係者の撮影機材については、さきの通告に基づ

き撤収していただきますのでよろしくお願いをいたします。暫時休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後１時１３分 

再開 午後１時１４分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 再開します。 

○教育長（穗園正幸君） ただいま質問のありました不登校及び学校に通いづらいと感

じている子の数等についての御質問でございます。 

まず、不登校につきましては、何らかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社会

的要因背景により、登校しない、あるいはしたくてもできない状態にあるため、年

間３０日以上欠席した者のうち、病気や経済的な理由によるものを除いたものと定

義されております。 

昨年１年間のうち、３０日以上学校を休んだ児童・生徒は、小学校で１２名、中

学校で１５名でございます。年間３０日以上の欠席になっていないけれども、学校

に通いづらいと感じている子ども、いわゆる登校しぶり等の子どもは、小学校で７

人います。中学校ではゼロでございます。 

通級の対象児でありますが、大崎小学校に設置しておりますＬＤ・ＡＤＨＤ通級



 

－ 138 － 

教室、いわゆる発達障害のある子どもの通級の教室でございますが、現在４人の児

童が通っております。また、町内ではございませんが、志布志市の香月小学校の言

葉の教室に、本町から２人の児童が通っている状況でございます。 

また、特別支援学級の児童・生徒数につきましては、小学校全体で４２人、中学

校で１７人でございます。 

以上でございます。 

○１番（藤田香澄君） ありがとうございます。 

小中学生の今、在校生徒数は総勢で８００名程度でよろしかったでしょうか。 

○教委管理課長（岡留和幸君） 本町における児童・生徒の生徒数でございますが、４

月時点の６小学校につきましては５８７名、中学校につきましては２８８名、合計

８７５名というのが４月当初の人数となっております。 

以上でございます。 

○１番（藤田香澄君） そうしますと、先ほど、冒頭に教育長が数字をお話しいただい

たと思うんですけれども、単純に合計すればいいというわけではないんですけれど

も、合計すると大体１００人ぐらいの子たちが通常学級ではないところにいる、あ

るいは第三者の支援を受けながら学習に当たっているというような状況下と認識を

いたしました。 

１００名ということで、９００弱のうちの１００名ということで１割以上はいる

ような状況だと思うんですけれども、そういった方々に対して、現時点で具体的に

どういったサポートをされているかというところを教えてください。 

○教育長（穗園正幸君） まず、不登校の子どもたちにつきましては、学校に通えない

子どもたちがいるんですけれども、学級には入れないけれども学校までは来れると

いう方がいらっしゃいますので、そういう場合にはかけはしサポーターの小山さん

が配置されておりますので、そこの教室のほうに入って支援している状況もござい

ます。 

それでも学校に来れない子どもたちがおりますので、今、タブレットを配布して

ありますので、通常の授業の様子をオンラインで授業の様子を見たり、ナビマとい

うＡＩドリルがあって、タブレットの中にドリルが含まれておりますので、自分の

学習の進展に合わせて自主学習といいましょうか、そういうものもございます。 

そのほかにはフリースクールがあるんですけれども、これは町内にはございませ

んが、鹿屋市に民間のＮＰＯ法人とかいろんなところが設置しているところがあり

ますが、こちらのほうに通っている子どもたちもおります。そういうような状況の

中で、不登校の子どもたちにそういうような支援もしておりますし、先ほど申し上

げました通級の子どもたちについては、通常の学級に通いながら、例えば吃音の子
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どもが言葉の更正、いわゆる発音とかそういうのを学習したり、あるいはＡＤＨＤ

の子どもたちについては社会的なスキル、コミュニケーションの取り方を先生と子

どもが一対一になって学習する支援とか、そのような活動を行っているところでご

ざいます。 

以上でございます。 

○１番（藤田香澄君） ありがとうございます。 

令和５年３月にこども家庭庁創設の動きの中で設立準備室というものができてい

て、その中で子どもの居場所づくりに関する調査研究報告書を出しています。そこ

で様々な研究者の方であったりとか実業家の方々と話をして先行研究とかもまとめ

て、その中では子どもの居場所というものを大きく２つに整理をされています。 

１つ目が、子どもたちを学年で分けないような公園のような居場所、他世代の子

たちが交流を目的としたような子どもの居場所というのが１つです。もう１つが、

課題を持っているであったり、それに対して何かしらの福祉的なサービスをするこ

とを目的とした、支援を目的とした子どもの居場所という、交流目的と支援目的と

２つにいったんは整理されているんですけれども、今お伺いした中では、どちらか

というと学習支援であったりとか、先生と子どもの関係の中でどう社会的スキルを

身につけていくかというところの支援を行っているように見受けました。 

やはり、子どもの居場所というのは、最初に上げた子たちもいますし、あとは、

今、学校に実際通っていて、だけれどもちょっとふとした瞬間に居づらいと思うよ

うな子たちもいるとは思うんですけれども、そういった子たちも含めて、第三の居

場所に関してニーズの調査、子どもたちであったりとか親御さんに対するニーズの

調査、及び、これまで把握をされようと努めた動き等がありましたら教えていただ

ければと思います。 

○教育長（穗園正幸君） 教育委員会サイドでのことを申し上げたいと思います。 

先ほどは、おっしゃったとおり、２つの支援の方向性のものがありましたけれど

も、普通の子どもたちが公園とかそういうところでの交流であるとか、あるいは困

り感のある子どもたちの支援の２つの部分があるというところでございます。 

先ほども申し上げたとおり、第三の居場所づくりという点では、中学校において、

先ほど申し上げたとおり、困り感のある子どもにおいてはかけはしサポーターの小

山さんが配置されているところということでしております。あと、不登校の児童・

生徒の学びの場の確保や、学びたいと思ったときに学べる環境も、先ほど申し上げ

た学習という部分についてはオンラインでありますとか、そういうふうに支援して

おります。 

ただ、調査について、どういう居場所を親御さんたちに求めますかとか、ちょっ
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と福祉サイドの部分はわかりませんけれども、教育委員会サイドでそのことをアン

ケートでとったことはありません。また、今、指摘で思うことは、地域で子ども会

でありますとか社会教育活動の中で交流をしたり、あるいはスポーツ少年団である

とか地域を土壌にした中で子どもたちが異年齢の中で交流する、そういう場面とい

うのはあるのではないかなと思っているところでございます。 

以上でございます。 

○１番（藤田香澄君） 今、地域の中で子ども会であったり、異年齢の交流が図られて

いるのではないかということなんですけれども、子どもの居場所といっても、単純

に放課後の時間とかフリースクールというようなところだけでなくて、様々な考え

方があって、実際文献とかを見ていても、本当に多様で、図書課であったり児童館

を使ってやったりとか、あと、今、町でも実施している子ども食堂であったりとか、

他世代の異年齢交流であったり、あとは性的マイノリティの子たちに対する支援と

いう居場所づくりということで、非常に多様な考え方がありますというのを、いろ

いろと文献でも見ているので、是非、今、大崎町にいる８７５名の子たちが、大崎

町に住んでいて楽しいと思う経験を１つ積んでもらうということが今後の大崎町の

発展にとっても非常に重要だと思うので、今いる子たちのちょっと一回洗い出しを

行って、それぞれどういう層がいて、どんな課題を抱えている子がいるのか、ある

いは今後抱えそうな子がいるのかというところを一回洗い出しを行って、それぞれ

に適したい場所があるかというところをしっかりと、ニーズ調査を含めてやってい

ただきたいなというふうに思っております。 

○教育長（穗園正幸君） おっしゃるとおり、子どもを取り巻く環境は地域であったり、

学校であったり、家庭であったり、いろんな場面がございます。そういう意味では、

非常に子どもの教育的作用、いろんな支援の作用は多くの環境があるんじゃないか

と思っております。 

ですので、私は教育委員会サイドですけれども、これは保健福祉サイドともタイ

アップして、是非連携しながら、いろいろな角度から多角的に見たときに、子ども

を取り巻く環境がいかにあるべきなのか。あるいは、そういうニーズでありますと

かそういう調査も含めて、福祉サイドのほうも子ども･子育て会議がございますの

で、多角的に、教育委員会も含めまして子どもを取り巻く環境がどうあったらいい

のか、ニーズは何か、そういうのを調査していけるようにしていきたいと思ってお

ります。 

○１番（藤田香澄君） 親御さんに対してもそうですし、是非、子ども真ん中のまちづ

くりということで子どもに対しても行っていっていただけるといいかなと思ってい

ます。 
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そして、周りにいる大人たちのサポート体制というところもしっかりと定義して

いく必要があるなと思っていて、今、障害者の権利に関する条約のほうでは、障害

を持っている子たちに対して合理的配慮を行うということが法的に義務づけられて

いると認識をしております。先ほどもありましたＡＤＨＤなど発達障害と診断され

る子が今社会的に増えている中で、その子たちにどういった配慮をするのが適切な

のかというのをしっかりと周りの大人たちが共有をしていくというところから始め

ていく必要があると思うんですけれども。今、実際に教育現場のほうで、この子に

対してはこういう配慮をしてほしいというような確認のフローというのが、実際に

親御さんたちであったり子どもたちになされているのかというところに関して教え

ていただければと思います。 

○教育長（穗園正幸君） おっしゃるとおり、様々な困り感を持っている子どもたち、

そういう背景のある子どもたちがいると思いますが、学校現場での教職員の理解と

いいましょうか、そういう研修をしたり、そういう場がどういうのかということで

説明をしたいと思います。 

まず、各学校の取組について説明しますと、学校では、毎月、いじめアンケート

の実施をしております。いじめは不登校につながったり、いろんな背景がございま

すので要因にもなりますので、早期発見・早期解決に努めているところでございま

す。また、学校楽しぃーとというアンケート、これは県の総合教育センターが発行

しているんですが、大体２８項目ぐらいに分かれてチェックを入れていくアンケー

トですが、そういうようなアンケート、それから学校独自のアンケートを使って年

に３回程度、子どもたちの自己肯定感であるとかそういう部分の調査を行っており

ます。 

子どもと向き合う教師であるために、各学校では年３回以上の人権教育に関する

研修をはじめ、研究事業を通した校内研修、それから教育支援員会の開催、校外研

修への参加促進など、理解促進に向けて取組を行っているところでございます。 

また、定期的に生徒指導部会、あるいは町の保健福祉課と連携したケース会議な

どを行って、子どもたちの困り感はないか、家庭の状況であるとか、そういうよう

な情報共有と対策等を話し合っております。 

教育委員会といたしましては、年に２回、生徒指導主任研修会を行っております。

本年度の第１回目は今月２１日に、大崎中学校の吉留校長先生に制度指導提要につ

いての講義を行ってもらう予定でございます。各学校の要となる生徒指導主任の先

生方には、町全体の課題の共有であったり、校則の問題、子どもたちがどんなふう

に思っているのか、あるいは先ほども議員からもありましたＬＧＢＴＱなどの新し

い課題、困り感のある児童・生徒に対して発達指示的な生徒指導の方法を学んでい
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ただきたいと思っております。そういう中でいろんな子どもたちの様々なニーズと

いいましょうか、困り感に対応できる、この子に応じてどんな対策がいいんだろう

かということを研修していきたいと思っております。 

そのほかにも養護教諭部会、あるいは人権同和教育の担当者会、特別支援教育担

当者会、いじめ対策連絡協議会、民生委員・児童委員との連絡会等を開催して、そ

ういう困り感のある児童・生徒の実態等の情報共有を図っているところでございま

す。 

以上でございます。 

○１番（藤田香澄君） 様々な取組をされていると思うんですけれども、教職員の方々

の理解度みたいなものは、何かそういった研修に取り組まれて変化があったとか、

より多くのケースを取りこぼすことないように対応できるようになったといったそ

ういった変化はございますでしょうか。 

○教育長（穗園正幸君） すべての子どもたちを取りこぼさずに完璧に支援ができるか

というと、そこまでは至っていないのじゃないかと思いますが、先ほどあるように、

ケースバイケースの中でどのような支援をしていったらいいのか、そして、その支

援の中でも特効薬といいましょうか、こうしたらすぐよくなるとかそういうのはご

ざいませんので、また、こういう方法でやったら成果が出た、こういう方法だとち

ょっと課題が残ってきたということを出し合いながら、いろんなケースの場合を出

し合いながら教師自身もいろいろ工夫しながら高めていけるものじゃないかと思っ

ておりますので、すぐすぐこのような方向でやったらよくなったという、そういう

場合もあるかもしれませんけれども、一朝一夕、いろんな部分の中で取組をやって

いく中で課題が見えてきたら、その課題に対する対応を考えていく。そうして、少

しずつ変容を目指していくということになるかと思います。 

以上でございます。 

○１番（藤田香澄君） 是非、子どもたちも本当に些細なことで授業に集中できないで

あったりとか、例えばいろんなことが入ることによって集中できないので、できれ

ば一番前の席にしてほしいといった、いろんな背景があると思うので、そういった

声を１つ１つその場で解消していって、教職員の方々も多忙かということではある

んですけれども、そこはうまく業務の適正化などを図りつつ、子どもたちを周りの

大人でサポートしていけるような環境づくりに努めていっていただければと思いま

す。 

そのまま次のテーマに移らせていただきます。子ども基本法ということで教育関

係でもありますし、保健福祉課の関係でもあると思っています。ここは切れ目なく、

今後も議論を進めていけたらと思っているんですけれども。今回の子ども基本法に
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おいて第１０条で市町村が子ども計画を策定すること、あるいは第１１条で子ども

の意見を反映することということが努力義務になっているかと思います。 

子どもの意見反映に関しては、その中を読み進めていきますと、子どもの施策と

かを地方公共団体で策定したり、あるいは評価するに当たっては対象となる子ども、

またはその子たちを育てている関係者の意見を反映するために必要な措置をするよ

うにというふうに盛り込まれています。地方公共団体の補足説明として、行政だけ

じゃなく、ここでは議会であったり、あるいは教育委員会などの委員会等も明記さ

れているので、これはもちろん、今回この場では行政に対して要望していくんです

けれども、我々議会としても、子どもたちの声をしっかりと反映していく一般質問

等ができるようにしていきたいと感じております。一応この場では行政に対しての

質問をしていくんですけれども、今回のこの国の動きを受けて子ども中心のまちづ

くり、または子ども施策をどのように推進していくように考えていらっしゃるか教

えていただければと思います。 

○町長（東 靖弘君） こども家庭庁の創設や子ども基本法の施行に伴い、大崎町では

子ども中心のまちづくり及び子ども施策をどのように推進していくかという考え方

の御質問でございます。 

こども家庭庁は、今まで複数の省庁にまたがっていた縦割りを打破し、子ども真

ん中社会を目指すことを理念とし、妊娠、出産支援や就学前の子育て支援、子ども

の貧困対策、児童虐待防止、ひとり親家庭への支援、ヤングケアラーの支援などに

あるため、首相直属の組織として本年４月１日に発足したところでございます。 

また、これと同時に、時代の社会を担うすべての子どもが、その権利の擁護が図

られ将来にわたって幸福な生活を送ることができる社会の実現を目指して、子ども

施策を総合的に推進することを目的として６つの基本理念の子ども基本法も施行さ

れたところであります。 

本町としましても、今後策定される子ども大綱の内容やこども家庭庁の動向を見

ながら、まずは町民の皆様に広報をし、ホームページ、ＬＩＮＥなどを通してこれ

らの情報を周知していきたいと考えております。加えて、放課後児童クラブや子ど

も食堂の支援など、これまでに実施している子どもに関する事業がさらに充実する

よう支援していきたいと考えております。 

また、困りごとを抱える子どもに対しましては、国・県及び近隣の市町、関係各

課、その他外部機関とも連携を図りながら役割の明確化を進めるなど、それぞれの

子どもの状況に応じた支援ができるよう本町なりの施策を検討し、実施していきた

いと考えているところでございます。そのためには、親権者だけでなく子どもの意

見を聞き取る仕組みづくりを目指し、そこからの提案・意見などを取り入れること
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で子ども中心のまちづくりにつながっていくのではないかと考えております。 

以上でございます。 

○１番（藤田香澄君） ありがとうございます。 

子ども大綱が国のほうで今、作成を進められていると思うんですけれども、それ

を踏まえて本町でも子どもに関する計画というものを定める予定はおありでしょう

か。 

○町長（東 靖弘君） そういうふうに進めてまいりたいと思います。 

○１番（藤田香澄君） 是非、お願いできればと思います。 

先日、大崎町から周辺の高校に通う子たち３０名ほどとちょっとお話をさせてい

ただく機会をいただいたんですけれども、その際にいろいろと意見交換の中で、高

校生の子たちからしっかりとこういうことをしたいという意見が出てきたんですね。

例えば外国人との交流というのをもっと増やしていきたいであったりとか、あとは

お年寄りの方々と若い人がしっかりと交流をしていくようなイベントを実施してみ

たいという声であったりとか、あるいはもっと具体的なものでいうと公園を新しく

してほしいであったりとか、バス停に屋根を付けてほしいといった意見が、しっか

りとした軸のある意見が出てきたので、そういったものを聞く。やっぱり聞く場と

いうものをどうつくっていくかで、どれだけいい意見が聴取できるかというものに

も関わってくると思うので、いかにその場をつくっていけるかというところを考え

ていっていただきたいなと思っております。 

先ほども、広報誌、ＬＩＮＥ等で周知していきたいというお話もありまして、今

後具体的に何をやっていくかというのは、これから計画していくかとは思うんです

けれども、現時点でどういった形で子どもの意見というのを拾っていくか、あるい

は子どもとの関わりしろをもっとどういった形でつくっていくかということに関し

て、どのようにお考えかというところを、最後お伺いできればと思います。 

○町長（東 靖弘君） 現時点で子どもの意見を反映したほうがよさそう、関わりしろ

をつくろうと考える取組はないかとの御質問でございます。 

現在、大崎町子ども・子育て支援事業計画の第２期計画期間中でありまして、計

画期間が令和６年までとなっていることから、本年度は次期計画策定に向けまして

のニーズ調査を行う計画でございます。 

このニーズ調査は、学校教育、保育、地域の子育て支援事業について、利用状況

の把握、評価、課題や要望などのアンケートを行い、次期計画における利用量の見

込みを推計し、具体的な目標や新規事業の設定を行うための業務であります。前回

のニーズ調査では、親権者のみを対象に行っておりましたので、今回は小学生、中

学生及び高校生も対象に含めるなど、子どもの意見を反映させる機会をつくりたい
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と考えております。 

また、現在、中学校にかけはしサポーターが配置されておりますが、不登校をは

じめとする悩み事を持つ子どもたちの窓口として寄り添っておりますので、そのよ

うな人材をさらに確保できるよう努めてまいりたいと思います。 

○１番（藤田香澄君） ありがとうございます。是非、いい計画及びその後の実行部分

でいい状態をつくれるように進めていっていただければと思います。 

それでは、次の３つ目のテーマに移らせていただきます。大崎町の男女共同参画

推進事業の進捗等についてお伺いをしていただければと思っております。 

まず、質問として、現在、大崎町役場の女性男性比率、一般職、会計年度任用職

員それぞれを含めてということをお聞きしたいのと、あとは、その中で管理職の女

性男性比率というところをお伺いできればと思います。 

○町長（東 靖弘君） 町職員の女性男性比率に関する御質問でございます。 

職員数は、４月１日現在で一般職と会計年度任用職員合わせまして２２４名おり

ますが、このうち女性は８４名で３７.５％、男性は１４０名で６２.５％でござい

ます。また、２２４名の内訳でございますが、一般職が１５０名のうち、女性は２

５名で１６.７％、男性は１２５名で８３.３％となっております。同じく、２２４

名のうち会計年度任用職員は７４名でございますが、女性は５９名で７９.７％、

男性は１５名で２０.３％でございます。なお、一般職１５０名のうち、課長職で

ある管理職が１４名おりますが、全員男性でございます。 

以上でございます。 

○１番（藤田香澄君） 役場全体としては女性が３７.５％で、一般職の方が１６.７％、

会計年度任用職員が７９.７％、管理職は一人もいないということで認識いたしま

した。 

本町ではＳＤＧｓをＳＤＧｓ未来都市としてしっかりと取り組んでいくというふ

うに明記されていると思うんですけれども、その中でいろいろゴールがある中で、

ゴールの１６番に「平和と公正をすべての人に」というところの中において、そこ

で行政であったり議会、あるいは公共サービスを提供する組織においてしっかりと

男女参画、男女隔たりなく参画を推進していくというものが明記されています。こ

の指標を見ていくと、何を目標にするかということは各地域、各自体によってより

けりだとは思うんですけれども、１つ、参考としては、国全体の比率に対して現状

がどうかということが明記されています。つまり、国全体が女性は５割、大崎町に

至っては女性のほうが割合としては多いと思うんですけれども、そこに対して行政

の機関はどうなのかということが、ひとつ考えていく必要があることかなと思って

おります。 
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その中で、大崎町では男女共同参画計画というものを策定されていると思うんで

すけれども、この中で、今日この場では、今後も継続的にこの男女共同参画は取り

上げていきたいと思うんですけれども、この場では行政の状況、進捗について伺っ

ていきたいと思います。 

その中に、町職員に対する研修の実施、あるいは町の政策・方針決定過程の女性

の参画推進ということがゴール、目標を目指すところとして明記されていると思う

んですけれども、そこの進捗状況についてお伺いしたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） 男女共同参画事業に係る最終の目標値と進捗に関する御質問で

ございます。 

本町では男女共同参画社会基本法に基づく第２次男女共同参画基本計画を策定し

ており、この計画に基づきまして各種施策に取り組んでいるところでございます。 

この中で、研修の実施については、女性の人材育成とキャリアアップに向けた支

援に取り組むとしております。具体的には、女性職員のみを対象とする研修や市町

村アカデミー、自治大学校等の研修期間に派遣し、意識改革に取り組むことを設定

しております。 

研修に関しての具体的な目標値は設定しておらず、進捗としては、近年コロナ禍

の状況であったため、研修期間への派遣そのものが困難であり、実施できていない

状況でございます。 

次に、町の政策・方針決定過程への女性参画の一例といたしまして、各種審議会

等の委員登用や職員の管理職登用などがあると認識しております。各種審議会等の

委員登用に関する最終的な目標値は、女性委員の割合を、令和７年末までに４０％

以上６０％以下とすることとしております。また、進捗状況については、女性委員

の登用割合が５月末時点で２６.８％でございます。 

さらに、女性職員の管理職登用に関する最終的な目標値については、令和７年度

末までに管理職を７％としておりますが、現在のところ管理職は全員男性であり、

達成できておりません。 

そのほか、管理職以外の係長以上、課長補佐級以下の役職に関する目標値として

２５％以上としておりますが、現在のところ１４.０％で、こちらも目標値を下回

っているところでございます。 

以上でございます。 

○１番（藤田香澄君） 管理職、令和７年度末までに目標値として７％ということなん

ですけれども、そこに向けて現状の計画に明記されている施策で十分なのかどうか

というところをお伺いできればと思います。 

○町長（東 靖弘君） 現在、説明いたしましたように、女性の管理職が配置されてい
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ないという状況であります。男女平等参画社会の中で、女性の管理職を登用してい

くことは当然のことでありますので、そこに向けては人材育英を図りながら取り組

んでいきたいと思っております。 

これまで女性の管理職といったことにつきましては、いなかったというわけでは

なかったと思いますけれども、町立保育所がたくさんありましたので、そこの中に

は所長さん方を配置していたということがあります。三位一体改革において民間に

ゆだねる事業については民間にしなさいという、当時の国の方針が出ておりまして、

それに基づいて町立保育所をすべて民間に移していたといういきさつがございます。

その中で町立保育所の職員の方々を役場のほうに全部引き上げて、今まできている

という状況でありまして、管理職の登用という面では実現はしていないところであ

りますが、過去の変遷を御理解いただければと思って説明させていただきました。 

○１番（藤田香澄君） 今の答弁で、女性の管理職を増やすことの重要性というところ

をお話しいただいたと思うのですけれども、今、計画を見ている限りでは研修への

参加等で、コロナで実際実施はできていないということなんですが、これから実施

されていくとは思うんですけれども、それで果たして十分なのかどうかというとこ

ろは改めて御検討いただきたいと思っております。 

いろいろと調べていると、今、女性の管理職割合、全国１位なのは鳥取県庁なん

ですね、２２.７％になっているんですけれども。そこでの取組として意識された

のは、やっぱり職員の配置というところをしっかりと考えていく、取り組んでいく

というところで、今、現状、これはもう本当に男女関係なくなんですけれども、現

状の業務で非効率的なところ、あるいはあふれてしまっているようなところをしっ

かりと改善して、誰もが働きやすい環境づくりを整備することによって女性の関心

を得て、そこから女性をトレーニングしていくという形で、いきなりステップアッ

プ、登用させるのではなく、しっかりとトレーニングを進めていきながら現在の全

国１位という数値に至っているというものを拝見しました。 

ですので、やっぱりここは、一歩一歩研修を受けていくところだけでなく、町長

として今後、大崎町の人材の配置というところをしっかりとそこにも目を向けて力

を入れていくというところにかじを切っていただく必要があるかなとは思っており

ます。もし、今の点に関して答弁ございましたら、いただければと思います。 

○町長（東 靖弘君） 管理職の大きな役割の１つに、判断や意思決定をすることが上

げられると思っております。当然のことながら、町の政策・方針決定に至るまでの

過程に少なからず管理職の判断や意思決定の結果が反映されてまいります。この過

程において、女性の管理職の存在は望ましいものと認識しております。 

女性管理職が存在することで、より多角的な視点で政策等戸捉え、結果的に住民
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サービスの向上に寄与できるのではないかと考えております。もちろん、登用に当

たっては知識や経験に加え、折衝能力、調整力など管理職としての能力が必要にな

ってまいります。このため、取組としては、求められる能力の向上を図るため、計

画で掲げている研修に引き続き取り組んでまいりたいと思います。 

また、女性職員にとっては、出産、育児に伴う時間的制約の影響で十分な職務経

験が蓄積しにくいことや、職責から生じる心身や家庭への負担感など、キャリアア

ップに対する不安を抱えていることも想像をしております。このため、人事評価制

度や育児休業制度における面談の場を活用しながら、不安を取り除くための意見交

換も効果があるのではと思っております。 

さらに、管理職への登用とはいいましても、課長補佐級及び係長級の職員も少な

い状況ですので、まずは能力がある職員をこれらの職位へ登用することが重要と考

えております。加えまして、管理職も、職員としての第一歩は新規採用職員でござ

いますので、採用試験で能力のある人材を採用してまいりたいと思っております。 

これまでそういった研修の場、あるいは仕事においても多様な場を経験していく

ということを蓄積することによって仕事に対する熱意、あるいは実績ができてきて

管理職への登用が可能になると思いますので、そういったことも踏まえながら多様

な経験ができるような形で提供しながら育成していきたいと考えます。 

○１番（藤田香澄君） ありがとうございます。 

令和７年度までに管理職７％を目指すというところの目標を掲げているからには

是非推進していっていただきたいなと思っております。この議場が、こちらから見

る景色というものが、次の４年間の中で少しでも変わっていったらいいなというふ

うに思っております。 

それでは、最後の質問に移ります。選挙公報の導入についてというところなんで

すけれども、今回、初めて選挙を経験してちょっとびっくりしたのが、自分がいろ

いろとネットで探して選挙準備をしていくと、選挙公報というものが世の中にはあ

って、大崎町では選挙公報を行っていないということを知って、じゃあ、住民の皆

さんは候補者一人一人が何を訴えているのかであったりとか、どういったまちづく

りをしていきたいかというのを、横に並べて確認する媒体がないということに少し

戸惑いを覚えました。実際に世の中でのデータを見てみても、今、投票の手がかり

として選挙公報の重要性というのが少しずつ高まっていっていて、公益財団法人の

明るい選挙推進協会というものが２０２１年、これは衆院選なんですけれども、そ

のときに行った調査では、実際に投票に役立ったものとして選挙公報というふうに

答えた方が１９.４％いらっしゃったようです。それは、テレビとかの政見放送に

続いて３番目に高かったものとして、実際に注目というものが上がっているかなと
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いうふうに思います。全国的に見ても、町村の部で選挙公報を導入している自治体

が約５割程度というデータも出ているので、今後、大崎町も是非、選挙の際に適切

な候補者を選ぶためにも、導入をしていっていただきたいなというふうに考えてお

ります。 

実際に公職選挙法の第１７２条でも、選挙公報を導入するかどうかということは

買う自治体の条例で定められるというふうにしているので、大崎町として、今後導

入の検討というものを、今まで、これまでしたことがあるかというところを先にお

伺いできればと思います。 

○町長（東 靖弘君） 本町では、令和２年１２月に選挙運動用自動車、選挙運動用ビ

ラ及び選挙運動用ポスターの選挙行為に係る条例を制定したところでありますが、

その際に選挙公報についても検討を行った経緯があります。 

しかしながら、選挙公報の印刷、発送スケジュール等を考えた結果、導入を見送

ったという経緯がございます。 

○１番（藤田香澄君） 鹿児島県内でも選挙公報を導入している町村が３箇所しかない

のか、３箇所あるんですけれども、さつま町、屋久島町、和泊町の３自治体が今、

選挙公報を導入されています。私も実際にお話を伺って、発送までのスケジュール

というのが非常にタイトというところは実際に伺っています。告示から投票まで５

日間の間で、原稿をもらって印刷をして郵送するというところがかなりタイトなス

ケジュールということなんですけれども、実際にいろいろと調べていると、２０１

１年から選挙公報というものは郵送に限らずウエブでも掲載できるようになってお

りますし、あとは自治体によっては工夫をされていて、期日前投票が、今、告示の

次の日から始まっていると思うんですけれども、投票所の入り口のところにまずは

置いておく、後日、投票日までに郵送するというようなそういったこともされてい

るのをいろいろと調べていて見たので、是非そういった形で工夫したら不可能では

ないのかなというふうに考えております。今後検討をしていただきたいと思ってい

るんですが、その点に関して、町長いかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 課題としましては、選挙公報の印刷及び発送のスケジュールと

認識しております。印刷及び発送業者に確認しましたところ、選挙公報の受注から

納品までに２日程度必要であり、配達には最低４日程度必要とのことでありました。 

町政選挙の場合、告示日から投票までの期間が非常に短くて、選挙公報を投票日

前日までにすべての有権者にお届けすることが厳しい状況であります。また、先日

執行されました大崎町議会議員選挙の期日前投票所での投票率は、全体の投票率の

４２.６５％となっておりまして、選挙公報が家庭に届く頃には投票が済んでいる

方も多く、選挙公報が十分に生かされないといった課題もあると認識しているとこ
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ろであります。 

○１番（藤田香澄君） 発送に２日程度かかるということなんですけども、そういった

意味でもデータを告示の日にもらった時点でウエブ掲載から始めていくというよう

なやり方もあると思うので、期日前投票にもちろん間に合うように何かしらの可能

性というものをあらゆる角度で検討を進めていっていただきたいなというふうに考

えております。 

また、検討をされるに当たっては、やはり住民の方々、いろんな方々がいらっし

ゃって、例えば視覚障害を持っていらっしゃるような方々もいらっしゃって、今い

ろいろと調べていると、議論としてはネットに選挙公報の写真を載せただけだと、

それを見えないという方々がいらっしゃるので、それを音声データで掲載するとい

うような取組をされている自治体も実際ありました。なので、あらゆる方々に実際

候補者の情報というものがちゃんと届くように可能性というところも含めて検討を

進めていただきたいというふうに思っております。その点、可能でしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 先ほどあるというところで、お話をさせていただいたところで

すが、選挙公報が届く頃は投票が終わっているというようなお話もさせていただい

たところでございます。今の御説明の中でも県内で３箇所あるということ、あるい

はウエブでの掲載ができるといったことがございますので、また、聴覚障害、視覚

障害の方々も適正に情報を取ることができるようにという、そういったことができ

るように改善していったということの御提言でございますので、そこらについては

十分検討し、少しでも実現できるようにしていきたいと思います。 

○１番（藤田香澄君） 是非、よろしくお願いいたします。 

今から４年後のことではあるんですけれども、今から制度であったり仕組みとい

うものを変えていかないと、４年後に立候補される方々のためにちゃんと我々は環

境整備をしていきたいというふうに思っていますので、その方々が気持ちよく４年

後を迎えられるように、是非一緒になって検討していっていただければと思います。 

以上で、私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（富重幸博君） ここで、暫時休憩いたします。次は、２時１５分から開会いた

します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時０４分 

再開 午後２時１５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 再開いたします。 

次に、４番、平田慎一君の質問を許可いたします。 
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○４番（平田慎一君） さきに通告してあるとおり２点、町民の情報公開について、及

び行政監査の現況認識について質問してまいります。 

まず、初めに、町民への情報公開の認識及び考えを問うてまいります。本町の取

り組んでいる、また考えている町民への情報公開の認識と現況についてですが、質

問趣旨の情報公開とは、町政などに関する情報を町民に公開することです。法制化

されているのは行政機関に保有する情報の公開に関する法律、いわゆる情報公開法

と独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律です。本町でいえば大崎町情

報公開条例及び関連する規則等でもありますが、この情報公開法が国民の知る権利

を具体化していることは確かで、知る権利は憲法第２１条が明記する表現の自由の

１内容であり、自己実現、自己統治の重要な手段であり、町民が調整などについて

情報を十分に公開されることにより、一人一人がその情報を吟味した上で適正な意

見を形成することができるようになり、情報公開は町民による町政などの監視・参

加を充実させるものです。むろん、行政だけではなく立法や司法の分野もあります。 

本町における町民への積極的な情報公開と町民との情報共有の必要性及びその御

認識、考え、並びに情報公開の現況を、まずお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） 町民への情報公開の認識及び考えに関する御質問でございます。 

本町におきまして、町民の知る権利を尊重するという趣旨のもと、平成１５年度

に大崎町情報公開条例等を制定し、町の保有する公文書の情報開示請求ができる環

境を整えているところでございます。 

この制度は誰でも請求できるものであり、原則公開です。例外として、個人のプ

ライバシーに関するものや、法人などへの正当な利益を害するものなど開示できな

い情報もありますが、町民参加による公正で開かれた町政を推進することを目的と

しておりますので、引き続き、公文書の情報開示や情報提供に努めてまいりたいと

思います。 

本町の情報提供につきましては、予算・決算の概要など広報誌やホームページを

活用するとともに、庁舎１階に情報公開コーナーを設置しておりますので、これか

らも町民への情報提供に努めてまいります。 

しかしながら、全国を見ますと、踏み込んだ形で行政の持つ情報を開示、提供し

ている地方自治体もありますので、そういった先進地の取組内容を参考にしながら

検討をしてまいりたいと思います。 

次に、情報共有の必要性につきましては、町政に関する情報を町民の皆さんと共

有することは十分に必要性を感じておりますので、わかりやすい情報の内容の充実

を図りながら、引き続き、地方自治の諸活動を町民に説明する責務を全うし、町民

の皆さんに御理解いただきたいと思います。 
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今後も、情報公開条例の目的に沿った情報公開と情報提供を図りながら町民の町

政に対する理解と信頼を確保し、町民参加による公正で開かれた町政の推進に努め

てまいりたいと思います。 

以上でございます。 

○４番（平田慎一君） 情報公開に関しましては、インターネット上でもですね情報公

開法等の内容は件数等を含めて出ておりますが、今、町長の答弁の内容で情報共有、

わかりやすく情報共有をしてまいりたいというふうに言われておりましたが、現状

の情報共有の手法、手段、どのような形で町民に対する情報共有を行っているのか

をお教えください。 

○町長（東 靖弘君） 本町は、現在、町民の皆さんと情報を共有するということで出

しておりますのは、町の広報あるいはホームページ等で掲載といったことになって

くると思います。 

○４番（平田慎一君） 個人情報保護法という部分と不正競争防止法との認識と考え、

その取り扱い状況及び運用状況についてとお聞きするんですが、関連でですね。法

律を含む情報公開できないものの認識、今、情報公開できるものとできないものと

いうものがございますが、その部分なんですが、本町の運用状況について情報公開

できるものがあればできないものもあります。不開示情報として個人情報保護法第

７８条に記載され、５つの概要というか類型として明記されてもおります。そのほ

か、行政機関の長は開示請求に係る行政文書が存在していれば開示決定または不開

示決定を行い、存在していなければ不開示決定を行うことになる。これは法第９条

に記載されているんですが。要は開示できない、情報公開の開示の拒否もできると

いうふうに条文で書かれております。これの本町の運用状況、取り扱い状況につい

てお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） 開示できない情報としましては、個人のプライバシーに関する

もの、あるいは法人などの正当な利益を害するもの、国・県・市町村などの協力関

係が損なわれると認められるもの、また人の生命・財産などの保護、犯罪の予防な

どに支障があるもの、未確定で町民の誤解を招くなど公正な意思形成に著しい支障

があるもの、また監査、試験、交渉などの事務事業の公正、円滑な執行に著しい支

障があるものが上げられます。 

○４番（平田慎一君） 一般的に書かれている条文の内容と一緒で、ほかの市町村も大

体それに似たような感じでされているというふうに認識しております。 

あと、情報公開請求を行わなくても情報公開を行う場合があると思います。また、

本町においてそういう場合があるのか、また、それはどのような場合か。そして、

本町の情報公開請求の申請状況及び許認可状況についてもですね直近の状況をお示
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しください。 

○町長（東 靖弘君） 情報公開請求以外に情報公開時を行うことがあるのかとの御質

問でございます。 

初めに、本町の情報公開条例に基づく開示等について申しますと、請求に対して

開示できるかどうかにつきましては、実施機関において開示請求に対する決定をし

ております。なお、決定の内容につきましては原則公開による開示、部分開示、不

開示、不存在等の決定をしているところであります。 

また、近年の２か年の実績を申しますと、令和３年度の開示請求の件数は７件で、

開示が２件、部分開示が３件、不存在が２件。令和４年度が開示請求の件数は３件

で、開示が１件、部分開示が１件、不存在が１件となっております。いずれも、開

示決定等に対する不服等の審査請求はございませんでした。 

質問の、制度による情報公開請求以外に行政の情報を開示することはないと考え

ますが、専門的な事案につきましては、関係機関と連携しながら制度の趣旨に沿っ

た内容で決定し、進めてまいりたいと思います。 

以上でございます。 

○４番（平田慎一君） 多分ですねそういった部分は警察関係とかそういう犯罪関係等、

そういう部分の関係に関する部分は多分開示できる部分が法律に記載されていたよ

うな気がするんですが。 

先ほど町長が言いました部分開示と不開示の部分で数件あるという形で御説明が

ありましたが、部分開示と不開示の内容をお教えください。 

○総務課長（上橋孝幸君） ただいまの御質問にお答えしたいと思います。 

まず、開示、これは全部開示のことですけれども、内容といたしましては税関係

の、例えば家屋の評価といったものが多い、あるいは土地の資産の評価算出とかそ

ういったものが主になっているところであります。 

それから、部分開示につきましては、いろいろ補助金の関係資料であったり契約

書の一部であったりということがありますけれども、それにつきましては、やはり

個人情報保護の観点からどうしても全部公開というわけではなくて一部伏せた形で

部分開示しているところでございます。 

以上です。 

○４番（平田慎一君） よく言われる部分開示は、よくテレビ等で見る黒塗りになって

いる文書ですよね。そういう部分もあるということで認識させていただきました。 

次に、行政監査の現況認識について質問してまいります。本年３月議会でですね

個別外部監査契約に基づく監査に関する条例を議員発議し、議員の全会一致の議決

にて承認されました。その後、個別外部監査請求及び監査請求の議案上程が否決さ
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れましたが、内容を町民の皆さんが御存じないと思います。なぜ、これを議員発議

で本条例の提起に至ったのか、その部分の情報公開の意味も含めた内容は、個別外

部監査請求に関する決議を地方自治報第２５２条の４０第１項の規定により個別外

部監査委員に対し監査を求め、その結果の報告を請求するものです。 

個別監査を求める事項として、令和４年度一般会計補正予算、令和５年度一般会

計予算、大崎町ＳＤＧｓ推進協議会、大崎町衛生自治会、有限会社そおリサイクル

センターに関する事務執行について。監査結果の報告期限は令和５年４月３０日、

これは前回の議会議員の任期満了に合わせたものでございます。理由、項目として

３項目ほど提出しました。１つ目、一般社団法人大崎町ＳＤＧｓ推進協議会は本町

の企業版ふるさと納税等の事業及び事務執行を中心に、負担金や補助金を管理運用

しているが、大崎町衛生自治会と共同による鹿児島相互信用金庫所有のマルおおさ

きの改修と備品購入に係る予算３,１８６万２,０００円を組んでいたが、議会への

説明も予算審査も行われていない状況で工事の事前着工を行っていた。そのような

状況を受け、先般、１２月議会で住民環境課分の当該予算は取り下げとなったが、

その影響は他の補助事業団体への関連性もあり、早急な事務監査が必要である。よ

って、協議会に係る監査を求めるものである。 

２つ目に、大崎町衛生自治会は本町の資源ごみの分別回収等の役割を担う住民の

任意団体であり、関連する資源リサイクル関連の補助金等が充当されているが、上

記団体と共同事業予定の鹿児島相互信用金庫所有の建物改修に伴う工事予算の委員

会審査時に収支決算に出てない通帳の存在が発覚し、不透明な会計処理の説明責任

が果たせず、全会一致にて本議案が否決された。同時に、大崎町議会議員全員協議

会にて大崎町衛生自治会助成事業に関する関連資料の提出を求めたが、期限内に出

されないばかりか、衛生自治会から文書で現在の最高レベルの公認会計士、当該会

社名不記載に監査を行ってもらい、運用は適正であるとの判断から議会に対する資

料提出の必要はないと理事会で議決した旨の文書が町長宛に送付され、議会に配付

され、関連資料の提出はついに出されなかった。また、本年３月議会の一般質問に

て衛生自治会の会計管理は役場の住民環境課が担っており、会計処理も行っている

にもかかわらず、使途不明金や計上すべきものが予算計上されていないと思う問題

が発覚した。さらに、ルール上、会計課に預けなければならない通帳を職員が隠し

持っており、通帳の資金を決裁や許可を得ずに使用していた事実も発覚している。

行政が不正な会計処理を行っており、さらに不正な会計処理を知りながら報告、是

正を行わなかったものであり、地方公務員報第２９条の規定により関係職員の処分

は免れない。よって、衛生自治会に対し早急に厳格なる監査を求めるものである。 

３、有限会社そおリサイクルセンターは、本町の廃棄物やし尿処理及び上下水道
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事業の委託管理などすべて随意契約の１社独占の契約をしているが、委託料から上

記関連団体に同じような委託金が流れていたり、そのまま仕事を横流ししていると

の指摘が委員会で出ている。また、本町住民がリサイクルし、分別したものが市場

価格より安値で取引されていることが１２月議会で判明した。ＪＩＣＡ事業につい

ても、本町が契約者であるが、事業主体と資金の管理は有限会社そおリサイクルセ

ンターであることを鑑みれば、上記団体との関連性も含め、適切な事務処理が行わ

れているのか監査を求めるものである。 

以上が、３月議会にて議決する予定であった外部監査請求及び監査請求の上程内

容でございます。これが議員発議で外部監査の条例導入に至った理由ですが、本決

議案については一般会計予算特別審議委員会の折、議員全員にて話し合い、討議の

結果、地方自治法第９８条２項の監査請求ではなく、同法第２５２条４０第１項の

外部監査を入れるべきとの意見に集約され、全議員に尋ねたら反対もなく、賛成意

見のみでの発言で本決議案を請求するに至ったものであります。 

本会議にて上程、議案の監査請求にはまだ至っておりませんので、現在、外部監

査は行われておりませんが、通常監査は行われるはずですので、後ほど、本日、監

査委員のほうにもお越しいただいておりますのでお聞きします。上記の流れを踏ま

えまして、特に１番から３番、今説明しましたが、その中で私が指摘、質問した部

分を特にお聞きしていきます。まず、一般社団法人大崎町ＳＤＧｓ推進協議会の相

互信用金庫跡地マルおおさきの改修工事の事前着工の認識と対応についてお示しく

ださい。 

○町長（東 靖弘君） マルおおさきにつきましては、昨年１２月の第４回議会定例会

から、議員の皆様に対しまして、これまでいろいろと御説明申し上げてまいりまし

た。 

平田議員から御質問いただきましたマルおおさきの改修工事について、改めて御

説明申し上げます。まず、大崎町ＳＤＧｓ推進協議会から改修費の予算を執行する

こととなりました経緯についてであります。令和４年度の協議会予算において、本

町の第３次総合計画で本町の将来像であるサーキュラービレッジのビジョンマップ

に掲げております環境学習拠点の整備費を計上しております。協議会としても、環

境学習拠点の整備については、大崎町衛生自治会の御協力が不可欠であるとの考え

でありましたので、昨年１２月議会における衛生自治会に対する補助金の予算計上

を行ったことから、拠点の整備は衛生自治会が主体の事業と整備いたしました。拠

点整備に必要な改修費用は総額３,１８６万円でありましたが、協議会としても環

境学習拠点の整備費として支出する妥当性があるとのことから、総額のうち１,４

００万円について執行する予定でありました。 
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平田議員から御質問のあったマルおおさきの改修工事に係る事前着工の問題につ

いてでございますが、協議会と衛生自治会、財源と工事箇所がそれぞれ異なること

とはいえ、工事の発注は衛生自治会が一体的に行っていたこと、また、議会の皆様

に対して財源等について丁寧な説明を行っていなかったことから、御指摘のとおり、

予算の可決前の工事着手と捉えられてもやむを得ないと判断いたしました。この点

につきましては、深くお詫び申し上げます。今後は、これまで以上に、事業につい

て丁寧な説明を徹底するとともに、同様の問題が再発しないよう、予算執行に係る

透明性の向上を図り、議会に対する信頼回復に努めてまいりたいと思います。 

以上でございます。 

○４番（平田慎一君） マルおおさきに関しましては、先般ですね今回の議案上程をさ

れている部分で代表の副町長をはじめ、説明を受けました、詳細ですね今後の方針

についてですが。その中で我々もちょっと知らなかったんですが、私は単純にＳＤ

Ｇｓ推進協議会が事前着工したのかなというふうに認識していたんですが、先般の

委員会の質疑で、今の町長の答弁でもあったんですが、事前着工の部分は衛生自治

会がしたという形になっているということだったんですよね。工事着工分の金額は

幾らぐらいの金額だったのか、今会計の議会のときに聞いたとき１６５万円程度支

払わなければならないとありましたが、これは衛生自治会が１６５万円、前着工分

を払うのか。農業委員会等でいうと事前着工をした場合は元に戻さないといけませ

んから、その分は負担しないといけないわけですよね。だから、その負担は誰がす

るのかといったら、衛生自治会がしますみたいな感じの答弁があったんですが、そ

ういう認識でよろしかったでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 対応について検討中でございます。衛生自治会にも相談させて

いただき、衛生自治会にて支出するか確認させていただきます。ＳＤＧｓ推進協議

会で執行する予定はないと伺っております。 

以上でございます。 

○４番（平田慎一君） そのあたりはですねよくよく話し合いのほうは多分されたほう

がいいんじゃないかなというふうに思いましたので質問させていただきました。 

次にですね大崎町衛生自治会の収支決算に出ていない通帳の発覚についての認識、

また、会計管理は旧住民環境課が担っており、ルール上、会計課に預けなければな

らない通帳を職員が隠し持っていたわけですよね。この通帳の資金を決裁や許可を

得ずに使用し、さらに不正な会計処理を知りながら報告是正を行わなかったもので

あり、これは地方公務員報第２９条の規定に抵触すると思いますが、その認識と対

応をお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 御質問に係る論点が３つほど上げられると思っております。 
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１点目に、会計処理に関して、旧住民環境課職員が行っていることの是非、２点

目に、衛生自治会の収支決算に関して一般会計以外のものが公になっていなかった

こと、３点目に、通帳の発覚の部分、この通帳はどのような性質、内容のものであ

り、どのように取り扱われるべきであったのか。これら３点を個別に把握、判断す

ることで地方公務員法に抵触するのかどうかを判断すべきであろうと認識しており

ます。 

この点について、さきの３月議会開会以降に調査を行い、それに対応したところ

も含めましてお答えいたします。 

まず、１点目に関しまして、会計処理を旧住民環境課職員が行っていることでご

ざいます。これは、衛生自治会会則で住民環境課に事務局及び会計を置くと規定さ

れていたこと、及び町行政組織規則で衛生自治会の普及及び連絡調整に関すること

と規定されていることから、法的にも事務的にも支障はないものと理解しておりま

す。また、町が事務局を担っている任意団体の事務につきましては、担当課が職務

として所掌してなくても、職務専念義務の免除申請を提出させ、広く公務として取

り扱っておりますので、支障はないものと理解しております。ただし、町の職員と

しては任意団体の現金を取り扱う事務が含まれるため、他の団体の現金を取り扱う

というリスク軽減の点から、この部分は将来的には切り離していくことが望ましい

と思っております。 

２点目の、衛生自治会の収支決算に関して一般会計以外の会計が公になっていな

かった点でございますが、こちらは町の収支決算ではなく、あくまで衛生自治会の

収支決算であるため、私の立場ではっきりと明言することはできかねるところでご

ざいます。しかしながら、衛生自治会において会費５００円の使途をはじめとする、

いわゆる一般会計と呼ばれるものは公にされていて、それ以外の会計については公

にされていなかった、これは調査の結果、事実でございましたが、このことが妥当

である合理的な理由はまったくなかったと認識しております。しかも多数の大崎町

民が会員となっている点、町の旧住民環境課が衛生自治会事務局を担っている点、

加えて団体の会計処理においては常に透明性が求められる点からも、決して好まし

い状況ではなく、誤解を招きやすい状況であったと認識しております。これらのこ

とから、環境政策課職員には、透明性を確保するため、すべての会計を公にするよ

う強く支持したところでございます。 

３点目に、通帳の発覚の部分。この通帳がどのような性質、内容のものであり、

どのように取り扱われるべきであったのかについて調査いたしました。この通帳は、

衛生自治会名義の通帳であり、そうしんビジネスイノベーション大賞受賞時の副賞

１００万円が入金された通帳でございます。調査の結果、使途不明金や私的流用は
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なかったものの、通帳を取り扱う職員が事務局の旧住民環境課職員ではなく、担当

課以外の職員であったこと、加えまして、準公金として会計課で保管すべき通帳で

あったにもかかわらず、これが遵守されていなかったことがわかりました。以上の

点から、４月に職員懲戒審査委員会を開き、この中で地方公務員法第２９条の適用

を含めた処分に係る検討をいたしました。同法第２９条は、いわゆる職員の懲戒処

分に係る規定でございますが、これを適用するかどうかの判断基準は、法令違反、

義務違反及び非行等の量定、重さ、軽さによって決められるものでございます。こ

の考えに基づき、人事院や町が定めている懲戒処分の標準例を参考にすることにな

りますが、この上旬例に当てはめた場合、最終的には同法第２９条には該当しない

と判断したところでございます。ただし、法に抵触していなかったとはいえ、町の

職員が守るべき事項を遵守できていなかった点は事実でございますので、関係職員

については、公金公物処理に適正さを欠き、公務の運営に支障を与えたため既に処

分を行ったところでございます。 

以上でございます。 

○４番（平田慎一君） 調査をされて、今、中身をちょっとお聞きしましたが、納得で

きる部分でない部分もございます。１点、この会計の部分はですよ大体総務課が扱

っているんですよね。この通帳の部分というのは、総務課は把握されていたんです

かね、会計課は。 

○議長（富重幸博君） 暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時４３分 

再開 午後２時４４分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 再開いたします。 

○町長（東 靖弘君） 大変失礼いたしました。 

公金以外の取り扱いに関しての通帳は、かねてから会計課のほうに全部預けるよ

うになっておりますので、そのようにしております。 

ただ、先ほど説明いたしましたように、１点だけ、旧住民環境課職員が持ってい

たのは個人が所有していたということで、先ほど述べたとおりでございますので、

そこについては処分をいたしたということであります。 

○４番（平田慎一君） ということは、会計管理課はその通帳のことは認識されていな

かったということでよろしかったですか。 

○町長（東 靖弘君） １点だけ本人が持っていたということに対しては、会計管理者

自体は認識してないと思います。 
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○４番（平田慎一君） わかりました。やっぱりそこの部分がちょっと問題なのかなと

いうふうに思うんですよ。 

次に進みます。令和４年１２月議会の一般質問で、６日の議案第３６号大崎町一

般会計補正予算（第６号）審査特別委員会の審査過程で発覚した問題に関する資料

の提出を、同年１２月２８日水曜日までに議会事務局まで提出するように、大議発

２９０号にて大崎町長に町議会議町名の公文書にて申し入れたが、一部行政側の資

料の提出で肝心な決算処理や会計基準、通帳等の提出が全く出されなかったわけで

すが、これは議会に対してですが。これは委員会議事録にも提出を求める詳細が記

載されていますので、誰でも閲覧できますけども。その中で見つかった通帳は、町

長が言われたように１つなんですけれども、その中ですべての通帳の提出を求めた

んですが、その返答もなかったんですが、ほかにも本会計に入っていない通帳の存

在はないのか。これは委員会でも出たんですが、通帳名がほかの会社名になってい

るという部分もございましたが、そういう部分も含めたほかの通帳等はなかったの

かですね、多分調査されていると思うんですが、そこをちょっとお聞きします。 

○町長（東 靖弘君） 大崎町との協定に基づく公益事業会計として、会費収入以外で

はごみ袋及びエコ商品販売事業、２、菜種油販売事業、３、にぎわいづくり事業が

あると伺っております。 

公認会計士管理のもと、一般会計とは区別してそれぞれ通帳を保管しており、令

和４年度に関しては、令和５年度総会で公益事業会計として収支等の報告を行って

いると衛生自治会から伺っております。これらの通帳については会計課に全部預け

てあります。 

○４番（平田慎一君） わかりました。ほかの通帳に関しては会計課にちゃんと預けて

あったということで認識させていただきました。 

次に、リサイクル品の民間と価格差の問題、あとＪＩＣＡ事業について、これは

年５回ですね、今までインドネシア、バリを含む部分に本町職員を含め、同じよう

な方が常に渡航している状況でございますが、行政として事務処理も含めて適正な

のかを、まずお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） ＪＩＣＡ事業の参加者について、プロジェクトを実行していく

上で民間企業の方も含め、必要な人材を必要な回数の渡航となっております。 

現地での指導内容により人選は若干の変更があるので、同じ方と決まっているわ

けではございません。行政職員は出張命令を行い、適正に派遣しているところでご

ざいます。 

○４番（平田慎一君） 資料をいただいたんですが、ＪＩＣＡ事業におかれましては、

ほとんど同じ方が行かれているんですが。その中で、リサイクルセンターの部分は



 

－ 160 － 

ですねお名前が載っていないんですが、これも大体同じような方が行かれていると

いう認識でよろしかったですか。 

○環境政策課長（松元昭二君） 先ほど町長のほうから答弁がありましたとおり、民間

企業の方も含め、必要な人材を必要な回数渡航すると、プロジェクトを進める上で

必要な人材を必要な回数という形になっております。 

重なる方もたくさんいらっしゃるんですけど、そうでない方も渡航をお願いする

場合もあるというふうに御理解いただければと思います。 

○４番（平田慎一君） これを見るとですねほとんど、前半１０年ほとんど重なってい

るいるんですが、それも年５回ですよね。これは、ＪＩＣＡが選定されているのか。

特殊技能をお持ちで、この人じゃないとどうしても駄目だという形になっているの

かですね。その辺の選定基準、選定理由は決まっているのか、そこをちょっとお教

えください。 

○環境政策課長（松元昭二君） プロジェクトを進行していく上で、現地の状況や状態

によって様々課題等が新しく出てきたり、出てこなかったり、うまく進んだりとい

うような形で動きがございます。そのプロジェクトの進行状況を見ながらプロジェ

クトマネージャーと一緒に、人材の選定を含めて、どうやって進めたらうまく行く

のかということを検討していっている流れでございます。 

○４番（平田慎一君） この人選についてなんですけども、やはり同じ人が５年も１０

年も年５回行くというよりは、やはり新しい人材等も含めて育てていくことも、職

員をですよ、新しい人材を育てていくのが大事なんじゃないかなというふうに思い

ます。その辺の入れ替わりも含めてですねやっぱり考えていくべきなのかなという

のは、この出席名簿を見て思います。 

リサイクルセンターの名前が入っていない部分に関しては、これは個人情報の絡

みで名前を入れていないのか、それとも、重複している方がいて、わざと名前を書

いていないのか、お聞きします。 

○環境政策課長（松元昭二君） 個人情報の観点から、役場職員の分は記載して提出さ

せていただきましたが、リサイクルセンターのほうは抜いてあります。 

○４番（平田慎一君） わかりました。 

これについてはメンバーとしては、やはり衛生自治会のメンバーなんかも入れて

出席させたほうがいいんじゃないかなというふうに思うんですよ、一緒にごみをし

ているわけですから。その辺の人材、名前もあえて言いませんけど、ほとんど一緒

の方ばっかりですよね、課長とか係長とかですよ。年に５回ですよね、もう１０年

以上行っているわけですから、その辺はちょっと再考して、やっぱりいろいろ考え

ていっていただきたいなというのは伝えておきます。 
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次に、リサイクル品の媒介について、これは私が指摘したときは５１１万１,０

００円だったんですけども、安いですよといったときはですね。その後、値段が上

がってきていますよね、８２１万、そして、この前得られたデータでは９００何万

ですかね、倍近くに上がってきていますが。その理由は何なのかというのを教えて

いただくとともに、リサイクル品の売却益の使途、使い道、ちょっと詳細を、前回

もちょっとお聞きしたんですけども、一部だけ言って、残りの詳細はお教えいただ

けなかったので、そこも含めてお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 昨年度の資源ごみの売却益は、諸収入の雑入として９９２万６,

３４３円の収入がございました。全体的に、古紙及びペットボトルの資源不足に伴

い、再生市場での需要が多くなっております。 

議員からの御指摘があったように、前々年度から大きく変動しており、これは買

取相場の影響を受けての結果でもあり、町としましては国内での安定処理を第一に

対応していきたいと思います。 

売却益の充当に関しては、リサイクル未来創生奨学金制度のための資金として充

当しているほか、目３環境衛生費のうち報償費、環境衛生協力金として１５５自治

会に還元させていただいております。さらに、清掃費の生ごみ処分手数料や資源ご

み回収業務委託料の廃棄物の処理に充当しております。 

令和４年度リサイクル奨学金が１００万円、令和４年度環境衛生協力金１４３万

８,２００円、令和４年度清掃費の充当額７４８万８,１４３円ということでござい

ます。 

○４番（平田慎一君） 衛生自治会の部分と今言われた奨学金の部分に使われている。

前回、私が言ったのは、志布志市の場合はほぼ衛生自治会のほうにこの売上金の予

算は使われているというふうに、志布志のほうは説明を伺ったんですけども。大崎

町の場合は、前からすると倍、１,０００万ぐらいあるわけですから、この部分を

うまい具合に利用して、住民のごみ分別の負担軽減策に使えるようなものを考えて

いけばいいんじゃないかなというふうに思います。単価が上がってきているわけで

すし、この辺はですね。 

これも前の一般質問のときに言ったんですけれども、１社独占ではなく、競争入

札にすべきと御指摘させてもらいました。そして、答弁で、一般廃棄物の処理責任

は行政の責務だが、安定処理が一番で随契が望ましいと。リサイクル品の売却益や

処理費や収集運搬費等の金額を安くするための、いわゆる町民への経済的理由につ

いてどのような認識を持たれているのかをちょっとお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） 一般廃棄物処理基本計画及び実施計画により、そおリサイクル

センター及び山﨑紙源センター大隅営業所を利用することで適正に廃棄物処理を行
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っております。 

資源ごみの売却益に関しては、周辺の価格を参考にするため調査を行っている状

況であります。先ほども申し上げましたが、国内の安定処理を第一に考えながら適

正に売却しております。 

町民への経済的利益に関しては、中長期的な視点で廃棄物コストが削減すること

が重要であり、実際、全国平均の３分の２の経費となっていることから、教育費や

福祉の費用等にも充当することができ、町民に還元することができていると思って

おります。 

それから、平田議員の御質問の中で、そおリサイクルセンターの１社独占の契約

状況というところがございました。こちらについては御理解をいただきたいと思っ

ておりますが、容器包装リサイクル法が制定されて、平成１０年から缶、瓶、ペッ

トボトルの３品目に大崎町はスタートしたところでありますけれども、容器包装リ

サイクル法が平成１０年から本格施行する過程の中で合併前の曽於８町において、

これから分別が開始されるそれらの保管庫や処理といったものをどうしていくかと

いうことが課題になりまして、それぞれの自治体で処理するところをつくることが

できないということで、曽於８町の町長たちで民間によって、今のリサイクルセン

ターでありますけれども、民間で設置して、そこに事業費を８町がいろんな比率に

おいて負担するという形でこの事業はスタートしているところであります。当時、

町長、担当課長で決議されておりまして、既存のところに１社独占で出しているの

ではなく、そおリサイクルセンター、大隅衛生企業が前身ですけれども、建物、機

械の償却に対しては全部、８町が応分に負担して処理していくということで、これ

は行政施策を進める上で必要不可欠ということで決定をいたしました。ちなみに、

民間が建てる工事費でありますので相当安く抑えられたということでお聞きしてお

りますけれども。そういった過程の中でそれぞれの自治体が、そういう方向で事業

を推進していくので委託していくということでスタートしておりますので、１社独

占という形からすると少し解釈が違うのではないのかと思いますので、そこについ

ては御理解をしていただきたいと思います。 

○４番（平田慎一君） わかりました。 

私がですね前、価格が違いますと言ったときに、町長は反問権を使って言われた

のかなと一瞬思ったんですけど、違ったということで後で町長に説明しましたけど。

金額の差額の説明をしてほしいと言ったときに時間がなかったものですから、飛び

越えて別な質問をしたんですけども。何を言いたかったかというと、リサイクルセ

ンターとかごみの集積所の１社独占を変えなさいという意味じゃなくて、単価が余

りにも安くで、民間単価より安くでなっているから、缶とかペットボトルを売って
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いる業者は違いますよね、全部。だから、そこの部分を民間の競争入札みたいな形

で持っていけば単価が上がってくるんじゃないですか。逆に、多分、そういうのを

一般質問で言ったからそういう話が出たんだというだけでも単価が上がっていくこ

とが出てくると思うんですよ、少しでもですね。それが住民の福祉の向上につなが

っていく。予算的にはそれが衛生自治会に行ったり、住民のごみの分別の予算に入

っていったり、先ほど町長が言われたようにそういう予算に行ったりですね、子ど

もたちの予算に行ったりするわけですよ。そういう部分はですね随契という部分で

はなくてそういうふうにしていっていただきたいなと。前説明をされたときに、１

社独占という意味合いというのが、そこの部分に任せないとつぶれてしまったとき

が、他者の許可を認めてしまえば処理価格が下落し業者が共倒れするようなこと、

それによって住民に不利益がかかるみたいな感じの御説明があった、町長じゃなく

て担当課長から説明があったんですけども。 

それをちょっといろいろ調べてみたらですね訴追の訴状分が幾つか出てきて、わ

かりやすい部分で、最近の阿久根市も同じような裁判を行っているんですよね、そ

の中で判決文の中でですね廃棄物処理法では既存業者の経済的利益の保護は趣旨と

していないというふうな判決文が出ているんですよ。これは平成２０年１１月の裁

判なんですけども。だから、ほかの業者を入れることは不可能ではないという判決

が出ているんですよね。 

もう１つ、裁判で、ほかの業者を入れることはできないというような形のことを

言われていたんですけど、それは一般廃棄物処理計画の中にそれが明記されていれ

ば、それができるという最高裁判例であるというふうに書かれているというふうな

そういうニュアンスのことを多分言われたのかなと思うんですよ。そういうのは大

崎町の一般廃棄物処理計画の中には記載されていないんですよ。だから、記載され

ていても、それは認めないというふうな部分の判決も出ていますので、だから、そ

こは理由にならないのかなと。この前そういう説明をされたから調べてみたわけな

んですけどね。そういう部分も含めてですね、今、私が説明した中の内容の流れの

部分の不透明さを払拭する部分の１つの案として内部統制制度を導入すべきではな

いかと思っております。 

内部統制制度は、地方自治法の一部を改正する法律が平成２９年、平成３２年に

改訂されておりますが、地方自治法の規定では内部統制制度の導入は努力義務、市

町村は努力義務なんですが、政令指定都市はつくらないといけないというふうにな

っているんですけれども。近年不適切な事務処理の発覚や不祥事の発生などによる

全庁的なガバナンス強化を図るため、また、町民の皆様から信頼される行政サービ

スを提供するために、地方自治法に基づく内部統制制度を導入し、それに基づく体
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制整備を行うことができると考えます。そういった意味で内部統制制度を導入する

べきではないかと思いますが、町長の御見解をお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） 内部統制の導入に関する質問でございます。地方公共団体にお

ける事務が適切に実施され、業務の効率的かつ効果的な遂行など目的が幾つかある

ようでございます。 

この制度は、事務を実行する町自らが行政サービスの提供等の事務上のリスクを

コントロールし、事務の適正な執行確保をする体制を整備するよう義務づけられて

いるようであります。内部統制制度導入により適正な業務執行の確保やマネジメン

ト、管理能力の公評価、また、職員にとっては安心して働きやすい、魅力的な職場

環境が実現され、住民には信頼に足る行政サービスを享受できるなどの実施効果が

示されております。 

議員が先ほど述べられたように、都道府県等におきましては整備が義務づけられ

ておりまして、そのため市町村にあっては整備が努力義務とされているところでご

ざいます。 

お尋ねの、内部統制制度の導入については、制度内容の理解を深め、課題等を整

理した上で調査研究してまいりたいと思います。 

○４番（平田慎一君） よろしくお願いします。是非ですね、やはりそういう情報公開

も含めた部分の意味合いも含めておりますので、そういう行政の透明性、公平性と

いう部分ではですねこういう部分の導入、そして規約の規定、制定等がですね必要

なのではないかなと思いますので、是非検討のほうを考えていただきたい。 

次に、上記の件についてですね、本日、監査委員に御出席いただいております。

上記の件について、内部統制制度も含めてですね監査委員の認識、御見解をお聞き

したいと思うんですけれども。自治体は住民の皆さんに行政サービスを提供するた

めに交付金をはじめとする様々な資産を保有しています。いわば住民全体の共有財

産を預かっているわけですから、その管理運用は常に正確で効率的なものでなけれ

ばなりません。もし、これが違法な、好ましくない扱われ方をしていたら、これは

住民にとって大きな損害となります。自治体に置かれる監査委員は、自治体の主と

して財務の関する事務について、法令に違反してはいないか、効率的に行われてい

るかを監査し、その結果を広く住民に知らさなければならない。また、普通公共団

体の長から請求があったときは、その普通公共団体が財政的な援助、いわゆる補助

金や負担金を与えている団体に対して、その財政的援助に関係する出納、その他の

事務の監査を行うことができます。今般問題になっている財政援助団体等の監査に

ついての監査委員としての御所見を、まずお伺いいたします。 

○監査委員（遠矢 忠君） 答弁をさせていただく前にお断りをしておきます。この答
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弁は、監査委員たる遠矢忠の認識、見解であります。対外的に大崎町監査委員の統

一した認識と見解ではないということはあらかじめ御承知置きください。 

それでは、お答えします。 

監査は監査基準に則り独立かつ客観的な立場で、常に公正普遍の態度を保持し、

適切かつ有効に正当な注意を払ってその職務を遂行しなければならないということ

になっています。また、監査委員は、議会、首長、その他の執行機関あるいは外部

の圧力等によって何らの干渉を受けることなく、また特定の者や特定の集団によっ

て何らの干渉を受けることなく、また特定の者や特定の集団に対して特定の利益ま

たは不利益を与えることなく、常に法令及び条例規則に従い、自らの判断と責任に

おいて誠実かつ厳正にその職務を遂行するべきという基本的義務を有しております。 

議員が言われる、問題になっている財政援助団体の監査についての監査委員とし

ての所見を述べよとのことでございます。私としては、各案件の内容について、こ

れまでのことの成り行きや経緯など、個別具体に把握はしておりません。また、事

実関係も含めて担当課の関係者に話を聞いていない状況であります。議員が言われ

る、今般問題となっている点が、果たして衆目の一致する問題なのか、また、問題

があるのか、ないのかについての判断もできかねます。 

このようなことから、私としては予断を持って所見を述べることは差し控えさせ

ていただきます。なお、当該団体において、ほかの財政援助団体に実施している監

査と同様に、適切な時期、少し事態が落ち着いた時期に監査を行うことは可能と考

えます。 

以上です。 

○４番（平田慎一君） ありがとうございます。 

一般監査は通常行われるはずなので、それは通常の常態的に行うということで認

識させていただきました。また、上記の課題を踏まえてですね財政援助団体の監査

は早期に行うべきだと、本当は思うんですが、また、一般監査で、行政等でもよく

言われるですけども、外部監査をやっぱり入れたほうがいいのではないかと思いま

す。なんでかというと、やっぱり調査内容の多さ、一般監査を含めた町の監査の場

合は業務内容も多いです、人数も少ないです。仕事量、調査権限、あと調査と権限

の違いも含めてですが、その中で監査委員にお聞きしたいのが、一般的な監査委員

と外部監査委員の違いですよね、どういう権限が違うのかというのをお示しいただ

ければと思います。 

○監査委員（遠矢 忠君） お答えをいたします。 

一般的な監査と外部監査の違いやその進めるべき方向性の認識についての質問と

いうことでよろしゅうございますか。一般的な監査とは、先ほどの質問でもお答え
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いたしましたように、監査基準や職務を遂行する上での基本的義務に則り行われま

す。監査委員が定期的に行う監査、例えば財務監査、決算審査、現金出納検査など、

また、必要があると認められるときに行う監査としては、行政監査、財政援助団体

等の監査などが考えられます。このほかに、要求に応じて行う監査としては、住民

監査請求による監査、直接請求による監査、議会からの請求による監査などがある

と考えております。 

次に、外部監査でございますけども、監査の独立性を強化することを目的に創設

された制度でございます。外部監査委員は、監査を行う上で必要であると思ったと

きには、関係人に出頭を求め、帳簿や書類などの記録の提出や調査を求めることが

できるというふうになっております。外部監査には包括的外部監査と個別外部監査

がありますが、本町では個別外部監査のことが今話題になっておりますので、この

ことについてですけれども、個別外部監査とは、住民監査請求、直接請求、議会請

求などの監査があった場合に、監査委員に代わって個別外部監査によることが適当

であるときに外部監査人が行う監査というふうに認識をしております。 

○４番（平田慎一君） ありがとうございます。 

今、外部監査と一般監査の場合は、一般監査の場合は、今言われた団体の通帳等、

出納帳等しか監査できないんですけれども、外部監査なら、その全体が監査できる

というふうに記載されております。 

また、今回、条例で出した部分は、議会が議決したら監査ができるというだけで

はなくてですね、本来は町民がそれを申請して、選挙権を有する方が監査を求めた

場合は、それが上限に達すれば監査請求が行われるというふうに、もしくは町長が

任命した場合、指定した場合、あと議会がした場合とありますので、その辺は誤解

がないようにですね町民の方には伝えていきたいなというふうに思っております。 

あと、やはり我々議会はですね行政のチェック機能というのが一番主だと思って

おります。何かあったときに、問題があったときにはやっぱりすぐに確認し、動い

て、それが広がらないようにやっていかないといけないんじゃないかなというふう

に思っております。何で私はこんなにこの問題に対してはくどくいうのかといった

ら、昔もあったんですよ、広域法人で同じような問題、同じような問題というか、

まだまだひどい問題だったんですが、金の使い込みだったんですけども、同じよう

な経験をしたことがございました、公益法人でした。本当ですね自浄能力もなく、

問題解決は自分たちで、個人でしたんですけれども、役員もみんな逃げました、実

際ですね。その辺の現状は見ておりますので、やはりこういう問題があったときに

は率先して早くその問題を解決して前に進むべきだという認識でおります。その辺

はよく御理解していただいて、今後もですね議会のチェック機能の一人として、議
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員の中の一人としてですね今後もこういう部分で御指摘していく部分がございます。

できれば建設的な質問を今後はやっていきたいというふうに思っておりますので、

また、いいふうな形でこの問題を解決していっていただきたいなと。町長もいろい

ろ考えて、今お聞きしましたので、中のほうでも話をしているということでいろい

ろされているということだったので、是非ですねその辺の情報公開、我々に対して

もこういう形で進めてますというのを伝えていただいて進めていただければという

ふうに思っております。 

以上で、私の質問を終わります。 

○議長（富重幸博君） 以上で、通告による一般質問は終了いたしました。これをもっ

て一般質問は終結いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後３時１６分 

再開 午後３時２３分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） お諮りします。２５分からということで言いましたけれども、

全員おそろいですが、始めてよろしいでしょうか。 

再開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 議案第２８号 菱田小学校屋内運動場等大規模改造工事請負契約の締結に

ついて 

○議長（富重幸博君） 日程第３、議案第２８号「菱田小学校屋内運動場等大規模改造

工事請負契約の締結について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、菱田小学校屋内運動場等大規模改

造工事請負契約の締結に関するものでございます。 

菱田小学校の屋内運動場は、昭和５３年に建設され、築４５年が経過し、老朽化

が著しい状態となっております。児童が安心して学び、快適な学校生活が送れるよ

う環境の整備を図るために大規模改造工事に係る請負契約を締結したいので、地方

自治法第９６条第１項第５号並びに議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は

処分に関する条例第２条の規定により議会の議決をお願いするものでございます。 

よろしく御審議賜り、御承認くださいますようお願い申し上げます。なお、詳細

につきましては、担当課長が説明いたします。 
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○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

まず、議案の説明に入ります前に、仮契約に至るまでの経緯について御説明いた

します。 

本案につきましては、５月１９日に指名委員会を開催いたしまして、設計額、工

事内容等を考慮し、町内の工事実績のある建設業者格付建築Ａを有する３社、及び

鹿児島県建設工事入札参加資格者格付建築Ａを有する志布志市内の業者２社を選定

いたしました。その後、６月２日に入札を執行し、入札の結果、株式会社村岡工務

店が落札し、同日、仮契約を締結したところでございます。 

以上が経緯でございます。 

それでは、議案書に沿って御説明いたします。契約の目的は、菱田小学校屋内運

動場等大規模改造工事でございます。契約の内容は、屋内運動場等大規模改造。鉄

筋コンクリート造り平屋建て、７１８平方メートルでございます。契約の金額は、

１億５,１２５万円でございます。契約の方法は、指名競争入札による契約でござ

います。契約の相手方は、曽於郡大崎町野方４６４７番地、株式会社村岡工務店、

代表取締役、村岡博文でございます。 

なお、２枚目以降に参考資料として入札執行調書及び改造後の平面図を添付して

おりますので御参照いただきたいと思います。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○５番（児玉孝德君） 今度の菱田小学校屋内運動場大規模改造ですね、まず、いつま

でに行うのか、その期間をお示しください。 

○総務課長（上橋孝幸君） 工期の関係でございますけれども、契約締結日の翌日から

１４０日間を想定してございます。 

以上です。 

○５番（児玉孝德君） 相当な期間を要するわけですけど、その間、屋内運動場が使え

ないということで、その期間の雨天のときとか体育館での行事等ですね、その期間

はどうやって行うのか、その辺をお示しください。 

○教委管理課長（岡留和幸君） 学校活動における体育館の使用ということでございま

す。 

これが締結されますと、いろんな安全確認、材料の確認、承認というふうに段取

りが進んでまいりますが、夏休みから工事が始まればということで１学期間は体育

館のほうも使える状況でございます。しかしながら、２学期に入りますと工事中で

ございますので、子どもたちの安全を確保する意味では体育館は使えずに、運動会

になりますので外での体育ということになりますが、雨天時の活動はなかなかでき
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ない状況でございます。場合によっては、学校と調整して、必要であれば総合体育

館のほうを使用できるように今後調整しながら、子どもたちの活動に大きく影響が

出ないような形で進めていければと考えております。 

以上でございます。 

○５番（児玉孝德君） 今回は大規模改修ということで１億５,１２５万円計上されて

おりますけど、いわゆる建て替えの場合との比較はどのくらいになっているのかお

示しください。 

それから、工事期間中に工事車両の出入りがかなり多くあると思うんですけど、

この辺の安全対策はどうなっているのかをお示しください。 

○教委管理課長（岡留和幸君） もし体育館のほうを新築でした場合との比較ですが、

済みません、その辺の資料を持っておりませんでした。５３年度に建築ということ

で、４５年ほどたとうとしております。当然、老朽化も激しい状況でございますが、

耐震性はあるということで、その辺については診断を受けております。 

これまでも、ほかの学校につきましても、新築ということではなくて、今あると

ころを生かして大改造をしながら長寿命化を図るということでやってまいりました

ので、敷地の面と、あるいは、取り壊すとなるとそれなりの時間もかかりますので、

そういう面では、多分、比較というよりも、既存の施設を何とか老朽化を図りなが

ら進めていくということでなったのではないだろうか考えております。 

それから、工事の搬入でございますが、当然校庭は子どもたちが使いますので、

夏休みから入りますが、そこについては子どもたちはいませんので、入りやすい場

所から、グラウンドのほうからなのか正門のほうなのか、これから、そういうとこ

ろを十分安全性を検討しながら進めてまいりたいと思います。２学期に入ると子ど

もたちも学校に通学しますので、十分、事故等、けが等を考慮しながら安全確認を

業者とも学校とも調整しながらさせていただければと考えております。 

以上でございます。 

○７番（神﨑文男君） ２点だけお伺いします。 

電気工事のほうも含むのか。今、ライトの球の交換のときに大変苦労しているよ

うですので、そういった面を１点と、それと屋根の部分は、今の屋根を利用して使

うのか、そこら辺りを２点お願いします。 

○教委管理課長（岡留和幸君） まず、１点目の電気工事ですが、電気を含めて一体的

にすべての工事を行ってまいります。電球等につきましては、すべてをＬＥＤ化に

図りますので、長寿命化がすごく図られるんじゃないかなというふうに考えており

ます。 

それから、今の屋根を生かした形になりますが、雨漏り等が結構、今ございます。
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継ぎ目の部分から特に雨水が漏るということで、継ぎ目の部分の防水を十分対策す

るような工事になっているようでございます。 

以上でございます。 

○７番（神﨑文男君） 電気工事も含むということですので、球の交換については上げ

下げができるのを要望しておきます。 

屋根のほうも昔のつくりというか、四十何年前のつくりですので、防水には十分

気をつけて工事を行っていただきたいと思います。 

以上です。 

○議長（富重幸博君） ほかにございませんか。 

○１０番（中山美幸君） 今、平面図が添付がしてございますね。平面図について、使

い方その他で質問したいと思いますが、現場に行っておられると、この階段が４５

センチ幅が広くなっていますよね。階段があります放送室の前のあたり、そこにピ

アノが置いてあるじゃないですか。そうしないと控室に入るドアが開かない状態が

多いんじゃなかったのかというふうに考えるんですが。また、ステージの高さにつ

いても立面がわからないので既存のままの高さなのかということが私は理解できて

いないんですが。今、非常に舞台、ステージは高いんですよね。高い部分があって、

もし落下も私は考えられるのかなと。したときには大きな損傷が出るのかなと思い

ますし、それからアリーナ部分の床についても、結構いろんなところの損傷が出て

いるようですね。そういったところまでやられるのか、アリーナの部分。 

それともう１点は男女のトイレ。非常に暗いんですよ、現状では。非常に私は暗

かった印象があります。それと換気が悪い。臭気がそのまま残っている状態があり

ました。これは両更衣室についてもそうだと思います。結構、年に何回か、雨の日

はアリーナ、体育館を使っていろんな小学生の方々の活動をやっておりますが、そ

ういったところが非常に使い勝手が悪い、非常に換気が悪い。そういったところの

修正ということは考えられているのか。図面上、それが出てきていないので、換気

扇の設置も書いていないですね。そういったところはどうなっていますか。 

○教委管理課長（岡留和幸君） 結構昔に建築されているので、大分使い勝手が、今の

体育館では悪いというような、子どもたちの活動には非常に使いにくい体育館であ

ったということで、その辺の改修につきましては、それを考慮したところも十分あ

ります。 

まず、ステージにつきましては、現状より広く、ステージの裏のほうに椅子等を

置く倉庫があったんですが、それを外しまして、今よくある、ステージの下に入れ

込むような収納施設をつくってあります。 

それからピアノにつきましては、各学校、入学式、卒業式、いろんなイベントで
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ピアノを体育館のほうで使ったりします。そこの場所につきましては、私のほうで

確認はそこまで十分しておりませんので申し訳ありませんでした。そこについては

十分スペースを確保しながら利用できるような在り方で注意してまいりたいと思い

ます。 

トイレにつきましては、今回、多目的トイレを入れてあります。そういった点が

今回の改良の１つと、それから臭気につきましても、当然、利用する方々は児童生

徒だけではなく、保護者の方、一般の方、体育館を学校開放で使われる方もいらっ

しゃいますので、更衣室等も含めて、そこは工事の中で十分検討しながら進めてい

ければと考えております。 

床の改修ですが、これは全面改修します。すべてやり替えて、新規の床を設けま

して、バレーボール、それからバトミントン、バスケットといったラインのほうも

すべて引けるような形で、新規でアリーナの床のほうは対応したいと考えておりま

す。 

以上でございます。 

○１０番（中山美幸君） 先ほどは失礼しました。声のほうは通っていたのかなと思い

ます。 

先ほど申しました更衣室の部分、それからトイレの部分の換気、ステージの高さ

の変更についてはかなり厳しい部分があるのかなというふうに想像もしますが、で

きればそういったところまでですね思考していただいて、現地を見ていただいて、

利用状況を見ていただいて設計されるのが私はいいのかと。先ほど同僚議員が質問

しましたように、子どもの意見をちゃんと聞いていただいて、よく、あそこはバレ

ーで使っていますよね、大人のバレーのグループがよく使っているようですけれど

も、そういった方々の意向というのも私は必要かなと思いますし、やはり換気とい

うことは非常に大切です。ものすごい臭気が残っているんですよ。床は確かタイル

だったと思いますが、現状ではブルーのタイルがあったと思うんですが、非常に残

っています。清掃の状況も悪いのかなと思ったりもしましたけど、しかし、やっぱ

り換気扇をぴしゃっと付けていただく。大きな換気扇でちょっとオーバーかなとい

うぐらいの換気扇を付けていただいて臭気の除去をお願いしたいなというふうに希

望しておきますので、実施図面においてはしっかりとそこを確認していただいて施

工するように要望申し上げておきます。 

○議長（富重幸博君） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 
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お諮りします。ただいま議題となっております議案第２８号は、会議規則第３９

条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第２８号「菱田小学校屋内運動場等大規模改造工事請負契約

の締結について」は、可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２８号「菱田小学校屋内運動場等大規模改造工事請負契約の締結

について」は可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 以上をもって、本日の日程の全部を終了いたしましたので、本

日はこれをもって散会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後３時４０分 
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令和５年第２回大崎町議会定例会会議録（第４号） 

 

令和５年６月２０日 

午前１０時００分開会 

於 会 議 議 場 

１．議事日程 

日程第 １ 会議録署名議員の指名（９番，１０番） 

 日程第 ２ 議案第２４号 令和５年度大崎町一般会計補正予算（第３号） 

（令和５年度大崎町一般会計補正予算（第３号）審

査特別委員長報告） 

 日程第 ３ 議案第２５号 令和４年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算 

（第１号）       （総務厚生委員長報告） 

日程第 ４ 同意第 ３号 農業委員会委員の任命について 

日程第 ５ 同意第 ４号 農業委員会委員の任命について 

日程第 ６ 同意第 ５号 農業委員会委員の任命について 

日程第 ７ 同意第 ６号 農業委員会委員の任命について 

日程第 ８ 同意第 ７号 農業委員会委員の任命について 

日程第 ９ 同意第 ８号 農業委員会委員の任命について 

日程第１０ 同意第 ９号 農業委員会委員の任命について 

日程第１１ 同意第１０号 農業委員会委員の任命について 

日程第１２ 同意第１１号 農業委員会委員の任命について 

日程第１３ 同意第１２号 農業委員会委員の任命について 

日程第１４ 同意第１３号 農業委員会委員の任命について 

日程第１５ 発議第 ２号 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書

について 

日程第１６ 議員派遣の件 

日程第１７ 閉会中継続審査・調査申出書 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

   １番 藤 田 香 澄            ７番 神 﨑 文 男 

   ２番 草 原 正 和            ８番 宮 本 昭 一 

   ３番 岡 元 修 一            ９番 吉 原 信 雄 

   ４番 平 田 慎 一           １０番 中 山 美 幸 

   ５番 児 玉 孝 德           １１番 中 倉 広 文 
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   ６番 稲 留 光 晴           １２番 富 重 幸 博 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 東   靖 弘 農林振興課長 上 野 明 仁 

副 町 長 千 歳 史 郎 建 設 課 長 時 見 和 久 

教 育 長 穗 園 正 幸 農委事務局長 相 星 永 悟 
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企画政策課長  社会教育課長 鎌 田 洋 一 
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町民課長 谷 迫 利 弘    

環境政策課長  松 元 昭 二 

保健福祉課長  岩 元 貴 幸   

 

５．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

事 務 局 長 宮 本 修 一 

調 査 係 長 松 元 幸 紀 

議 事 係 長 上 床 就 路 

庶 務係主幹 隈 本 紀代美 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） これより、本日の会を開き、直ちに会議いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（富重幸博君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、９番、吉原信雄君及び１

０番、中山美幸君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 議案第２４号 令和５年度大崎町一般会計補正予算（第３号） 

○議長（富重幸博君） 日程第２、議案第２４号「令和５年度大崎町一般会計補正予算

（第３号）」を議題といたします。 

本案について、令和５年度大崎町一般会計補正予算（第３号）審査特別委員長の

報告を求めます。 

○令和５年度大崎町一般会計補正予算（第３号）特別委員長（中倉広文君） ただいま

議題となりました議案第２４号について、令和５年度大崎町一般会計補正予算（第

３号）審査特別委員会における審査の経過と結果について報告いたします。 

本議案については、６月５日の本会議において当委員会に付託されたもので、当

委員会では６月７日に全委員出席のもと委員会を開催し、各担当課からの補足説明

を受け審査いたしました。内容については、委員会において全議員が出席しており

ますので、詳しい説明は省略し、主な質疑、答弁を、歳出の事業ごとに報告いたし

ます。 

まず、企画調整課所管について、款２総務費、項１総務管理費、目１０企画費、

節１８負担金，補助及び交付金４２０万円は、一般社団法人自治総合センターが宝

くじの社会貢献広報事業として行うコミュニティ助成事業補助金であり、下益丸自

治公民館が行う自主防災支援活動推進事業２３０万円と、正坂自治公民館が行う異

世代交流促進事業１９０万円が交付決定を受けたことから補正するもので、一般社

団法人自治総合センターからの１００％補助であります。 

委員からの質疑で、この助成金の要綱は自治公民館のように単位が規定されてい

るのか。また、集落未加入者の方々にもこのような情報が届くようにしていただき

たいがとの問いに、要綱では市町村が認めるコミュニティ組織ということになって

いるので、自治公民館とは限らない。中央公民館や校区公民館もあるので、そのよ

うな組織単位も対象になると考えるとの答弁でありました。 

次に、保健福祉課所管について、款３民生費、項２児童福祉費、目１児童福祉総
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務費、節１８負担金，補助及び交付金２４５万円は、送迎バスの園児置き去り防止

のための安全装置を設置する保育所等送迎用車両安全装置補助金であります。財源

は、子どもの安心・安全対策支援事業補助金２０１万５,０００円の国庫補助金と、

４３万５,０００円が一般財源であります 

委員より、設置義務の対象外となっている車両も保有されていると思うが、緊急

時などはそのような車両を使用する場合もあると思う。装置が付いてない車両もあ

るということを保護者に情報提供すべきではないかとの問いに、装置については３

列シートからの車両に設置義務があるが、２列目までは設置義務がない。車両を使

う場合の注意喚起は、補助をする時点で再度指導していきたいとの答弁でありまし

た。 

次に、環境政策課所管について、款４衛生費、項１保健衛生費、目３環境衛生費、

節１８負担金，補助及び交付金の１,５０６万５,０００円の増は、環境拠点整備事

業補助金であります。これは、環境拠点整備事業を進めるために新しく実行委員会

を組織し、環境拠点施設の改修を行いながら、整備後の施設運営の方向性と体制づ

くりを検討する目的で、当実行委員会に補助金を支出するものであります。 

委員より、この実行委員会はどういったことを議論するのかとの問いに、これま

でも議会や住民の方々から問題点や指摘を受けているが、役場だけでは気づきにく

い視点について、多くの方々から意見をいただき、実行可能な組織として、環境拠

点整備に向けてこの実行委員会を進めていきたいとの答弁でありました。 

また、普段ごみ出しをされている方が実行委員会に入っていないと、課題も見え

てこない。もっと町民が集いやすく利用しやすい工夫をしてただきたいが、また、

そのような場所になるよう検討できる実行委員の選定もすべきとの問いに、環境拠

点になるように進めているので、実行委員会の選定も踏まえて町長に伝えていくと

の答弁。 

さらに、なぜ法人化にしなければならないのかとの問いに、法人化については町

長の公約であり、国の方向性としても様々な分野で中間支援組織が求められており、

現在、支援もされているところである。特別交付税の財源を確保しながら住民の皆

さんに直接的にサービスが行き渡るよう実施していきたい。法人の中身については、

実行委員会でしっかりと議論していただきたいとの答弁。 

さらに、改修工事はどの段階で着手をするのかとの問いに、委員会における検討

の優先順位として、会計年度内という期限もあるので改修工事の検討を先にしてい

ただき、その後、優先順位を踏まえた上で、その後の議論をしていただくという認

識であるとの答弁でありました。 

次に、農林振興課所管では、款５農林水産業費、項１農業費、目５農業振興費、
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節１２委託料１５０万円の増は、農業機械センター改修工事に係る管理業務委託料、

また節１４工事請負費４,５００万円の増は、農業機械センターの改修工事であり

ます。 

委員より、農業機械センターの改修工事との関連で、先般、大崎町農業公社定款

の案が示されたが、現在どのような進捗状況かとの問いに、現在の進捗状況は、５

月に設立準備委員会が開催され、同公社の定款の案についての承認がなされ、併せ

て、定款に記載される設立時の評議員と理事についても承認がなされた。今後、幹

事を決定させていただき、その後、法人登記のための定款が完成する予定であると

の答弁でありました。 

また、今後の運営経費をどのように試算しているのかとの問いに、運営経費につ

いては、現在の機械センターの収支をもとに試算すると、年間約２,９００万円か

らスタートし、その後、人件費の上昇とともに増加し、おおむね３,０００万円か

ら３,５００万円の間で５年間は推移していくものと試算しているとの答弁であり

ました。 

次に、同項、目１５新型コロナウイルス感染症対策事業費、節１８負担金，補助

及び交付金２,９００万円の増は、新型コロナウイルス感染症やウクライナ情勢の

影響で配合飼料の穀物価格が高騰し、畜産農家の経営を圧迫している状況がある中、

経営の維持を図ることを目的に、増加した経費の一部を支援するものであります。 

委員より、配合飼料の価格高騰対策事業の補助単価については、近隣市町と足並

みをそろえるだけでなく、畜産の町大崎にふさわしい支援の在り方をさらに検討す

べきではないかとの問いに、今後、検討をしていくとの答弁でありました。 

次に、商工観光課所管では、款６商工費、項１商工費、目３観光費、節１４工事

請負費１,９７０万円と、節１７備品購入費２７万円は、それぞれくにの松原キャ

ンプ場バンガロー４号棟の建設工事費と、バンガロー用ベッド・テーブル等の購入

費であります。 

委員より、今後、利用者の増加をどのように考えているのか、また、４棟を建設

したことにより本町の商工業や住民の方々にどのような利益が生まれるのかとの問

いに、現在、１号棟と２号棟で年間当たり４０％の稼働率である。また、４年度の

７月から８月のキャンセル待ち数が１０４件ほど出ていたが、今回、４号棟の建設

でカバーできると考えている。現在、直接問い合わせが来た分は町内業者を紹介し

ており、その方々が毎年来られリピートされていると考えているが、今後はホーム

ページや看板等にＱＲコードなども活用し、町内商店街の位置図や商店の紹介など

をさらに推進していきたいとの答弁でありました。 

また、既設の６人用・８人用バンガローの稼働率はどうなっているのかとの問い
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に、６人用４棟の稼働率が１８％であり、８人用２棟は１５％であるとの答弁。こ

の答弁を受け、さらに、既設バンガローの稼働率が上がっていない状況で４号棟の

建設が本当に必要なのか疑問である。建設から３０年近いバンガローではあるが、

内装や備品の改修、改善などで稼働率を上げることも必要なのではないかとの問い

に、経年のため備品や配置などの問題もあると考える。そのような部分の改修につ

いても検討し、また、施設管理の問題もあるので、その部分については指導をして

いくとの答弁でありました。 

次に、同項、節１８負担金，補助及び交付金１,０００万円は、スポーツ合宿等

誘致促進事業補助金であります。全額、スポーツ庁からの国庫補助金であります。

担当課からの説明で、昨年度からスポーツコミッション設立に向け、組織構築及び

設立準備委員会を開催し、本年３月にスポーツ観光おおさきの設立に至った。今回

の補正は、スポーツ観光おおさきの専任職員に係る人材育成カリキュラム費用や、

スポーツ合宿者のアスリート向け食事等の食品開発、町内外へのプロモーション戦

略策定などの業務についての補助金であるとの説明でありました。 

委員より、アスリート向けの食事やメニュー開発について、どのように実施して

いくのかとの問いに、まずは町内の食料品や生産物を活用してアスリート用向けの

商品開発ができないかということの説明会等を、町内の生産者や飲食店、宿泊者の

方々に呼びかけ、年間に何回か開催したいと計画しており、今後検討をしていくと

の答弁でありました。 

次に、社会教育課所管について、款９教育費、項４社会教育費、目４文化振興費

３００万円は、ふるさとゆかりの偉人漫画制作のための補正予算であります。財源

は公益財団法人ブルーシー＆グリーンランド財団、略称Ｂ＆Ｇからの１００％補助

であります。 

委員からの質疑で、ふるさとゆかりの偉人漫画制作について、どのような方を題

材にするのかとの問いに、予定として、荒佐野を開拓された出原次左衛門という方

を計画している。もともと大坂の出身で、元禄元年、１６８８年から７年間、薩摩

藩の協力のもと、４回にわたって１２４名の方々が野方荒佐野に移住されてきてい

る歴史がある。野方の荒佐野を開拓された人物として歴史に名を残しており、その

方を漫画本に取り上げ、地域の小学生、中学生に学んでもらう計画であるとの答弁

でありました。 

また、つくられる部数と配布先及び活用法はとの問いに、政策部数は、現在の計

画で２,５００部を予定している。町内の小学校、中学校の児童生徒、職員、また

補完用に１,５００部ほどである。さらに、検討委員会など様々な関係者、関係イ

ベントなどに数百部を利用する予定である。今後、学校授業での活用や、地域のま
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ち歩きなど社会教育講座等にも活用ができればと思っているとの答弁でありました。 

さらに、偉人の選定について、幾つかの候補者があったのかとの問いに、複数の

方の候補があったが、他の方々は生き様を追うには情報量が少なかった。出原次左

衛門氏に関しては、荒佐野由緒記という古文書が残っていたため、荒佐野のいきさ

つが細かく書かれており、単年度で資料を収集する上でベースがしっかりしていた

ことと、野方の開拓に大変尽力されたこと、また、その精神についても後世に伝え

ていきたい偉人であるというところで選定をしたとの答弁でありました。 

以上で、質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はなく、採決に入り、議案第

２４号、令和５年度大崎町一般会計補正予算（第３号）は原案のとおり可決するこ

とに全出席委員の意見の一致をみました。 

以上で、令和５年度大崎町一般会計補正予算（第３号）審査特別委員会の審査の

経過と結果についての報告を終わります。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。 

議案第２４号「令和５年度大崎町一般会計補正予算（第３号）」の委員長の報告

に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。お諮りします。議案第２４号「令和５年度大崎町一般

会計補正予算（第３号）」について、委員長の報告は原案可決であります。委員長

の報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２４号「令和５年度大崎町一般会計補正予算（第３号）」は、原

案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 議案第２５号 令和５年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算 

（第１号） 

○議長（富重幸博君） 日程第３、議案第２５号「令和５年度大崎町介護保険事業特別

会計補正予算（第１号）」を議題といたします。 
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本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（神﨑文男君） ただいま議題となりました議案第２５号、令和

５年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について、総務厚生常任委

員会における審査の経過と結果の報告をいたします。 

本議案は、６月５日の本会議において当委員会に付託されたもので、６月６日に

全委員出席のもと委員会を開催し、保健福祉課長並びに関係職員の出席を求め、補

足説明を受け審査いたしました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ１,０６４万３,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９億５,５３９万９,０００円とする

ものであります。 

内容につきましては、本会議での説明がなされておりますので、委員会での主な

質疑について報告いたします。 

まず、歳出の款７、項１、目２償還金、節２２償還金，利子及び割引料の１,０

６４万３,０００円について、この返還金は、介護保険事業の財源のうち、国から

の交付金５０％の部分であるかとの問いに対し、介護保険事業の財源は、保険料が

５０％、国・県等の公費が５０％となっている。今回の返還金は、公費部分を返還

するものであるとの答弁。 

さらに、委員から、交付金を返還する要因は何かとの問いに対し、介護サービス

には施設利用や施設入所等があるが、利用者の増減があり予測が難しいため、多少

上乗せをして交付申請をしている。このたび、令和４年度分の介護給付費１棟が確

定したことに伴い、超過交付分を国及び県へ返還するものであるとの答弁。 

さらに、直近の高齢化率はとの問いに対し、３月末現在の高齢化率は４１％であ

るとの答弁。 

さらに、第１号被保険者及び第２号被保険者の認定率は、との問いに対し、第１

号及び第２号被保険者数は、令和５年３月末現在、５,０６８名となっており、認

定者数は９７９名で、認定率は約１９.３％であるとの答弁でありました。 

以上で、質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第

２５号、令和５年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）は、原案のと

おり可決すべきものと全委員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、総務厚生常任委員会における経過と結果の報告を終わります。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。 

議案第２５号「令和５年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）」の

委員長報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。お諮りします。議案第２５号「令和５年度大崎町介護

保険事業特別会計補正予算（第１号）」について、委員長の報告は、原案可決であ

ります。委員長の報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２５号「令和５年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１

号）」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 同意第３号 農業委員会委員の任命について 

○議長（富重幸博君） 日程第４、同意第３号「農業委員会委員の任命について」を議

題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 本案は、現在の農業委員会委員の任期が令和５年７月１９日で

満了となるため、令和５年５月１２日に農業委員会委員選考委員会を開催し、十分

な御審議をいただいた上で、大崎町農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員

の定数を定める条例第８条の規定に基づき１１名を次期候補者として選任いたしま

した。なお、農業委員会等に関する法律第８条に、委員の任命について規定されて

おります。一部を申しますと、同法第８条第５項の規定により農業委員会の定数の

過半数以上が認定農業者であること、同条第６項の規定により農業委員会の所掌に

関する事項に関し利害を有しない者の中立委員の任用、同条第７項の規定により年

齢、性別等に著しい隔たりがないよう配慮しなければならないと、青年、女性の積

極的な任用などが規定されております。参考までに、選考基準での青年とは、おお

むね５０歳未満の若者、女性の積極的な活用とは、女性の割合を令和７年度までに

３０％を目指すことといたしました。いずれの候補者も、農業委員会委員として適

任であると思われますので、農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定により

議会の同意を求めるものでございます。 

はじめに、大崎町菱田６７１番地に在住の平野美智子氏、昭和３１年１０月９日

生まれの６６歳です。氏は、夫婦で水稲を中心とした農業に従事されております。
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農業委員会委員には青年、女性の積極的な任用に努めることが法律で定められてい

ることを踏まえ、農業委員会の委員として適任と思われますので、よろしく御審議

賜り、御同意くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。 

何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております同意第３号は、会議規則第３９条第３項の規定に

より委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、同意第３号について採決いたします。 

採決は、無記名投票をもって行います。 

議場を閉鎖いたします。 

［議場閉鎖］ 

○議長（富重幸博君） ただいまの出席議員数は１１人であります。 

会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に１番、藤田香澄君、２番、草原

正和君、３番、岡元修一君を指名いたします。 

投票用紙を配付いたします。 

念のため申し上げます。本案に賛成の諸君は賛成と、反対の諸君は反対と記載願

います。 

［投票用紙配付］ 

○議長（富重幸博君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を改めます。 
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［投票箱点検］ 

○議長（富重幸博君） 異状なしと認めます。 

これより投票に移ります。 

職員の点呼に応じて順次投票を願います。 

点呼いたします。 

○事務局長（宮本修一君） それでは、議席番号と氏名を読み上げさせていただきます。 

１番、藤田香澄議員、２番、草原正和議員、３番、岡元修一議員、４番、平田慎

一議員、５番、児玉孝德議員、６番、稲留光晴議員、７番、神﨑文男議員、８番、

宮本昭一議員、９番、吉原信雄議員、１０番、中山美幸議員、１１番、中倉広文議

員。 

［投票］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。 

開票を行います。１番、藤田香澄君、２番、草原正和君、３番、岡元修一君、立

会いを願います。 

［開票］ 

○議長（富重幸博君） 投票の結果を報告いたします。 

投票総数１１票。有効投票１１票。無効投票０票。 

有効投票中、賛成、１１票、反対、０票。 

以上のとおり、賛成が多数であります。 

よって、同意第３号は同意することに決定しました。 

議場の閉鎖を解きます。 

［議場開鎖］ 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 同意第４号 農業委員会委員の任命について 

○議長（富重幸博君） 日程第５、同意第４号「農業委員会委員の任命について」を議

題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、同意第３号と同じく、農業委員会委員の任命についてでございます。 

大崎町野方２８０６番地に在住の肥後修氏、昭和３２年４月９日生まれの６６歳

でございます。氏は、キャベツなどを中心とした農業に従事されており、令和２年

９月から現在まで、農業委員会委員として活動されております。農業に関する見識
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も高く、豊富な経験と知識を有されており、農業委員会の委員として適任と思われ

ますので、よろしく御審議賜り、御同意くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。 

何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております同意第４号は、会議規則第３９条第３項の規定に

より委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、同意第４号について採決いたします。 

採決は、無記名投票をもって行います。 

議場を閉鎖いたします。 

［議場閉鎖］ 

○議長（富重幸博君） ただいまの出席議員数は１１人であります。 

会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に４番、平田慎一君、５番、児玉

孝德君、６番、稲留光晴君を指名いたします。 

投票用紙を配付いたします。 

念のため申し上げます。本案に賛成の諸君は賛成と、反対の諸君は反対と記載願

います。 

［投票用紙配付］ 

○議長（富重幸博君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を改めます。 

［投票箱点検］ 
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○議長（富重幸博君） 異状なしと認めます。 

これより投票に移ります。 

職員の点呼に応じて順次投票を願います。 

点呼いたします。 

○事務局長（宮本修一君） それでは、議席番号、氏名の順で読み上げます。 

１番、藤田香澄議員、２番、草原正和議員、３番、岡元修一議員、４番、平田慎

一議員、５番、児玉孝德議員、６番、稲留光晴議員、７番、神﨑文男議員、８番、

宮本昭一議員、９番、吉原信雄議員、１０番、中山美幸議員、１１番、中倉広文議

員。 

［投票］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。 

開票を行います。４番、平田慎一君、５番、児玉孝德君、６番、稲留光晴君、立

会いを願います。 

［開票］ 

○議長（富重幸博君） 投票の結果を報告いたします。 

投票総数１１票。有効投票１１票。無効投票０票。 

有効投票中、賛成、１１票、反対、０票。 

以上のとおり、賛成が多数であります。 

よって、同意第４号は同意することに決定しました。 

議場の閉鎖を解きます。 

［議場開鎖］ 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 同意第５号 農業委員会委員の任命について 

○議長（富重幸博君） 日程第６、同意第５号「農業委員会委員の任命について」を議

題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 本案は、同じく、農業委員会委員の任命についてでございます。 

大崎町野方６１０８番地１に在住の冨吉秀成氏、昭和５９年１１月１６日生まれ

の３８歳です。氏は、認定農業者として馬鈴薯、甘藷など露地野菜を中心とした農

業に従事されております。農業委員会委員には、青年、女性の積極的な任用に努め

ることが法律で定められていることを踏まえ、農業委員会の委員として適任と思わ

れますので、よろしく御審議賜り、御同意くださいますようお願い申し上げます。 
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○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。 

何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております同意第５号は、会議規則第３９条第３項の規定に

より委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、同意第５号について採決いたします。 

採決は、無記名投票をもって行います。 

ただいまの出席議員数は１１人であります。 

会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に７番、神﨑文男君、８番、宮本

昭一君、９番、吉原信雄君を指名いたします。 

投票用紙を配付いたします。 

念のため申し上げます。本案に賛成の諸君は賛成と、反対の諸君は反対と記載願

います。 

［投票用紙配付］ 

○議長（富重幸博君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を改めます。 

［投票箱点検］ 

○議長（富重幸博君） 異状なしと認めます。 

これより投票に移ります。 

職員の点呼に応じて順次投票を願います。 

点呼いたします。 
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○事務局長（宮本修一君） それでは、議席番号、氏名の順で読み上げます。 

１番、藤田香澄議員、２番、草原正和議員、３番、岡元修一議員、４番、平田慎

一議員、５番、児玉孝德議員、６番、稲留光晴議員、７番、神﨑文男議員、８番、

宮本昭一議員、９番、吉原信雄議員、１０番、中山美幸議員、１１番、中倉広文議

員。 

［投票］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。 

開票を行います。７番、神﨑文男君、８番、宮本昭一君、９番、吉原信雄君、立

会いを願います。 

［開票］ 

○議長（富重幸博君） 投票の結果を報告いたします。 

投票総数１１票。有効投票１１票。無効投票０票。 

有効投票中、賛成、７票、反対、４票。 

以上のとおり、賛成が多数であります。 

よって、同意第５号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 同意第６号 農業委員会委員の任命について 

○議長（富重幸博君） 日程第７、同意第６号「農業委員会委員の任命について」を議

題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 本案は、同じく、農業委員会委員の任命についてでございます。 

大崎町永吉３９９６番地６に在住の宮迫智子氏、昭和４１年１２月１２日生まれ

の５６歳でございます。氏は、認定農業者として、夫が経営する農業生産法人で大

根、キャベツなど露地野菜を中心とした農業に従事されております。農業委員会委

員には、青年、女性の積極的な任用に努めることが法律で定められていることを踏

まえ、農業委員会の委員として適任と思われますので、よろしく御審議賜り、御同

意くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。 

何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 
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お諮りします。 

ただいま議題となっております同意第６号は、会議規則第３９条第３項の規定に

より委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、同意第６号について採決いたします。 

採決は、無記名投票をもって行います。 

ただいまの出席議員数は１１人であります。 

会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に１０番、中山美幸君、１１番、

中倉広文君、１番、藤田香澄君を指名いたします。 

投票用紙を配付いたします。 

念のため申し上げます。本案に賛成の諸君は賛成と、反対の諸君は反対と記載願

います。 

［投票用紙配付］ 

○議長（富重幸博君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を改めます。 

［投票箱点検］ 

○議長（富重幸博君） 異状なしと認めます。 

これより投票に移ります。 

職員の点呼に応じて順次投票を願います。 

点呼いたします。 

○事務局長（宮本修一君） それでは、議席番号、氏名の順で読み上げます。 

１番、藤田香澄議員、２番、草原正和議員、３番、岡元修一議員、４番、平田慎

一議員、５番、児玉孝德議員、６番、稲留光晴議員、７番、神﨑文男議員、８番、

宮本昭一議員、９番、吉原信雄議員、１０番、中山美幸議員、１１番、中倉広文議

員。 
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［投票］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。 

開票を行います。１０番、中山美幸君、１１番、中倉広文君、１番、藤田香澄君、

立会いを願います。 

［開票］ 

○議長（富重幸博君） 投票の結果を報告いたします。 

投票総数１１票。有効投票１１票。無効投票０票。 

有効投票中、賛成、１０票、反対、１票。 

以上のとおり、賛成が多数であります。 

よって、同意第６号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 同意第７号 農業委員会委員の任命について 

○議長（富重幸博君） 日程第８、同意第７号「農業委員会委員の任命について」を議

題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長 （東 靖弘君） 本案は、同じく、農業委員会委員の任命についてでございま

す。 

大崎町井俣９０６番地４に在住の大野純一氏、昭和２７年１月１日生まれの７１

歳です。氏は、認定農業者として和牛の生産を中心とした農業に従事されており、

平成２９年７月から現在まで、農業委員会委員として活動されております。農業に

関する見識も高く、豊富な経験と知識を有されており、農業委員会の委員として適

任と思われますので、よろしく御審議賜り、御同意くださいますようお願い申し上

げます。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。 

何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りいたします。 

ただいま議題となっております同意第７号は、会議規則第３９条第３項の規定に

より委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、同意第７号について採決いたします。 

採決は、無記名投票をもって行います。 

ただいまの出席議員数は１１人であります。 

会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に２番、草原正和君、３番、岡元

修一君、４番、平田慎一君を指名いたします。 

投票用紙を配付いたします。 

念のため申し上げます。本案に賛成の諸君は賛成と、反対の諸君は反対と記載願

います。 

［投票用紙配付］ 

○議長（富重幸博君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を改めます。 

［投票箱点検］ 

○議長（富重幸博君） 異状なしと認めます。 

これより投票に移ります。 

職員の点呼に応じて順次投票を願います。 

点呼いたします。 

○事務局長（宮本修一君） それでは、議席番号、氏名の順で読み上げます。 

１番、藤田香澄議員、２番、草原正和議員、３番、岡元修一議員、４番、平田慎

一議員、５番、児玉孝德議員、６番、稲留光晴議員、７番、神﨑文男議員、８番、

宮本昭一議員、９番、吉原信雄議員、１０番、中山美幸議員、１１番、中倉広文議

員。 

［投票］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。 
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開票を行います。２番、草原正和君、３番、岡元修一君、４番、平田慎一君、立

会いを願います。 

［開票］ 

○議長（富重幸博君） 投票の結果を報告いたします。 

投票総数１１票。有効投票１１票。無効投票０票。 

有効投票中、賛成、１１票、反対、０票。 

以上のとおり、賛成が多数であります。 

よって、同意第７号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第９ 同意第８号 農業委員会委員の任命について 

○議長（富重幸博君） 日程第９、同意第８号「農業委員会委員の任命について」を議

題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 本案は、同じく、農業委員会委員の任命についてでございます。 

大崎町野方８８９５番地に在住の春田範雄氏、昭和２８年２月５日生まれの７０

歳でございます。氏は、和牛の生産を中心とした農業に従事されており、令和２年

７月から現在まで、農業委員会委員として活動されております。農業に関する見識

も高く、豊富な経験と知識を有されており、農業委員会の委員として適任と思われ

ますので、よろしく御審議賜り、御同意くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。 

何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております同意第８号は、会議規則第３９条第３項の規定に

より委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 
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よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、同意第８号について採決いたします。 

採決は、無記名投票をもって行います。 

ただいまの出席議員数は１１人であります。 

会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に５番、児玉孝德君、６番、稲留

光晴君、７番、神﨑文男君を指名いたします。 

投票用紙を配付いたします。 

念のため申し上げます。本案に賛成の諸君は賛成と、反対の諸君は反対と記載願

います。 

［投票用紙配付］ 

○議長（富重幸博君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を改めます。 

［投票箱点検］ 

○議長（富重幸博君） 異状なしと認めます。 

これより投票に移ります。 

職員の点呼に応じて順次投票を願います。 

点呼いたします。 

○事務局長（宮本修一君） それでは、議席番号、氏名の順で読み上げます。 

１番、藤田香澄議員、２番、草原正和議員、３番、岡元修一議員、４番、平田慎

一議員、５番、児玉孝德議員、６番、稲留光晴議員、７番、神﨑文男議員、８番、

宮本昭一議員、９番、吉原信雄議員、１０番、中山美幸議員、１１番、中倉広文議

員。 

［投票］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。 

開票を行います。５番、児玉孝德君、６番、稲留光晴君、７番、神﨑文男君、立

会いを願います。 

［開票］ 

○議長（富重幸博君） 投票の結果を報告いたします。 

投票総数１１票。有効投票１１票。無効投票０票。 

有効投票中、賛成、１１票、反対、０票。 
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以上のとおり、賛成が多数であります。 

よって、同意第８号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１０ 同意第９号 農業委員会委員の任命について 

○議長（富重幸博君） 日程第１０、同意第９号「農業委員会委員の任命について」を

議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 本案は、同じく、農業委員会委員の任命についてでございます。 

大崎町永吉５３０５番地２に在住の髙橋みよ子氏、昭和３１年１１月１日生まれ

の６６歳です。氏は、夫婦で令和５年１月まで養豚業に従事されており、令和２年

７月から現在まで、農業委員会委員として活動されております。農業に関する見識

も高く、豊富な経験と知識を有されており、農業委員会の委員として適任と思われ

ますので、よろしく御審議賜り、御同意くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。 

何か質疑はありませんか。 

○４番（平田慎一君） 質問というより確認なんですが、今、町長も申し上げましたが、

別紙の農業委員会候補者名の農業現況の中に、髙橋みよ子さんは確か、今言われた

ように養豚業だと思うんですが、現況のところが空欄になっているんですよね。二

見さんと同じような形になっているので、新人の方々はこれを見て農業をされてい

ないのかなというふうに思われるので、こういう部分は何で記載されなかったのか

ちょっとお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの説明に対する答弁につきましては、農業委員会の担

当課長のほうで説明をさせてもらいます。 

○農委事務局長（相星永悟君） お答えいたします。 

先ほど町長の答弁にもございましたように、養豚業に従事されておったという答

弁がありましたけれども、それを踏まえまして、候補に手を上げられた時点では農

業に従事されておりませんでしたので空欄としておるところでございます。 

以上でございます。 

○議長（富重幸博君） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております同意第９号は、会議規則第３９条第３項の規定に
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より委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、同意第９号について採決いたします。 

採決は、無記名投票をもって行います。 

ただいまの出席議員数は１１人であります。 

会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に８番、宮本昭一君、９番、吉原

信雄君、１０番、中山美幸君を指名いたします。 

投票用紙を配付いたします。 

念のため申し上げます。本案に賛成の諸君は賛成と、反対の諸君は反対と記載願

います。 

［投票用紙配付］ 

○議長（富重幸博君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を改めます。 

［投票箱点検］ 

○議長（富重幸博君） 異状なしと認めます。 

これより投票に移ります。 

職員の点呼に応じて順次投票を願います。 

点呼いたします。 

○事務局長（宮本修一君） それでは、議席番号、氏名の順で読み上げます。 

１番、藤田香澄議員、２番、草原正和議員、３番、岡元修一議員、４番、平田慎

一議員、５番、児玉孝德議員、６番、稲留光晴議員、７番、神﨑文男議員、８番、

宮本昭一議員、９番、吉原信雄議員、１０番、中山美幸議員、１１番、中倉広文議

員。 

［投票］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れはありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。 

開票を行います。８番、宮本昭一君、９番、吉原信雄君、１０番、中山美幸君、

立会いを願います。 

［開票］ 

○議長（富重幸博君） 投票の結果を報告いたします。 

投票総数１１票。有効投票１１票。無効投票０票。 

有効投票中、賛成、８票、反対、３票。 

以上のとおり、賛成が多数であります。 

よって、同意第９号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１１ 同意第１０号 農業委員会委員の任命について 

○議長（富重幸博君） 日程第１１、同意第１０号「農業委員会委員の任命について」

を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 本案は、同じく、農業委員会委員の任命についてでございます。 

大崎町仮宿１０５８番地１に在住の二見さち子氏、昭和２７年３月２０日生まれ

の７１歳です。氏は、大崎町役場を退職後、家業の青果店にて従事されており、平

成２９年７月から現在まで、農業委員会委員として活動されております。農業委員

会委員には、農業者以外の中立的な立場の委員を入れることが法律で定められてお

ります。氏は、農業委員会の所掌する事項に利害関係を有しない中立的な立場で公

正な判断をすることが可能であり、農業委員会の委員として適任と思われますので、

よろしく御審議賜り、御同意くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。 

何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております同意第１０号は、会議規則第３９条第３項の規定

により委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 
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よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、同意第１０号について採決いたします。 

採決は、無記名投票をもって行います。 

ただいまの出席議員数は１１人であります。 

会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に１１番、中倉広文君、１番、藤

田香澄君、２番、草原正和君を指名いたします。 

投票用紙を配付いたします。 

念のため申し上げます。本案に賛成の諸君は賛成と、反対の諸君は反対と記載願

います。 

［投票用紙配付］ 

○議長（富重幸博君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を改めます。 

［投票箱点検］ 

○議長（富重幸博君） 異状なしと認めます。 

これより投票に移ります。 

職員の点呼に応じて順次投票を願います。 

点呼いたします。 

○事務局長（宮本修一君） それでは、議席番号、氏名の順で読み上げます。 

１番、藤田香澄議員、２番、草原正和議員、３番、岡元修一議員、４番、平田慎

一議員、５番、児玉孝德議員、６番、稲留光晴議員、７番、神﨑文男議員、８番、

宮本昭一議員、９番、吉原信雄議員、１０番、中山美幸議員、１１番、中倉広文議

員。 

［投票］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。 

開票を行います。１１番、中倉広文君、１番、藤田香澄君、２番、草原正和君、

立会いを願います。 
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［開票］ 

○議長（富重幸博君） 投票の結果を報告いたします。 

投票総数１１票。有効投票１１票。無効投票０票。 

有効投票中、賛成、９票、反対、２票。 

以上のとおり、賛成が多数であります。 

よって、同意第１０号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１２ 同意第１１号 農業委員会委員の任命について 

○議長（富重幸博君） 日程第１２、同意第１１号「農業委員会委員の任命について」

を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 本案は、同じく、農業委員会委員の任命についてでございます。 

大崎町神領１５８０番地１に在住の藤井亨氏、昭和２８年１２月１１日生まれの

６９歳です。氏は、認定農業者として水稲を中心とした農業に従事されており、令

和２年７月から現在まで、農業委員会委員として活動されております。農業に関す

る見識も高く、豊富な経験と知識を有されており、農業委員会の委員として適任と

思われますので、よろしく御審議賜り、御同意くださいますようお願い申し上げま

す。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。 

何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております同意第１１号は、会議規則第３９条第３項の規定

により委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定しました。 

これより討論に入ります。討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 
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これより、同意第１１号について採決いたします。 

採決は、無記名投票をもって行います。 

ただいまの出席議員数は１１人であります。 

会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に３番、岡元修一君、４番、平田

慎一君、５番、児玉孝德君を指名いたします。 

投票用紙を配付いたします。 

念のため申し上げます。本案に賛成の諸君は賛成と、反対の諸君は反対と記載願

います。 

［投票用紙配付］ 

○議長（富重幸博君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を改めます。 

［投票箱点検］ 

○議長（富重幸博君） 異状なしと認めます。 

これより投票に移ります。 

職員の点呼に応じて順次投票を願います。 

点呼いたします。 

○事務局長（宮本修一君） 議席番号、氏名の順で読み上げます。 

１番、藤田香澄議員、２番、草原正和議員、３番、岡元修一議員、４番、平田慎

一議員、５番、児玉孝德議員、６番、稲留光晴議員、７番、神﨑文男議員、８番、

宮本昭一議員、９番、吉原信雄議員、１０番、中山美幸議員、１１番、中倉広文議

員。 

［投票］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。 

開票を行います。３番、岡元修一君、４番、平田慎一君、５番、児玉孝德君、立

会いを願います。 

［開票］ 

○議長（富重幸博君） 投票の結果を報告いたします。 

投票総数１１票。有効投票１１票。無効投票０票。 

有効投票中、賛成、１０票、反対、１票。 

以上のとおり、賛成が多数であります。 
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よって、同意第１１号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１３ 同意第１２号 農業委員会委員の任命について 

○議長（富重幸博君） 日程第１３、同意第１２号「農業委員会委員の任命について」

を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 本案は、同じく、農業委員会委員の任命についてでございます。 

大崎町永吉６９６２番地に在住の東幸二氏、昭和３１年１２月１９日生まれの６

６歳です。氏は、認定農業者として和牛の生産を中心とした農業に従事されており、

令和２年７月から現在まで、農業委員会委員として活動されております。農業に関

する見識も高く、豊富な経験と知識を有されており、農業委員会の委員として適任

と思われますので、よろしく御審議賜り、御同意くださいますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。 

何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております同意第１２号は、会議規則第３９条第３項の規定

により委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、同意第１２号について採決いたします。 

採決は、無記名投票をもって行います。 

ただいまの出席議員数は１１人であります。 

会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に６番、稲留光晴君、７番、神﨑

文男議員、８番、宮本昭一議員を指名いたします。 
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投票用紙を配付いたします。 

念のため申し上げます。本案に賛成の諸君は賛成と、反対の諸君は反対と記載願

います。 

［投票用紙配付］ 

○議長（富重幸博君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を改めます。 

［投票箱点検］ 

○議長（富重幸博君） 異状なしと認めます。 

これより投票に移ります。 

職員の点呼に応じて順次投票を願います。 

点呼いたします。 

○事務局長（宮本修一君） 議席番号、氏名の順で読み上げます。 

１番、藤田香澄議員、２番、草原正和議員、３番、岡元修一議員、４番、平田慎

一議員、５番、児玉孝德議員、６番、稲留光晴議員、７番、神﨑文男議員、８番、

宮本昭一議員、９番、吉原信雄議員、１０番、中山美幸議員、１１番、中倉広文議

員。 

［投票］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。 

開票を行います。６番、稲留光晴君、７番、神﨑文男議員、８番、宮本昭一議員、

立会いを願います。 

［開票］ 

○議長（富重幸博君） 投票の結果を報告いたします。 

投票総数１１票。有効投票１１票。無効投票０票。 

有効投票中、賛成、９票、反対、２票。 

以上のとおり、賛成が多数であります。 

よって、同意第１２号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１４ 同意第１３号 農業委員会委員の任命について 

○議長（富重幸博君） 日程第１４、同意第１３号「農業委員会委員の任命について」

を議題といたします。 
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提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 本案は、同じく、農業委員会委員の任命についてでございます。 

大崎町永吉９５６２番地２に在住の下橋清美氏、昭和３５年５月９日生まれの６

３歳です。氏は、認定農業者として水稲を中心とした農業に従事されており、令和

２年７月から現在まで、農業委員会委員として活動されております。農業に関する

見識も高く、豊富な経験と知識を有されており、農業委員会の委員として適任と思

われますので、よろしく御審議賜り、御同意くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（富重幸博君） これより質疑に入ります。 

何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております同意第１３号は、会議規則第３９条第３項の規定

により委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定しました。 

これより討論に入ります。討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、同意第１３号について採決いたします。 

採決は、無記名投票をもって行います。 

ただいまの出席議員数は１１人であります。 

会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に９番、吉原信雄議員、１０番、

中山美幸議員、１１番、中倉広文議員を指名いたします。 

投票用紙を配付いたします。 

念のため申し上げます。本案に賛成の諸君は賛成と、反対の諸君は反対と記載願

います。 

［投票用紙配付］ 

○議長（富重幸博君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（富重幸博君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を改めます。 

［投票箱点検］ 

○議長（富重幸博君） 異状なしと認めます。 

これより投票に移ります。 

職員の点呼に応じて順次投票を願います。 

点呼いたします。 

○事務局長（宮本修一君） 議席番号、氏名の順で読み上げます。 

１番、藤田香澄議員、２番、草原正和議員、３番、岡元修一議員、４番、平田慎

一議員、５番、児玉孝德議員、６番、稲留光晴議員、７番、神﨑文男議員、８番、

宮本昭一議員、９番、吉原信雄議員、１０番、中山美幸議員、１１番、中倉広文議

員。 

［投票］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。 

開票を行います。９番、吉原信雄議員、１０番、中山美幸議員、１１番、中倉広

文議員、立会いを願います。 

［開票］ 

○議長（富重幸博君） 投票の結果を報告いたします。 

投票総数１１票。有効投票１１票。無効投票０票。 

有効投票中、賛成、１１票、反対、０票。 

以上のとおり、賛成が多数であります。 

よって、同意第１３号は同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１５ 発議第２号 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書につい

て 

○議長（富重幸博君） 日程第１５、発議第２号「森林環境譲与税の譲与基準の見直し

を求める意見書について」を議題といたします。 

趣旨説明を求めます。 

○４番（平田慎一君） ただいま議題となりました意見書について。発議第２号。令和

５年６月２０日。大崎町議会議長、富重幸博殿。提出者、大崎町議会議員、平田慎

一。賛成者、同上、中山美幸。 

森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書について。 
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上記の議案を、別紙のとおり、大崎町議会会議規則第１４条第１項及び第２項の

規定により提出します。 

提出の理由。大崎町の土地保有面積の約３５％を占める森林において、森林の有

する水資源及び国土保全などの多面的機能を維持し、再造林を含めた林業政策を強

力に推進する必要があることから、令和元年度に導入された森林環境譲与税につい

て、大崎町を含む森林の多い市町村への配分を高めるような譲与基準の見直しを求

めるものである。 

森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書。 

森林環境譲与税は、我が国の温室効果ガスの排出を削減するとともに、災害防止

等を図るため森林環境、森林整備等に必要な地方財源を安定的に確保する観点から

創設されました。国から配分される市町村への譲与税の使途は、間伐や人材育成、

担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等の森林整備及び、その促進に関する費

用に充てることとされています。また、国は、森林の保水力低下に伴う洪水氾濫や

山腹崩壊等に加え、停電の原因となる倒木等に対応するため、森林環境譲与税を増

額し、森林整備を促進させるとしています。 

しかしながら、森林環境譲与税の譲与基準は、私有林・人工林面積１０分の５、

林業就業者数１０分の２及び人口１０分の３に基づき算定されるため、人口の多い

都市部への配分が多くなることや、森林整備には使われずに基金に積み立てられて

いるなどの問題が指摘されており、現行の譲与基準を維持したままでは早急な整備

を必要とする森林を抱える地方自治体への適正な配分が行われず、防災上の観点か

らも森林整備を促進する財源とされた趣旨を損なう恐れが懸念されています。 

よって、国におかれては、森林環境譲与税について、林業に係る財政需要の大き

な地方自治体に対し、より手厚い配分がなされるよう譲与基準の見直しを行うこと

を強く要請します。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

令和５年６月２０日。 

提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、農林水

産大臣宛。 

鹿児島県曽於郡大崎町議会議長、富重幸博。 

よろしく御審議の上、御可決くださるようお願い申し上げます。 

以上でございます。 

○議長（富重幸博君） １２時になりましたが、引き続き会議を行います。 

これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（富重幸博君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております発議第２号は、会議規則第３９条第３項の規定に

より、委員会付託を省略します。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

発議第２号「森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書について」は、

可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、発議第２号「森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書につい

て」は可決されました。 

なお、ここでさらにお諮りします。 

ただいま可決されました意見書は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総

務大臣、財務大臣、農林水産大臣宛てに提出されたいとの要望であります。町議会

議町名をもって、それぞれの関係機関宛てに提出することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、ただいま可決されました意見書は、町議会議町名をもって、それぞれの

関係機関宛てに提出することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１６ 議員派遣の件 

○議長（富重幸博君） 日程第１６、「議員派遣の件」を議題といたします。 

お諮りいたします。 

別紙のとおり、本町議会議員を派遣したいと思いますが、これに御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、別紙のとおり、本町議会議員を派遣することに決定いたしました。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１７ 閉会中継続審査・調査申出書 

○議長（富重幸博君） 日程第１７「閉会中継続審査・調査申出書」の件を議題といた

します。 

委員会の決定に基づき、お手元に配付してある写しのとおり、４委員長から申し

出があります。 

お諮りいたします。 

４委員長の申し出のとおり決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（富重幸博君） 御異議なしと認めます。 

よって、４委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査及び調査は可決されまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（富重幸博君） 以上をもって、本日の日程の全部を終了いたしました。会議

を閉じます。令和５年第２回大崎町議会定例会を閉会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午後０時０４分 
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